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　肌はだを刺さすほどの冷気が、黒く染まった空から降ってくる。

　初雪もまだだというのに、随ずい分ぶんと冷える。

　膝ひざ丈たけのワンピースには、フェイクファーのコートを合わせている。この時期だとダウンコートを着たいところだけれど、今日は絶対に気を抜ぬけないのだった。




　ミサ──青あお山やま美み砂さは待ち合わせ場所である、高層デパートの谷間にある公園に立っていた。

　九州一の人口を誇ほこるＦ市の繁華街は日が暮れたあともにぎやかだった。クリスマスのイルミネーションが彩いろどる公園は、時期が時期だけにカップルだらけ。独り身で肩かた身みが狭せまいと思うものの、それを跳はね返かえすほどの高こう揚よう感かんで顔を赤らめていた。

（ああ、ドキドキする）

　今日のミサのターゲットは島しま田だ啓けい介すけ。株式会社島田美装の御おん曹ぞう司しで、彼かの女じよ募ぼ集しゆう中ちゆう。

　名門Ｋ大経済学部卒で、ミサより三つ年上の二十六歳さい。その若さにして小さな子会社を任されるほどに有能なのに、真ま面じ目めで、女性に対しては奥おく手てなくらい。しかも、個性派俳優風のイケメン。

　ミサの好みのド・ストライクなのだ。

　だが、そういう男は総じてガードが堅かたいし、引く手あまたなので出会いの場に自みずから降りてきてくれないのだ。

　本人に接せつ触しよくするには、いくつもの障しよう壁へきをかいくぐらなければならない。

　だからこそ、ミサは一計を案じていた。

　デパートの陰かげから現れた男を視界に捉とらえると、

（今日の抱ほう負ふを確かく認にんしますよ！　『将を射んと欲ほつすれば先まず馬を射よ』。はい、繰くり返かえして！）

　そう男が近づく間に心の中で何度も唱えて、最終確認を終える。

　そして、ルージュで赤く染めた唇くちびるの両りよう端たんを持ち上げて、極ごく上じようの笑えみを浮うかべた。

「ええと。アオヤマ、ミサちゃん、だっけ。今日はよろしくっす」

　軽い口調で挨あい拶さつをする男は、確かウエハラとかいっただろうか。口頭で紹しよう介かいしてもらったので、漢字がわからない。

（上うえ原はら、植うえ原はら？　ま……どっちでもいいか）

　興味がないため、ミサはすぐに思考を放ほう棄きする。

　重要なのは、この男が島田の部下だということだ。

　彼かれに近づいて、合コンをセッティングしてもらうというのがミサの計画。

　つまり、ウエハラは島田を落とすための馬なのだ。

　馬というよりは熊くまと言えそうながっちりした体格をしているけれど……何かスポーツでもやっているのかもしれない。

（ラグビー？　柔じゆう道どう？　相撲すもう……はさすがにないかな）

　つまりは結構立派な体格だが、顔は至って平均的。

　グレーのスーツの上に、やはりグレーのウールコートを着ている。どちらもごく平へい凡ぼんなデザインで、ブランド物ではなさそうだし、何より膨ぼう張ちよう色で着き膨ぶくれしているせいで、体がさらに大きく見える。

　経歴だって小さなデザイン会社の平社員でパッとしない。イコール、モテない。

（うん、女に縁えんのなさそうな感じ。ちょろそうだよね）

　何回もの合コンを経験しているミサは、この男を落とすのは簡単だと判断する。

　しかし、そんな予想に反して、その熊くま男おとこは、ミサの笑え顔がおにも表情を緩ゆるめることはない。

　それどころか、彼の目はミサの顔には興味なしといった様子で、顔の下に釘くぎ付づけになっていた。

　気合を入れて盛ってきた胸だ。寒いのを我が慢まんしてマフラーもなしにしているおかげで、コートの襟えりぐりから谷間が見えるはず。

　だが、チラチラと見られると誇らしいのに、まじまじと見られると気まずくなるのはどうしてだろう。

（……な、何、この男……!?）

　なんだかいつもと反応が違ちがう。

　動どう揺ようしかけたミサに向かって、熊男──ウエハラは嘲ちよう笑しように似た笑いを浮かべて言った。

「それ、偽物っすよねー？　経歴詐さ称しようと同じレベルで詐さ欺ぎっすよ」

　それは、ミサの計画が粉々に砕くだけ散ちった瞬しゆん間かんだった。
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「あー、もうどうしてわたしばっかり、こんな目に遭あうんだろー……」

　そんな弱音に続いて、

（高たか階しなのやつ、いつかぶっ殺す）

　物ぶつ騒そうな呟つぶやきが溢こぼれそうになり、手羽先の唐から揚あげと共に嚙かみ潰つぶす。ミサの目の前には、親の敵かたきかというくらいの勢いで、手羽先の食べカスが山積みになっていた。

「んーまいっ！　おじさん、もう一皿おかわり～～！　あと生ビールも追加で！」

　黄こ金がね色いろの唐揚げはみるみるうちになくなっていく。

　これで三皿目だけれど、このカラリとした歯ざわり、ちょうどよい塩加減のおかげでいくらでもビールが飲めてしまう。

　すでにジョッキ三杯ばい飲んではいたが、まだまだいける。今日は件くだんの男──高階のせいで、特にいくらでも飲めそうだと思った。

　高階というのは、ほんの少し前までミサの彼かれ氏しだった──いや、一方的にミサが彼氏だと思っていた男のことだ。

　絵に描いたようなイケメンと付き合いを始めた、と思おもい込こんでいたのは二カ月前のこと。週末はデートを繰くり返かえし、今日はとうとう五回目のデートだった。

　となれば、いろいろと覚かく悟ごもする。

　お付き合いも一段階進むのでは？　と気合が入ってた。

　だが、ミサのそんな覚悟を高階は全部踏ふみにじってくれた。

「なぁにが、『重いんだよ』だよ」

　ミサが好きだと言い、相手も好きだと言った。それは両りよう想おもいというのだと思っていた。

　けれど、彼とミサとでは「好き」の重みが違ちがったらしい。釣つり合あいの取れない天てん秤びんは大きく傾かたむいて、無様に倒たおれた。

　ミサは昔から男運が悪かった。好きな男にはことごとく振ふられ、全く好みでない男にばかり言い寄られるのだ。

　だが、そんな運命を振り切るべく努力をしてきた。

　ファッション誌や女性誌を熟読して、男の生態を研究した。好感度の高い服を選び、ゆるふわに髪かみを巻き、鏡の前で自分が一番可か愛わいく見える角度を知り、上うわ目め遣づかいも習得した。

　高階は、甘あまめの顔立ちに均整の取れた体を持つ、爽さわやか王子様タイプ。しかもミサの部署のエースで仕事もできる。

　ミサが初めて付き合えた、自分好みの男性だった。だから今度こそ幸せを摑つかめると信じていた。

　日々の努力が実ったと信じて、喜んでいた矢先のことだから、彼の裏切りはさすがに堪こたえた。

　だけど涙なみだより先に怒ど声せいが漏もれるタイプのミサは、こうして一人でうっぷんを晴らしている。

「あ～～～～～、めっちゃムカつく～～」

　どん、と空になったビールジョッキをカウンターに叩たたきつける。

「すみませーん、ビール、おかわり！」

　カウンターの向こうで店の主人が心配そうにしている。周囲からも気遣わしげな視線が向けられている気がした。

　この店は、浴びるほどの酒を飲みたい気分だったときに目に入り、衝しよう動どう的に飛とび込こんだ店だった。

　ちらりと見回すと、狭せまい店内では作業服を着たままのおっちゃんたちが、刺さし身みを肴さかなにちびちびと熱あつ燗かんをあおっている。

　壁かべには手書きメニューがでかでかと貼はりつけられているが、枝豆、イカの塩しお辛から、冷ひや奴やつこ──と、総じて渋しぶいラインナップ。

　対してミサといえば、デート帰りのきれいめなコーディネートだ。

　今は脱ぬいでいるけれどベーシュのトレンチコートにフリルのついたピンクのシフォンブラウス、白のセミフレアスカートと足元はスワロフスキーのついたベージュのパンプスという甘めのスタイル。もちろんメイクもばっちり直してあって、まつ毛なんて未いまだに爪つま楊よう枝じが乗るくらいに反っている。

　高級レストランにでも入れるドレスコードだった。そのため小さな居酒屋では、ミサの存在は浮ういて浮いて浮きまくっているはず。

　だけど、知り合いが絶対に入ってこないと思える店じゃないと、こんなふうに荒あれることは許されないのだ。

（そうだよ、ここなら誰だれもわたしを知らないし）

　気楽だなぁ、そう思った瞬しゆん間かん、

「アオヤマ……ミサ、ちゃん、だっけ？」

　後ろから訝いぶかしげな声をかけられて、ミサはぎょっとした。

　反射的にポケットティッシュを出すと口を拭ふく。手羽先の唐揚げで、口の周りがテカテカだったのだ。

　ミサは元々、居酒屋で手羽先を食べるようなキャラではない。

　おしゃれなバーで、小さなカクテルグラスを手に、「酔よっちゃいました～」と頰ほおを染めているようなタイプで通しているのだ。

　だから、右手に手羽先、左手にビールジョッキを握にぎっている姿など、知り合いには絶対に見られるわけにはいかなかった。

　口を拭くだけではダメだ、とミサは慌あわてる。油がつかないようにと項うなじで縛しばったセミロングの髪も下ろさなければならないし、口紅だって剝はげているだろうから塗ぬり直さないといけない。

（うわああ、鏡、鏡！　──って、あれ？　こいつって……）

　しかし、声をかけてきた人物を検あらためると、焦しよう燥そう感が波のように引いていく。ミサはすぐに口を拭く手を止めた。

（……なあんだ。ティッシュ一枚無む駄だにしちゃったじゃん）

　そう思った直後、苦々しい思いが湧わき上あがる。

　呼びかけが同じだったせいか、約二年前の記き憶おくが鮮あざやかに蘇よみがえってしまったのだ。失敬なやりとりまで、まるっと込みで。

「ええと……ウエハラさんでしたっけ？」

　ミサが見上げていたのは、宿敵とも言える男。

　相変わらず熊くまのような、体格が立派なだけの男だった。

「何か？」

　ツンケンと言い捨てたが、

「おじちゃん、おれにも手羽先とビール」

　ウエハラは注文を口にしながら図ずう々ずうしくも隣となりに座すわった。

「ちょっと、そこ座らないでよ。誤解されたら困るし」

　ミサはいきり立つが、ウエハラはまるで無視。腰こしを落ち着けて上着を脱いだ。

「いいじゃん、どうせまだ一人もんなんだろーが」

　高階のことを思い出して、カッとなりかける。

「失礼なこと言わないで。彼氏くらいいますしー」

　自分の言葉が自分の胸をえぐるが、ミサはぐっとこらえて笑え顔がおで返した。

　だが、ウエハラはゲラゲラ笑うと、ミサの顔を覗のぞき込んだ。

「彼氏持ちの女が居酒屋で一人、手羽先食ってるのが問題。ってか、まず若い女が一人で手羽先とビールってのがやべえ。連れがいた方がまだ居い心地ごこちいいんじゃねえの」

　ミサは黙だまって手羽先にかぶりつく。

　反はん撃げきすると調子に乗りそうだから、徹てつ底てい無視を決め込むことにしたのだ。

「おじちゃん、生、おかわり」

　ウエハラはミサの無視も気にせずに、テンポよく酒を追加していく。彼がぐいとジョッキを傾けると、中の金色の液体は一気に空になった。

　あっという間に三杯目を空にした彼に思わず目を瞠みはる。

　このペースで飲んでも全く顔色が変わらないということは、結構酒が強い。ミサの周りには今までにいなかったレベルかもしれない。

　彼はミサの内心に気づいてか気づかずか、ふ、と口元を緩ゆるませると、言った。

「なあ、せっかくだし、飲み比べでもする？」

「なあんで、あんたなんかと」

「あんた本当はめっちゃくちゃ強いんだろ？　いつもおしゃれな店ばっかで、飲み足りないんじゃねえの？」

　挑ちよう発はつされたのもあったが、ウエハラの言う通り、飲みたい気分だったからこうして一人で居酒屋にやってきたことを思い出した。

（こいつ、動かなさそうだし、こっちが店を出るのも癪しやくだし）

　それに、さっきより好奇の視線が減っている気がする。ウエハラといればこれ以上悪目立ちはしないかもしれない。

　考えを巡めぐらせながら、ミサもカウンター越ごしに店主に声をかける。

「おじさん、焼しよう酎ちゆう、芋いも、お湯割りで」

　その注文が答えの代わりだった。

　今まで酒で潰れたことはない。飲み比べで負けたこともない。その自信がミサの背中を押おしていたのだ。

　ウエハラは目を見開いたあと、追加したばかりのビールを一気に空ける。

「この間も──っていっても、もう二年前か──すごかったよな。あんた、男より飲んでた。しかも高い酒ばっかり選んで飲みやがって。おごりっていったら普ふ通つうちょっとは遠えん慮りよしねえ？　あれがトラウマで、二度とあんたみたいな外そと面づら女おんなと合コンしねえって心に決めた」

　そういえばとあの日のことを思い出す。

　ウエハラの暴言に腹を立てたミサは、おごりと聞いて、笑顔で一番高い酒をどんどん注文したのだ。島しま田だを落とすための馬として機能しないと思ったら、遠慮はいらなかった。

　思い出して、ミサはひらめいた。

　ならば、飲ませて潰して、会計を押しつけてしまえばいい。

　ウエハラの言う通り、ミサはザルだ。

　イケメンの前では都合が悪いから隠かくしているが、合コンの相手が気に入らない場合など、潰される前に潰してさよならするのにはとても都合がいいのだ。

「飲み比べ、付き合ってあげる。じゃあ、負けた方が会計持ちね？」

「おっ、そうこなくっちゃ」

　ウエハラがふてぶてしく笑う。

　負けずににやりと笑うと、ミサは好物の手羽先と枝豆の追加をした。
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（くっさぁ、誰だよー、わたしの部屋で煙草たばこ吸ったやつは）

　煙草臭くささに不快な気分でミサは目覚めた。

　シーツに顔を伏ふせて、鼻に皺しわを寄せる。鼻の奥おくをくすぐる独特の臭においは、どうも布ふ団とん自体に染しみついているようだ。

（んー？　っていうか、わたしが、誰かを部屋に入れる？）

　違い和わ感かんに気がついたミサは、がばっと勢いよく顔を上げる。そして、ぼんやりとした視界に映ったものを見て……悪い夢だと思った。

　肌はだ色いろの塊かたまり。よくよく見ると、それはどうやら筋肉の塊で──。

「は？」

　隣に男が寝ねていた。ミサは呆ぼう然ぜんと口を開く。

　だがそんなわけがない。

　一度しっかり目を閉じ、もう一度開いた。

「……は？」

　やはりいる。しかも裸はだかだ。

　次に頰をつねってみた。痛かった。

　痛みに呻うめく頃ころには、ミサはもう真っ青だった。

「ど、ど、どういうこと……」

　マンガやドラマなどでは見たことがある。目が覚めたらイケメンが隣に寝ていたというシチュエーションは、ロマンスの始まりとして鉄板だ。

　あーあ、やっちゃったとか人ごとだから笑っていた。

　フィクションだからこそのことだし、「※ただしイケメンに限る」と但ただし書がきがつくけれども、ときめきさえもしていた。

　だが、実際には有り得ないと思っていた。酒は飲んでも飲まれないミサは、前後不覚に陥おちいるまで泥でい酔すいできることが信じられなかったのだ。

　だから、まさか自分がこんな事態になるなど考えもしなかった。

　慌てて服を拾い上げていく。

　最初に目に入ったブラウス、スカートはバスルームの近くの椅い子すに、適当に引ひっ掛かけてある。パンプスと下着はベッドの下に落ちていて、そういった部屋の状じよう況きようだけを見るとものすごく情熱的な夜を過ごしたかのように見える。

　だが、ショーツを拾い上げたときには、ミサは絶望感で死にたくなっていた。

（よ、よりによって、こんなフツメンと……！）

　そうなのだ。ミサが寝てしまったのは、昨晩潰したはずの男。

　ミサを散々馬ば鹿かにしたウエハラだった。

　服を身につけたミサは、小さく上下する背中を、震ふるえながら睨にらみつける。

　しかし、骨太でいい体に一いつ瞬しゆん見とれかけた。

　服を着ていたらわからなかったけれど……着き瘦やせの反対はなんだろう。着太りだろうか。

　前に会ったときは、肉づきはよかった気がするのだけれど。

　脱いだらぷよぷよとしたビール腹が現れそうだと思っていたから驚おどろく。

　瘦せたのだろうか。それとも昔からこうだったのだろうか──などと考えはじめたミサは、はっとして頭を振る。

　ゆっくり観察している場合ではないのだ。

（そもそも、わたし、こんな男相手に、許すわけないんだけど！）

　ミサの相手は顔よしスタイルよしのイケメン御おん曹ぞう司しでなければならない。最大の武器をこんなフツメンに使うわけがない。つまり──。

「ご……！」

　めまいがして、思わず最悪な罪名が口から漏れかけたとたん、ベッドの上で眠ねむりこけていると思った男が、

「……違うっすよ、そういうのは準じゆん強ごう姦かん罪ざいっていうの。抵てい抗こうできないくらいに泥酔させてとか、薬飲ませてとか」

　と呟いた。

「認めるの!?　飲ませたの!?」

「いーや、さすがに最初は覚えてると思うけど、あんたが勝手に飲んだんっすよ。そもそも飲み比べに合意してたんだから違うし。むしろおれの方が襲おそわれたが正しい」

　ムクリ、と顔を上げたウエハラにニヤニヤと笑いかけられて、ミサは思わず彼に張り手を食らわせる。だが、すんでのところで、手首を摑まれて引き寄せられた。

　大きな体に包まれて心臓が止まりそうになる。ぞっとして、もがいて抜ぬけ出だそうとするけれど、ウエハラはミサを離はなさなかった。

　上から見下ろされる。どこにでもありそうな普通の大きさの目、さして長くもないまつ毛、普通の高さの鼻。多少濃こいが、それでも日本人の平均的な顔だ。

　何より前に貰もらった名めい刺しには、肩かた書がきが一つもついていなかった。

　やっぱり違う。こんなフツメン、相手にするわけがない。

「……どういうことか説明しなさいよ」

　睨み据すえると、

「あんたも相当酒強いみたいっすけど、おれが上だったってだけのこと。どんだけ自信があるのか知らないっすけど、過信して酔い潰れたから介かい抱ほうしてやったら、襲われたんすよ」

　ウエハラはふてぶてしい顔のまま、厚かましくも言う。

「噓うそ言わないで。襲う!?　誰がそんなこと信じると思う!?」

　やってられないと、ミサは立ち上がる。そして宣戦布告を突つきつけた。

「訴えてやるから!!」

　こう言えば泣いて謝あやまるだろうとミサは思った。

　だが、ウエハラはにやりと笑って返す。

「ご自由にどうぞ。でも告こく訴そって大変っすよ。ま、せいぜい頑がん張ばれば」
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　これ以上こんなところにいてたまるか。一刻も早く帰ろうと思ってドアを開けようとするけれど、開かない。

「ちょっと、ここ開かないんだけど!?　なんなの!?」

　焦あせりと怒いかりで声が裏返る。

「精算しないと開かない仕組みっすよ。ほら、フロントで精算って気まずいっすよね」

　ウエハラは苦笑いをしながら部屋の入り口付近の精算機で何か操作をしたあと、金を入れた。

（っていうか気まずいどころか、なんで阻そ止ししなかったのかって文句言いたいよ！　警察沙ざ汰たでしょーが！）

　ドアの鍵かぎが開くのとほぼ同時に、ミサは部屋を飛び出す。

　表に出て、スマホを取り出して現在位置を確かめると川沿いの歓かん楽らく街がいだった。昨夜飲んでいた店のすぐ近くにあった寂さびれたラブホテルだ。

　雨風で薄うす汚よごれた白い壁に、ピンクのネオンで店の名前が書かれているが、ネオンサインなど久々に見て、一世代ほど過去にタイムスリップしたような気分になる。

（昭和か！　よ、よりによって、こんなところで！）

　何もかも理想と違って頭がクラクラしてきた。

　ミサの望むシチュエーションは、それこそウエハラの上司のようなイケメン御曹司と、高級ホテルでシャンパンでも飲んだあと、愛を囁ささやき合って──以下ドラマのように暗転。そんなラグジュアリーでロマンティックなものだった。

　間違っても、居酒屋で手羽先とビールと焼酎で酔い潰れて、脂あぶらぎったフツメンと場末の煙草臭い連つれ込み宿などという状況は有り得ないはずだった。

　怒りで吐はき気けまでしてきたミサは、川沿いのベンチに腰こし掛かけるとブラウザを開いて、ブルブルと震える手で『準強姦罪　告訴』を検けん索さくする。

　相談系のＵＲＬがヒットし、いくつか情報を得たミサは、勢いに任せて産婦人科へと駆かけ込んだ。
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　会社に欠けつ勤きんの連れん絡らくを入れたあと、ミサは産婦人科の待合室で待った。

　診しん察さつ待ちの女性は、大たい抵ていがお腹なかが大きくて幸せそうだ。一人青くなって震ふるえるミサは明らかに場ば違ちがいで、気を遣つかった受付の女性が別室を用意してくれた。

「無理に飲ませられたわけじゃないんですけど、そういう場合でも訴うつたえられますか？」

　ミサが不安を口にすると、

「相手が心しん神しん喪そう失しつ状態に乗じたわけだから、訴えられるわよ。それより妊にん娠しんが心配だから、アフターピルを処方してもらった方がいいかも。言いにくいかもしれないけれど、先生にちゃんと相談してね」

　看護師さんは親身になってくれた。

　たくさん励はげまされて診察室に向かったミサだったが、拷ごう問もんに近い診察を受けたあとに、半笑いの医師が言ったのは、ミサが想像もしなかった事柄だった。
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　桜の蕾つぼみが膨ふくらんでいる。日沈はだんだんと遅おそくなるが、風はまだ随ずい分ぶんと冷たい。

　ミサの家の最も寄より駅えきから十分程歩いたところにある、通称『西通り』は、おしゃれなセレクトショップやカフェが立ち並ぶ若者に人気のスポットだ。退社時間になるのを見計らってやってきたミサは、西通り沿いのマンション、イデアール赤あか坂さかⅡ号館の前で立ち止まる。

　ここはウエハラの職場で株式会社ＳＨＩＭＡＤＡというデザイン事務所だ。昔手に入れた名めい刺しを手に待まち伏ぶせをしていたのだ。

　あの日貰った名刺はいっそ破り捨てたかったけれど、ミサは作った人脈というのは宝だと思っている。どこで何が役に立つかわからないと思って、捨てずに取っておいたのだった。

　ＳＨＩＭＡＤＡは、古いマンションの一室をオフィスに改装しているらしい。通りに面した二階がそうで、まだ電気が点ついていて人の気配があった。

　階段を上りかけて、残業しているのは、ミサの苦手な人物かもしれないと思いとどまる。

（あの女には会いたくないんだったー……！）

　あの女というのは、片かた桐ぎりさくら──いや、今はもう島しま田ださくらと名を変えた女だ。ミサの母校の女子大にいた、真ま面じ目めで地味な冴さえない同期生。

　彼かの女じよがどうして気に食わないかというと、まるで恋れん愛あいに興味のなさそうな顔をしていたくせに、ミサがウエハラを利用して射止めようとしていたイケメン御おん曹ぞう司し、島田をあっさり攫さらっていき、昨年見事玉たまの輿こしに乗ったからだった。

　ドラマや小説でも大抵そうだけれども、なぜだかイケメン御曹司は、ああいった天然が入った平へい凡ぼんな女が好みなのだ。

　理由も驚おどろくほど同じ。『君だけが本当の僕を見てくれる』とかいうやつ。

　ぼーっとしていて情報に疎うといだけなのに、馬ば鹿か馬ば鹿かしいにもほどがある。

（ああいうタイプが一番、神経逆なでするんだよ）

　ミサの嫌きらいな言葉に『棚たなからぼたもち』があるけれど、幸運なんて、そうそう落ちてくるものではないのだ。

　なのにああいう女は、なんの努力もせずにミサの欲ほしいものをあっさり手に入れていく。

『棚からぼたもち』を体現したような人間がいること自体が、ミサの努力を無む駄だだと言っている気がして、ひどく滅め入いるのだ。

　腐くさりかけているとマンションの入り口から巨きよ体たいがぬっと現れた。

　天敵のさくらではなくてほっとしつつも、ミサは肩かたを怒いからせ挨あい拶さつもせずに詰つめ寄よった。

「ウエハラ、あんた、一体どういうつもりであんな噓うそついたわけ。おかげで病院で大おお恥はじかいちゃったじゃないの！」

「え、病院行ったんっすか、まじで!?」

　目を丸くするウエハラの能天気な顔に、人の気も知らないで……！　とカッとなる。

　怒鳴りたい気分だったが、通行人の目を気にしたミサは、

「ここじゃなんだから、場所移すわよ」

　ウエハラの上着の裾すそを引っ張る。

　ただでさえ、ここには会いたくない女がいる。見られたらどんな皮肉を言われるかわからない。

　いや、皮肉の方がまだいい。

　ああいう天然女は、なぜか人が一番嫌いやがることを無意識に察して、突つきつけるのだ。

「場所移すって、ラブホっすか」

「警察に突き出されたくなかったら、これ以上ふざけんじゃないわよ」

「今度の罪状はなんすかねえ」

　とぼけた口調でウエハラは尋たずねた。

　強ごう姦かん罪はどう頑張っても適用されないことは、病院で嫌というほど知らされた。

　ミサは少し考えて言った。

「強制わいせつ罪だよ。でっち上げてでも訴えてやるから。訴えられただけで結構なダメージでしょう」

　痴ち漢かんなどたとえ冤えん罪ざいであっても会社をクビになった人間などざらだ。さすがに降参するだろうとにやりと笑うが、ウエハラは予想に反して全く動じない。

「虚きよ偽ぎ告こく訴そ罪ざいって知ってます？　噓ついたらとそれも犯罪になるんすよ」

　とスマホを振ふってにやりと笑った。妙みように詳くわしくて、ミサは怯ひるんだ。

「噓って──でも、酔よわせて裸はだかにしたんだから、もうそれ犯罪でしょ!?」

「だから、そっちが勝手に脱ぬいだんだって。それでも告訴するつもりなら、おれにも考えがあるっす……恥はずかしい写真ばらまきますよ？」

　卑ひ劣れつな言葉に、逆にミサの方が青くなった。

「なんですって……！　どこまで根こん性じよう腐ってるの。え、ちょっと何を撮とったわけ!?」

「や、だってさ、あんたの根性の腐り方考えると、どう考えてもおれヤバいし。おれだってこの若さで人生捨てたくないから保険くらいかける。合意の上ってわかるように、写真とか動画とかいっぱい撮らせてもらったっす」

　ウエハラはスマホをいじってミサの写真を開いた。

　そこには唇くちびるを鶏とりの油でてかてかにしたミサが、ご機き嫌げんな笑え顔がおでピースをしている。

　さらには動画で、「かんぱーい！」とウエハラとジョッキを突き合わせ、クダを巻きつつ、何か楽しげに会話をしていた。

（これは、最低でも友人？　下手すると恋こい人びと同士に見えなくも……ない？）

　だが、当然全く覚えがない。

（どういうこと……！）

　混乱、動どう揺ようのあと、ウエハラの言った『いっぱい』に肝きもが冷えた。つまり、これ以外に写真や動画があるということ。

「他に何を、撮ったの……？」

　起きたときには全ぜん裸らだった。ミサに意識はなく、つまり、撮ろうと思えば撮り放題だったのだと気がつく。

「さあて、なんでしょうかねえ？」

　にたり、と口を歪ゆがめて笑う。そのいやらしい表情が、ミサの想像を肯こう定ていしているかに思えた。

　怒りと恐きよう怖ふでミサは震える。

「……ま、まさか、あんた、それをネタに強ゆ請すったりしないでしょうね!?」

「あぁ、そんな手もあるっすね」

　楽しげに言われてミサは思わずスマホの握にぎられた手に飛びついた。

　だが、手が触ふれるすんでのところで上に逃にげられる。相手は熊くまの体格。対してミサは百五十一センチと小こ柄がらな方だ。飛び上がってもまるで届かない。

「ちょっと、あんた身長何センチあるの!?」

「あ？　多分百八十五くらいっすけど」

　三十センチ以上の差に目を見開くミサの頭上で、何か操作していたウエハラは、「送信かんりょー」と驚きよう愕がくさせるようなことを言った。

「何を!?　どこに!?」

「大切な証しよう拠こだし、奪うばわれて消されたら困るから、メールサーバーにバックアップしたんっすよ。あとストレージサービスにも」

「ストレージって……何」

　実はミサはパソコン周りの知識に少々疎い。ワードやエクセルなどの事務ソフトくらいは勉強しているが、本来文系なのも手伝って、苦手意識が強いのだ。

　馬鹿にされるかと思いきや、ウエハラは意外にも説明をくれる。

「ネット上のファイル管理サービス。どこからでも、ＰＣ、スマホ、機種関係なくファイル取り出せて便利っすよ」

　いや、この際便利かどうかはどうでもよかった。

「そ、それって誰だれかに見られたりしないの!?」

「そりゃ、ネットに繫つながってるし、全世界に公開することもできるけど……鍵かぎかけてるし」

　ウエハラは含ふくみのある口調で言った。鍵をかけてる、ということは外せるということだ。

「…………！」

　あまりのことに言葉を失うと、ウエハラは意味ありげに笑った。ミサの全身の血が引いていく。

「脅おどしてるの!?　もしそんなことしたら、今度は脅きよう迫はく罪で訴えてやるから……！」

「準強姦罪の次は、強制わいせつ、で、今度は脅迫っすか。そりゃ、相当法律の勉強しなきゃいけないっすねえ」

　面おも白しろそうに笑われて、ミサはとうとう爆ばく発はつした。

「こっちは真しん剣けんなんだよ！　付き合ってらんない。馬鹿にしないで！」

　泣きたくなりながら踵きびすを返したミサに、ウエハラは朗ほがらかに言った。

「大だい丈じよう夫ぶっすよ。あんたが変なことしない限り、こっちも大人しくしときますし、個人的に楽しむに止めときます。あ、でも、おれの言うこと聞いてくれたら、全部消してあげてもいいっすよ？」

　個人的にのくだりでぞっとする。

　ミサの写真で何をするというのだ。おぞましくて寒気がして、思わず腕うでをさする。

「あんたの言うことって……何？」

　ウエハラは何か企たくらむように不敵に笑った。

　ミサは思わず身構える。

　こういう場合、マンガやドラマでクズ男が要求することと言えば──。

「今度はそっちが手羽先と酒おごってくれる？　散々愚ぐ痴ち聞かされたあげく、昨日の会計、飲食代ホテル代全部おれ持ちっすよ。財さい布ふ空になって、給料日までピンチっす」

「はっ？　おごる……？」

　予想に反した健全な申し出に拍ひよう子し抜ぬけするが、一拍ぱく後ピンときた。

「って、何!?　そのあとまたどこかへ連つれ込こもうって魂こん胆たん!?」

「お望みなら相手するけど。今度は最後まで」

　強調されて、病院での不ふ愉ゆ快かいなできごとを思い出したミサはムッとした。

　そうなのだ。ウエハラが余よ裕ゆうなのは、そのせい。

　彼は、ミサに手を出していなかった。

　ミサを診察した医師は『痕こん跡せきは全く残っていない』と断言したのだ。どうしてそう言いきれるのかと食い下がったら、そりゃすぐにわかりますと根こん拠きよを並べられた。

　だが、裸で一いつ緒しよに寝ねていたのは事実。だというのに、一体どういうことなのだろうか。

（もしも、わたしには魅み力りよくがないとか言い出したら……いっそ殺す）

　二年前の、詐さ欺ぎ胸むねという失礼な発言を思い出すと殺意が湧わいてくる。

　だが、射殺せそうなミサの視線にも、ウエハラはどこ吹ふく風だった。
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　昼休みが終わったあとの給湯室は、がらんとしていた。

　ミサの勤める損害保険会社は自社ビルを持っている。名前を聞けば「ああ、あそこね」と頷うなずかれるような大だい企き業ぎように勤めて二年目の新米、それがミサの社会的身分だった。

　給料がよく福利厚こう生せいも充じゆう実じつしていると、学生課で勧すすめられた。学科内一番乗りで貰もらった内定は勲くん章しようだった。きらびやかな未来が誇ほこらしかったし、友人たちの憧あこがれの的だった。

　だが、やる気に満みち溢あふれたミサに与あたえられた仕事は想像と随ずい分ぶん違ちがった。一年目にして挫ざ折せつを味わったミサは、理想と現実の狭はざ間まで戦い続けている。

　とりあえず我が慢まんできているのは、周囲にイケメンが多いからだった。

　最善が叶かなわぬならば次善の策を狙ねらうのがモットーだ。人生においては妥だ協きようも大事。さっさといい男を捕つかまえて、寿ことぶき退社して主婦になるのが、目下のミサの目標となっている。

　だが、職務内容と同じく、イケメンについても誤算があった。

　同期入社の頼たよりない男たちは、仕事ができず、早くも対象外になった。そして、仕事のできる高給取りのイケメンたちは、まず大たい抵ていが既すでに妻子持ちだったのだ。

　そんな中で見つけた小さな幸せ。順風満まん帆ぱんだと思えた高たか階しなとの交際も、結局は誤算の一つとなってしまった。

　そして、先日のウエハラとのことは、山積みの誤算に腐くさっていたミサにとどめを刺さすようなできごとだった。

（踏ふんだり蹴けったりだよ、ほんと）

　結局ミサはウエハラの告こく訴そを諦あきらめた。写真のことは気になるが、強ゆ請すれば確実に脅きよう迫はく罪ざいになる。ウエハラが犯罪に手を染め、社会から落らく伍ごするほどの肝きもが据すわっているとは思えない。

　やり込こめられればもちろん悔くやしいし、爆ばく弾だんを抱かかえているような気分で落ち着かない。

　だが、どうしていいかもわからない。相談できるような相手もいない。

　ミサは──自分でもきちんと自覚があるが、きつい性格が災わざわいして腹を割って話せる友達がいないのだ。

（っていうかわたしはいつも腹割ってるけど、引かれるんだよね……腹を割りすぎてるのかなあ）

　女子がイケメンが好きなのは当たり前だと思う。

　しかし、高学歴高身長高収入の男をゲットするための処しよ世せい術じゆつ、日々の努力について口にしていると（もちろん女子しかいない場でだが）、いつの間にか周りから人が消えている。そして後日、青あお山やま美み砂さは男好き……というような噂うわさがどこからともなく立っている。

　皆みな心の中では虎こ視し眈たん々たんと狙っているだろうに。理想実現のために前向きな努力をしていると、色好みなどと不本意な評価を下される。納なつ得とくいかない。

　ため息をつき、湯にじわじわと紅茶の色がつくのを見つめていると、

「週末空けておいてくれた？」

　耳元で囁ささやかれてミサははっと我に返る。

　ふと見ると、隣となりの課の男が傍そばに立っていた。

「本山もとやまさん」

　本山裕ゆう次じ──見上げるような長身に整った顔、ブランドもののスーツを着こなし、銀ぎん縁ぶちの眼鏡がとても似合う、絵に描かいたようなイケメン。しかも仕事ができて、営業成績もよく、もちろん高給取り。課の女子社員にも人気がある。

　だが決定的な欠点があったため、さっさと対象外にしていたのに、なんの因いん果がかミサはアプローチされているのだ。

「前も言ったと思いますけど、やっぱりダメですよぉ」

　デフォルトの上うわ目め遣づかいは既にやめているが、誰だれが聞いているかわからないから猫ねこなで声は変えられない。

　猫被かぶりの態度で接すると、本山はミサとの距きよ離りを詰つめた。

「だって今、彼かれ氏しいないんだよね？　ほら、高階君とも別れたって聞いたし」

　嫌いやな話題にこめかみがぴくりと震ふるえる。

　高階は、社内でも数少ない未み婚こんの男性イケメンだった。

　だが実は社内のイケメンの例に漏もれず、彼かの女じよ持ちで、すでに結けつ婚こんの約束もしていたらしい。

　どうやら独身最後に遊んでおきたかったらしく、ミサは二ふた股またをかけられていたのだ。

　ミサが本気と知った高階が怯ひるんだおかげで、すんでのところで餌え食じきにならずに済んだけれど。

（わたしは本気だよ、いつだって本気なのに、どうして浮うわ気き相手に選ぶかなあ！）

　ミサは高階の彼女に、『この男はやめておいた方がいい』と全力でアドバイスをしたくて仕方がなかった。

（どいつもこいつも二番手扱いしやがって！）

　高階とのあれこれを思い出して、腹が煮にえそうになる。だが、笑え顔がおを繕つくろってミサは本山を見上げた。

「でもー、奥さんが怒おこりますよ？」

　そうなのだ。彼もできる男の例に漏れず、妻子持ちだった。

　本山のような総合職は異動が多く、単身赴ふ任にん者も多い。そういうわけで、きっといろいろ溜たまっているのだろう。事あるごとに食事に誘さそわれる。そして食事だけで済むとは思えない。

（不ふ倫りんは問題外なんだよ）

　妻にバレて慰い謝しや料りようをとられたら馬ば鹿からしいし、そんな男を略りやく奪だつしても、絶対に同じことを繰くり返かえす。いいことは何もないと何度も断っているというのに、なぜか諦めない。

　高階にしても、本山にしても、それほどミサがお手軽に見えるのだろうか。だとすると軌き道どう修正が必要だ。

「バレないから大だい丈じよう夫ぶだって。それに食事だけだし。可か愛わいい子連れて歩くと楽しいんだ。だから、頼たのむよ」

「ありがとうございますぅ」

　高い声で可愛く返事をしながらも、内心ため息をつく。

　世辞でないことは知っているのであえて謙けん遜そんはしない。昔から可愛いと言われてきたし、評判を落とさないよう十分に努力をしている。

　だが、その努力は堅けん実じつな結婚のためにしているのだ。

　なのに、なぜかこういった勘かん違ちがい野や郎ろうにつきまとわれることが多かった。彼らはことごとくミサと軽く遊べると思っている。合コン、パーティと恋れん愛あいに積極的なのを、男好きと勘違いしているのだろう。

（急所を蹴り上げてやりたい。二度と使い物にならないように）

　きっとその方が世の中のためだろう。

　そんなことを考えながら該がい当とう箇か所しよを見下ろすと、本山は何を勘違いしたのか、ミサを人ひと気けのない給湯室の奥に追いつめた。

「頷いてくれるまで、ここから出してあげない」

　腕うでで囲まれ、甘あまく囁かれる。女子ならばときめくはずの《壁かべドン》だが、むしろうざい。

　ちらりと見上げると、切れ長の目が甘い光をたたえている。鼻筋は通り、肌はだも程ほどよく手入れがされていてきれいだ。微かすかに甘い香かおりが漂ただよう。ブランド物の香こう水すいだろうか。

　爽さわやかな高階とは違うタイプだけれど、やはり王子様タイプ。もしも現世に御お伽とぎ噺ばなしの王子様がいたなら、こんな容よう貌ぼうをしているのではないかと思うくらいには美男イケメンだった。

（あー、文句のつけられないイケメンだし……外見だけならストライクなのに、どうしてこんなに気持ちが悪いんだろ）

　最低でも奥さんと別れてから出直してこい、そんな言葉が喉のど元もとまで出かかるが、

「やだー、やめてくださいよぉ」

　苦笑いで不快さを隠かくすと、ミサは小こ柄がらな体型を生かして本山の腕の下をくぐって抜ぬけ出だす。

　軽く躱かわさないと仕事がしにくくなるのだ。だが軽すぎたのか、本山は「待てよー」と笑顔で追ってくる。

「やだぁ」

　表面上は軽く躱して前を向きながら、ミサはすっと真顔になった。

　今後の対処を考えると頭が痛くなる。

「彼氏いますって言っちゃうかなあ」

　早歩きで逃にげながら、ミサは弱音を吐いた。

　フリーであることを明言していても、男は寄ってこないし、かえって面めん倒どうを引き寄せる。いい獲え物ものがいないなら、考えを改めるべきかもしれない。

　うんざりしつつ、スマホを見る。画面に通知があった。差出人は、知らないアドレス。だが件名を見てミサは首を傾かしげたあと、ぎょっとする。


『ちわす、上うえ原はらでーす』



　ウエハラだった。





『いつ飲みに行くっすか？　[image: 〓]』



　つまりは先日の約束について、詳しよう細さいを詰めたいというものだ。だがミサは別のことが気になって、本文を無視して短いメールを叩たたきつけるように送った。


『ウエハラ!?　あんた、なんでこのアドレス知ってんの!?』



　すぐに返信がくる。


『何言ってんすか。ちゃんとアドレス交こう換かんしたっすよー　[image: 〓]』

『ふざけんな。誰があんたなんかに連れん絡らく先教えるっていうの！　あ、あのときに勝手に覗のぞき見たんだ！　そうでしょ、認めろ！』



　すごい勢いでメールを打っていたミサだったが、


『二年前に確かに交換したっす　[image: 〓]』



「あ」

　思い出す。そういえば合コンの打ち合わせはメールで行った。

　だが、合コン直後にアドレス帳からウエハラを抹まつ殺さつしていたため、すっかり記憶から抜け落ちていたのだ。

（あー、しまった）

　ミサが落ち度を嚙かみしめていると、ウエハラからすかさず返信が届く。


『それにしても猫剝はがれすぎっすよ　[image: 〓]　せっかく顔は可愛いのにもったいねえ　[image: 〓]』



　言われ慣れた言葉だ。

　誤ご魔ま化かされないとミサは布ふ陣じんを建て直す。ついでにどうしても気になって突っ込んだ。


『だから顔文字がうざいんだってば。いい大人が、しかも男が、いや、まずその顔で使うな!!』



　ミサは攻こう撃げきする。だが、


『[image: 〓]』



　全く効果なし。

　しかもミサは普ふ段だん、この手の顔文字アスキーアートを使わないので、意味もニュアンスもわからない。

　だが、ウエハラのこの攻撃は地味に効いている。

（うわあ、タチ悪い……！　ジワジワくる）

　あの熊くま並なみの巨きよ体たいで小さなスマホに向かって顔文字を打ってると思うと、どうしてもダメだ。怒いかりより呆あきれが勝ってきて、油断すると噴ふき出しそうになる。

　ミサはウエハラの罪状を忘れそうになっていることに気づき、

（いかん、これじゃあ、あっちの思うツボ）

　と首を振ふる。勢いを削そがれているうちに次のメールが着く。


『同どう僚りように振られて傷ついてるの慰なぐさめてやったのにさあ。おごらされて、礼を言われるどころか邪じや険けんにされて告訴されかけて、おれかわいそう　[image: 〓]』



「な、なんで知ってんの!?　って、振られてないし！」

　思わずぎょっとして声を上げると、後ろで本山の声がした。

「あー、やっと追いついた」

　ミサは慌あわててスマホをブラックアウトさせるとポケットにしまう。万が一にも社内の人間に赤せき裸ら々らな会話トークを見られるわけにはいかない。

　ミサがデスクに戻もどろうとすると、本山は体を割り込ませて進路を断った。

「ねえ、一回食事に付き合ってくれるだけでいいからさ。知ってる？　レコンパンス・ワインダイニングって。あのレストランすごく美う味まいんだ。けど、ああいう店ってさすがに一人じゃ入れないだろ？」

　彼は性しよう懲こりもなく、声を潜ひそめて再三誘いを持ち出した。書類を手に、仕事のふりをして、生き真ま面じ目めな顔でミサを正面から見つめる。

　彼が名を出したのは、確か、有名ホテルに入っている高級ワインバーだ。食事だけと強調しているが、酔よわせてそのまま手を出すつもりなのだろうか。

（下心隠せてないし！　しかも一回って言ったな！　どいつもこいつも……あー、我慢の限界）

　先日ミサが振った高階のことが頭をよぎる。最大の武器を差し出したミサをコケにした男と目の前の男が重なった。

『悪いけど、おれ、そういうつもりじゃあ……』

　青くなってかしこまった高階の顔が蘇よみがえる。こめかみの血管がぴくぴくと震えた。腹に据えかねたミサは必死に笑顔を浮うかべると言った。

「じゃあ、お食事だけなら」

　こういった場合放置が一番楽で安全だが、コケにされて黙だまっていられるほどミサは大人しくはない。

「じゃあ、金曜日、現地集合でいい？　予約しておくから」

　大抵の女が転びそうな艶あでやかな笑顔を浮かべると、本山は軽かろやかに踵きびすを返した。

　用が済んだらあっさりしたものだ。その態度からして、寝ねたあとの態度も目に浮かぶようだった。あれは、釣つった魚には餌えさをやらない、そういう男だ。

（ああいう男は一度痛い目を見た方がいいんだよ）

　息を深く吐き、やっと引き下がった本山の背中を睨にらむ。

　ミサは頭の中で持もち駒ごまを並べ、綿密な計画を立てはじめる。




　脳内で地道に計画を練り上げたミサは、仕事が終わるなり実行に移した。

　手はじめに、ウエハラにメールを送り、日時と場所を指定すると、


『まじで!?　ラッキー　[image: 〓]　腹空かせて待ってるっす　[image: 〓]』



　すぐに能天気な返事が返ってきた。

　ウエハラはクズだが、考え方を変えれば持ち駒の一つになる。

　うまくいけば一石二鳥。本山のついでに撃げき退たいできる予定だ。これでミサを悩なやます懸けん案あん事じ項こうが一度に消えてなくなる、はず。

　ほくそ笑えむと、もう一人の男を痛めつける計画を確かく認にんする。

　ミサが立てた計画はこうだ。

　本山はミサが酒に弱いと思っている。それを利用して酔わせる。酔った本山に妻の連絡先を聞いて、彼の悪行を密告する。

　奥さんが、このまま何も知らないというのは、彼女のためにも、それから世の中のためにもならないとミサは思う。

（っていうか、あいつは絶対前のところでもやってたに決まってる。被ひ害がい者しやを代表して天てん罰ばつを下す！）

　コケにされて泣なき寝ね入いりなんてまっぴらだ。

　一番星を見上げ、ミサは小さな復ふく讐しゆうを心に誓ちかうのだった。
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　やってきた金曜日。

　ミサは淡あわいブルーのブラウスと黒のフレアスカート、七センチヒールのベージュのパンプスを合わせた、少しきれいめの恰かつ好こうで約束の店に向かう。

　会社帰りだが、ジャケットを脱ぬげばデート仕様に変身できるようにしてきた。

　ロッカーで髪かみも巻き直し、メイクもベースメイクから直した。

　これからの戦いに向け、気合十分だ。

　本山との約束は午後八時ジャストだが、ミサの時計は午後七時半を指していた。ウエハラと先に待ち合わせていたのだ。

　待ち合わせ場所は、ホテルの地下。本山に誘われた店のすぐ近くだ。

　店の入り口からは時折クラシックが流れてくる。評判通りの、落ち着いた、雰ふん囲い気きのよさそうなバーだった。

　ウエハラは既すでに待っていて、能天気な笑え顔がおでミサを出で迎むかえる。

「時間通りっすね」

　ウエハラには店の名前を告げていなかった。だから空気を読めず、カジュアルな恰好をしてくるかと思っていたが、ウエハラはしっかりとダークスーツを着用していた。

　ネクタイを替かえて、チーフをつければ結けつ婚こん式しきにでも出られそうだ。

　ミサは「作戦その一：ウエハラがドレスコードを間ま違ちがって入店を拒きよ否ひされる」が失敗に終わったことを知る。

　少し気を落としながら、当のウエハラに、

「スーツ着てきたんだ？」

　と聞くと、

「単に会社帰りっす」

　との返答。

　そういえばそうかと納なつ得とくするものの、なんとなく以前の縒よれたあか抜ぬけない印象──といっても、合コンのときと先日しか知らないが──と違う原因を探さぐる。

　そして答えに辿たどり着つくが、まさかとも思う。

「え、あんた瘦やせた？」

　そうなのだ、前は太って見えていたからあか抜けなかったのだと思い当たった。話題の糖質制限ダイエットでもしたのだろうか。

「はぁ？　いや、全然。この間から数日で瘦せるわけないっすよ」

　ウエハラが呆あきれたように言う。そしてミサの頭越ごしに店を覗のぞき込んだ。

「ここっすか？　高そーな店っすね。まじでおごってくれるんすか」

　話題が変わるが、違い和わ感かんはついて回る。

（ま、ウエハラのことなんてどうでもいいか）

　だがミサは頭を切り替えて、

「わたし、それなりに高給取りなの。さっさと食べたら、写真を全部消して。消したら確かく認にんさせて」

　睨にらみつけるが、彼かれはへらへらと笑った。

「まあ、こんなとこで野や暮ぼな話はやめて、ゆっくり楽しんでからでいいじゃないっすか」

　そう言って入店を促うながすウエハラだが、ミサは足を動かさず、拒きよ絶ぜつを示した。

「あいにく、一人で食べてもらうからここまでなの。わたし、これから別の約束があるから」

「は？」

　ウエハラは聞き間違えたかとでもいうように、耳をほじくる仕草をする。

「なんでおれと約束してんのに、別の約束入れるんっすか？」

　ミサはにやりと笑う。

「あんたと約束したのは、『おごる』ってことだけ。別に同席する義務はないもんね」

　しかも、ここの食事代はウエハラの分まで全部、酔よった本山からいただくつもりである。

　もしウエハラの分が無理でも、ミサの分はおごってもらうつもりだから、出費は抑おさえられる。

「……こんな店で一人で食べろって言うんすか」

　ウエハラは苦い顔をした。

　それが、「作戦その二：一人で食べるのに相応ふさわしくない店で一人にすれば、気まずくてさっさと帰るだろう」というものだ。

　ウエハラはようやく自分が置かれた状じよう況きようを察したらしく、顔色を変えた。

　ミサは有う無むを言わせず、笑顔で畳たたみかけた。

「高いだけあって美お味いしいらしいよ？　せいぜい堪たん能のうしていって。支し払はらいはちゃんとしておくから」

「……そうっすか。ま、そんなことだろうと思ったけど」

　ウエハラは深くため息をついた。

　彼の視線が寂さびしげに床ゆかに落ちる。ミサもつられて目を伏ふせる。

　そして、視界に入ったピカピカに磨みがかれた靴くつを見て、ふと先ほどの違和感の原因に気づいた。

（あ……、わかった）

　靴をはじめ、スーツやシャツ、それからネクタイが新しいのだ。下ろしたてといってもいいくらい。

　以前太っていると思ったのは、きっとサイズの合っていない服を着ていたからなのだろう。だから今、随ずい分ぶんと瘦せて見えるのだ。

（もしかして、今日のために買った？　まさか）

　彼が今日のデートを楽しみにしていたかもと思い当たると、急にずきんと胸が痛んだ。

　ミサは、慌あわてて罪悪感を振ふり払はらう。これは仕返しの一種だ。ウエハラもミサをコケにした男の一人。それなりに痛い思いをしてもらわないと。

　腹に力を入れて表情が崩くずれるのを防ぐ。そうしていると、本山が到とう着ちやくした。

　慌てて出てきたのか、ネクタイが緩ゆるんでいる。スーツには一日分の疲つかれが出たような皺しわ。洗いざらしの、アイロンがかけられていないシャツも随分縒れて見えた。

　スーツだから入店を拒こばまれはしないが、いつも通りの恰好だ。こざっぱりしたウエハラが隣となりにいるからこそ、気の抜けようが際きわ立だった。

　ミサは少しでも着き飾かざってきてしまった自分が惨みじめになる。

　ここまでコケにされていると感じると、さすがに傷つく。

（やっぱ、わたし相手に気合なんか入れてこないか）

　ミサの心中を察することもなく、本山はウエハラを見るなり不ふ機き嫌げんになる。

「彼女は僕と約束してるんだけど……。ミサちゃん、こちら、誰だれ？」

　彼女がナンパされたかのような態度だった。独どく占せん欲よくをむき出しにした本山にミサは呆れる。

（たとえ間食でも、食う前に持ってかれたら嫌いやってか？）

　腹の中で毒づきつつ、ミサは計画の速すみやかな進行のため、いつもの猫ねこ被かぶりの笑顔で本山を見上げた。

「やだなあ、単なる顔見知りですよぉ。たまたま店の前で会っただけです。あ、ウエハラさん、こちら本山さん。会社の上司です」

　にっこりと笑い、本山の腕うでに手をかけると、本山の顔が機嫌よさげに緩み、対してウエハラは眉み間けんに皺を寄せた。

「さ、行きましょう」

　ミサが本山を促すと、彼はミサの腰こしに手を添そえる。嫌けん悪お感かんが滲にじみ出そうになるのを隠かくそうと、ミサはウエハラに背を向けた。

「そんなことばっかしてると、今に痛い目見るっすよ」

　背中にそんな忠告が投げかけられるが、余計なお世話だとミサは心の中で舌を出す。

（この間のが、一生で一番の汚お点てんだよ）

　自分に言い聞かせて、ウエハラの罪状を思い出す。

　思い出さないと、なぜか、ひどく息が苦しかった。
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（んー、飲まないなあ）

　ミサは首を傾かしげながら、ソルティドッグを一口飲んだ。

　グラスの縁ふちの塩が、口の中でグレープフルーツの果か汁じゆうと混ざり合い、苦味の中の甘あまさを引き立てる。

　確かに美お味いしいしおしゃれだけれど、個人的にはアルコール度数も量も物足りないなあと思う。

　というより普ふ段だん安酒を飲み慣れているせいで、繊せん細さいな味がわからない。そして今日の目的のためには、こういった酒は時間がかかってしょうがない。

「美味しいだろう？　どんどん飲んで」

　本山にメニューを渡わたされ、笑え顔がおで応対しつつ、

（あー、ワインとカクテルばっかり……蒸留酒はウイスキーだけか）

　メニューとにらめっこする。そうしながらそっと本山の様子を窺うかがうと、彼かれはゆっくりとメインディッシュ『和牛とアスパラガスの黒くろ胡こ椒しよう炒いため』を口に運んでいた。

　こういった肉料理には赤ワインを合わせるものなのだろうけれど、彼の皿の隣となりにはワイングラスが一個上品に置かれていて、中ではシャンパンが金色に輝かがやいている。

　まだ半分も残っているから、ミサは次を勧すすめられずにいるのだ。

（これじゃあ、潰つぶせないじゃん）

　彼はほとんど飲んでいない。酒より食事を楽しみたいからと、食前に注がれたシャンパンをグラス半分飲んだだけで、「ほらほら、もっと飲んで」とミサにばかり酒を勧めてくる。

「本山さんももっと飲みましょうよ」

「ミサちゃんが飲むんなら飲むからさ」

　そう言われれば飲むしかなかった。

　せっかくなのでと、ミサはグラスワインを制せい覇はしたあと、次はミモザ、ベリーニ、キールロワイヤル……と高い酒から飲みはじめたが、途と中ちゆうから本山がいろいろ口を出しはじめた。

　こだわりがないミサは言われるままにブラッディ・メアリー、ソルティドッグを注文する。

　さすがに酒を売りにした店で、味がわからないミサでも飲みやすく、ジュースのようだった。そのため、ミサは既すでにカクテルメニューの半分を制覇しようとしていた。

（本山さんって酒嫌ぎらい？　そんな噂うわさ聞かなかったけどなぁ……）

　このまま行くと、目的を果たせないままお開きとなりそうだ。

　ため息を吞のみ込こみつつ、メニューに目を落とす。

「うーん……」

　飲んでいないものの方が少なくなってしまった。もうお腹なかがタプタプだし、強い酒で一気に酔よいたいと思いはじめる。

　スコッチが気になるなあと思いながらも、それは女子が選ぶ酒ではない気がする。

　悩なやんでいると、本山がじれたように言った。

「次は、スクリュードライバーとかは？」

　どうにも気が散っている気がした。選ぶのも面めん倒どうで、

「じゃあそれにします」

　と勧められるままにスクリュードライバーをオーダーすると、メニューを閉じた。

　本山のグラスに目をやると、先ほどからあまり減っていない。シャンパンには、口をつけていたけれど飲んでいないようだった。

（あーあ。今日は誤算ばっかり）

　ミサは横目でちらりと店のカウンター席を見やった。そこでは誤算のもう一つ、妙みように大きな男が一人で黙もく々もくと食べ、そして遠えん慮りよなく大量の酒を飲んでいる。

　一人でも帰らなかったのだ。これには驚おどろいた。

（ウエハラの図ずう々ずうしさを甘く見てた。転んでもただじゃ起きないって、ああいうのをいうんだろうな）

　ため息をつきかけたところで、ウエハラがバーテンダーに声をかけた。

「すみませーん、ここ、泡あわ盛もりってありますー？」

　ワインバーでの場ば違ちがいな注文に、ミサは思わずぶっと噴ふきそうになった。

「申し訳ございませんが、あいにく当店では取とり扱あつかっておりません」

　ここは居酒屋じゃないんだよという心の声が聞こえてきそうだ。だが、苦く笑しようまじりの返答に、ウエハラはすぐに切きり替かえた。

「じゃあ、スコッチをダブルでー」

　うええ、とミサは思わず顔をしかめる。彼はビールを三杯ばいほど飲んだあと、ワインもボトルで頼たのんでいたはず。これは飲み比べで勝てないわけだ。

（しかもダブルだと！　たしか一杯ぱい三千円!?）

　これは一体いくらになるんだ。しかも財さい布ふにするはずの本山が潰れないなら自分持ち。気づいたミサは、会計を気にして機き嫌げんが悪くなる。

「ミサちゃん？」

　ふと呼びかけられて、ミサは意識を本山に戻もどす。

　話題はなんだっただろうか。流は行やりの映画だったか、それともベストセラーの小説だったか。おしゃれだけれど、薄うす味あじで、他た愛わいがなさすぎて全く思い出せなかった。

　そんなミサに彼は「聞いてた？」と声に苛いら立だちを滲にじませた。

「あ、ええ。すみません、ちょっと酔って、ぼーっとして。あんまり美味しいんで飲みすぎちゃったかも」

　へらりと笑って誤ご魔ま化かそうとするが、本山は余計に顔をしかめた。

「そうかな？　結構飲んでるのに、全然酔ってないみたいだけど……」

　訝いぶかしげな視線にぎくりとする。

「そんなことないですよぉ？　ここ、多分薄く作ってるんじゃないですかぁ？　アルコール度数低いんですよぉ、きっと！　だから、ジュースみたいで美味しくってぇ、つい」

　慌あわててろれつが回っていないふりをする。ウエハラに気を取られたせいか、演技力が落ちていたようだ。

（確かに飲んだ量と態度が釣つり合あっていないかも）

　わずかに焦あせったミサは、

「あ、すみません、ちょっとお化け粧しよう直してきますね」

　と、バッグを手にふらつくふりをしながらトイレへ向かった。




　化粧ポーチからチークを出すと、頰ほおの高いところからこめかみに向かってラインを引いた。指でぼかすと上からパウダーを叩たたいて色を和やわらげる。

　ついでに口紅を塗ぬり直す。普段はピンクのルージュだけれど、こういうときのために赤のルージュを携けい帯たいしているのだ。唇くちびるの中央に色をのせ、指でぼかすと、適度に色づいた顔ができあがる。

　仕上がりに満足したところで席に戻ると、テーブルにはデザートがセットされていた。

　きれいに盛りつけられたスイーツを前に、本山が貧びん乏ぼう揺ゆすりをしている。やはり酒には口をつけていない。

　ここまではっきり態度に出されると、認めたくないが、認めるしかなさそうだ。彼は、ミサを大事にしようなどとはこれっぽっちも思っていない。

（やっぱり一方的に潰す気で来てたんだな。……しょうがない、出直すか）

　ミサが席につくなり、

「結構顔赤いね。大分酔っちゃったみたいだし、それ飲んだら、上で休もうか。部屋を取ってあるんだ」

　本山が不機嫌さを一いつ掃そうした笑顔で、胸むな元もとからカードキーを出す。高級ホテルの部屋というのは、今日の彼の最後の武器だろうか。

「いえ、今日は帰ります。家の方が休めそうなんでぇ」

（食事だけって言ってただろうが！　このクズ！　誰だれがついていくかー！）

　ミサは心の中で舌を出しつつも、一いつ緒しよに届いていたスクリュードライバーに口をつけようとグラスを持ち上げる。酒には罪はない。もったいないから、飲んだらおさらばだ。

　その時、隣に強きよう烈れつな気配を感じて、ミサは手を止めた。

「な、何!?」

　嫌いやな予感に顔を上げると、そこにはウエハラがいた。

「──飲むな」

　低い声で遮さえぎられ、思わずミサはグラスをテーブルに置く。

「なんだ、おまえ！」

　とたん、本山が急に怒いかりを爆ばく発はつさせた。

　だが、ウエハラは全く動じずに上から冷ややかに彼を見下ろす。妙な迫はく力りよくに本山が怯ひるむ。

「あんた、今、酒に何か入れたよな？　おれ、見てた」

「な、何か入れた!?　ホント!?」

　ぎょっと目を剝むいて本山を見ると、彼は青くなって首を横に振る。

「ちが、何も入れてな──」

　ウエハラは抵てい抗こうする本山の鞄かばんを摑つかむと、床ゆかに向けてひっくり返す。

　バサバサと書類の束が落ちるのと同時に、二つの箱が転げ落ちる。

　一つはどうやら張り切って持ってきたらしいゴム製品。一ダース入りに、ミサは思わず呆あきれて顔をしかめる。

　しかし、本山が慌てて拾い上げようとしたのは、もう一つの箱だった。

　ウエハラが箱を持ったままの本山の手を持ち上げ、軽く捻ひねる。

　箱がテーブルの上に落ち、ミサは表面にでかでかと書かれていた文字をぼんやりと読み上げ、首を傾げた。

「えーと……鼻び炎えんカプセル？　本山さんって花粉症しようでしたっけ」

　確かにそんな季節ではあるが、本山はマスクも何もつけていなかったはず。

「抗こうヒスタミン剤ざいだ」

　ウエハラが項垂うなだれる本山を睨にらみつつ言った。

「え、でもそんなの飲ませてどうするわけ」

　ミサにはアレルギーはない。そのため意味がわからず問うと、ウエハラは呆れた。

「知らないんすか。こいつは、酒と一緒に飲むと『異様に眠ねむく』なる」

　意い図とするところに気づき、ミサはぞっとした。

　もしそれが本当なら、犯罪だ。

「……本山さん、本当ですか？　本気でそんなこと……」

「こいつ、前にもやってんだろうなぁ……念のため警察呼ぶ？　告こく訴そするなら証言するけど」

　ウエハラが意地悪そうにミサに問いかけると、本山が悲鳴を上げた。

「そ、それだけはどうかやめてください！」

　ウエハラが忌いま々いましげに本山の手を下ろしたところで、「他のお客様のご迷めい惑わくになりますので……」と通りかかった店員が割り入った。
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　ホテルのロビーからも追い出され、結局外に出たあとミサとウエハラ、それから本もと山やまは川沿いの道へと場所を移した。

　足元には吞のみ込こまれそうな黒い水が音もなく流れている。川面に映った対岸の夜景が時折歪ゆがむので、ああ流れがあるのだとようやく確かく認にんできるくらいの弱々しい流れだった。

　会話もなく三人で歩く。本山が一歩前を歩き、その後ろにウエハラ、隣となりにミサという布ふ陣じん。

　屋台が多い区画のせいか、豚とん骨こつの匂においがあたりに漂ただよっている。

　出身が県外である本山はこの匂いが苦手なのだろう。ハンカチで鼻を覆おおい、顔をしかめながら俯うつむいていた。

　だが、

「あっ、逃にげた！」

　本山がいきなり駆かけ出した。直後、ウエハラが、巨きよ体たいに似合わぬスピードで猛もう然ぜんと追いついたかと思うと、本山の腕うでを摑つかんで軽く捻ひねる。

　ぎゃあ、と悲鳴が上がり、騒さわぎになりかけるが、

「騒ぎになって困るのはどっちですかねえ」

　とウエハラに耳元で脅おどされ、本山は口をつぐむ。腕を離はなされると、そのまましゅんと大人しくなった。

　顚てん末まつが意外すぎる。ミサは呆ぼう然ぜんと尋たずねた。

「今の、何？」

「関節技わざっすよ。高校んときから柔じゆう道どうやってるんすよ、今はあんまり通ってないっすけど」

　元柔道部員と言われ、ああなるほど、と重量級の体格と重そうな筋肉に納なつ得とくする。

（無む駄だに大きいわけじゃないんだ？）

　ほんの少しだけ見直しながら歩いていると、川沿いの遊歩道に設置された小さな東あずま屋やに行き当たった。

　ウエハラは本山にベンチに座すわるように促うながす。

　本山に断るなどという選せん択たく肢しはなかった。

　隣りん接せつした片側二車線の道路は、深夜にもかかわらず結構な交通量があった。ヘッドライトが行き来する中、車の音を避さけるようにして、ウエハラは口を開いた。

「──で、どうしてあんな真ま似ねしたんすか？」

　ウエハラは片方の手を上着のポケットに入れ、もう一方の手でペットボトルをしゃかしゃかと振ふった。

　念のため、と店で水の入っていたボトルをもらい、グラスの内容物を移してきたのだ。ついでに、万が一の場合には証言を頼たのみますと店員に頼んでいた。案外しっかりしていると感心する。

「……あんまりにも酔よわないんで、魔まが差しただけなんだ……。だって、ワインとカクテルで十じつ杯ぱいとか有り得ないし、まだ飲みそうだったし……正直、割に合わない。先行投資としては予算オーバーだったんだよ」

「九州の女は、下手すりゃ男より酒強いんだよ」

　ウエハラが呆あきれたようにミサを見ると、本山が項垂うなだれた。

「本当に驚おどろいた。歓かん迎げい会のときとか、すぐ酔ってたから、ちょろいと思ってたんだけどな」

「あいにく、全くちょろくないっすよ、この女」

「みたいだね。騙だまされたなあ。男好きで、尻しり軽がるで、すぐやらせてくれそうだったから、こっちでの現地妻にぴったりだと思ってたんだけど。びっくりするくらい最後のラインが堅かたいし」

（はぁ？　現地妻！？？）

　こいつ、殴なぐっていいかな！　殴っていいよね！　ミサが心の中で呟つぶやいた次の瞬しゆん間かん、

「人として言っていいことと悪いことがあると思うんすよね」

　ウエハラがにやっと笑うと、ペットボトルのキャップを捻り、スクリュードライバーを本山の口に流し込む。

　ごぼぼぼぼぼ、とすごい音と共に強ごう引いんに飲まされ、本山が咽むせながら吐はき出だす。だが、結構な量を飲んでしまったらしく、さらに吐こうとする。

　ウエハラは、後ろから羽は交がい締じめにしてそれを許さない。

「どうするっすか、通報する？　おれはそうした方がいいと思う」

　問われてミサは考えた。

　まず今のままだと、実害はないし、罪状も傷害未み遂すい、重くて準じゆん強ごう姦かん未み遂すいといったところで、どっちにしろ未遂がつく。

　それに、少し前に対ウエハラでいろいろ調べたが、準強姦罪というのは基本的に立証が面めん倒どうそうだった。しかも、取り調べで嫌いやな思いをすることも多いと聞く。

　そして、頑張って告こく訴そしても、会社でミサの立場まで悪くなるのは簡単に予想できた。

　大会社というのはどうしても保守的だ。事を荒あら立だてれば面倒な女だと確実にレッテルを貼はられるし、まず男は敵になると思っていいかもしれない。

　ミサの目的を考えると、どうにも好ましくない状じよう況きようだった。

　諸々を秤はかりにかけて、ミサは言った。

「正直、めんどい……。これ以上つきまとわれないだけで十分なんだけど」

「まじで。おれとの差が半はん端ぱねえ。ムカつく」

　ウエハラがムッとする。

「あんたは未遂じゃないし。まず鏡で顔を見て出直してこい」

　ミサは苦情にさらりと突っ込む。

　そして、とりあえず、押おさえるところは押さえておこうかと考え直した。計画通りではないけれど、目的が果たせればそれでいい。

「でもさすがに腹立ったから、無罪放ほう免めんとは行かないかな。……奥おくさんの連れん絡らく先教えてくれたらそれでいいや」

　既すでに口調を変えるのも面倒だった。

　もし本山がミサの本ほん性しようについて吹ふい聴ちようするならば、自分の犯罪まがいの行動についても口外する必要がある。だからこの男は口をつぐむに決まっている。

　ミサの答えを受けて、ウエハラは本山に確認した。

「って言ってますけど、どうするっすか」

　本山は酒と薬が回ったらしく、泥でい酔すいに近い状態だった。

　元々スクリュードライバーというのは結構強い酒だ。『女子をお持ち帰りするための酒』という異名さえ聞く。

　プラスで例の鼻び炎えんカプセルの効果があるのだろう。既に瞼まぶたがとても重そうだが、自じ業ごう自じ得とくである。

　ろれつが回らない状態で本山はどっちも嫌だと言い張ったが、じゃあ警察行くっすかとウエハラに脅されると、渋しぶ々しぶスマホを取り出した。

　ウエハラは本山の右手を摑むと、強引に指し紋もん認にん証しようのロックを解除。

　本山がやめろと騒ぐ傍そばで、ミサは善は急げと彼のスマホで電話をかける。

　女性が出たところで、本山の妻かと確認し、「あなたの旦だん那なさん、浮うわ気きしてますよ」とひと言だけ言って電話を切った。

「──って、お、おまえっ……なんてこと、す、すんだよ！」

　本山はもう真っ青だった。涙なみだとヨダレで顔はぐしょぐしょ。整っているはずの顔も全くイケていない。

　ミサは平然と言った。

「あとは自由にしてください。奥さんのことは誤ご魔ま化かすなりなんなり。でも、今後も会社で面倒起こすようでしたら、上司に今回のことを申し出て、前科まで調べてもらいますから」

　にっこり笑うと、本山は顔をくしゃくしゃにして咽むせび泣いた。

　そして、まるで全部おまえのせいだとでもいうようにミサを睨にらみつけると、

「お、お……覚えてろ、この、あばずれ」

　と言い捨てる。

「は？」

　よくも言えたとミサは耳を疑った。

（ってか、そんな言葉、今時使う男いたんだ）

　ミサがいろんな意味で目を丸くする隣で、ウエハラがにいっと黒い笑いを浮うかべた。

「覚えてろってことは、どうやら忘れない方がいいみたいっすね」

　目の前でまだ少量の飲み残しの入ったペットボトルを振られて、本山はしゅんと項垂れた。

「お、お願い、ですから、後生、ですから、ど……どうか忘れてください……」

　そのまま小さくなって逃げるようにタクシーを探す。そんな本山に、ウエハラが言った。

「待てよ。こいつになんか言うことないわけ？」

「……は？」

　本山はぽかんとした。本気でわかっていない顔にミサが呆れていると、ウエハラが隣で殺気立っている。

　彼は低い声でゆっくりと言った。

「ガキの頃ころにかーちゃんに言われなかったっすかー？　悪いことしたら、まずは『ごめんなさい』だろーが」

　ミサはウエハラの言葉を遮さえぎる。

「いいよ、こんなやつに上辺だけで謝あやまられても気持ち悪いだけだし」

「よくねえ。こいつは自分のやったことが全くわかってねえ。どれだけあんたを傷つけたかわかってねえ。わかるまで謝らせる」

　じわっと胸が熱くなったのを誤魔化すようにミサは叫さけんだ。

「このくらいで傷つくわけないし……ってあんたが言うな！　あんただって、こいつと同じことやってるんだから!!」

　ミサとウエハラが向かい合った瞬間、どこにそんな力が残っていたのか、本山が全速力で繁はん華か街がい方面へと駆け出した。

「あ、おい、待て！」

　ウエハラが追おうとするが、ミサは彼のスーツの裾すそを引っ張って止めた。

「いいって。仕返しして、もう気は済んだから」

「でも」

「これ以上、あんなやつに使う時間がもったいないんだよ。タイム・イズ・マネーだよ」

　そう言うと、「まあ確かに」とウエハラは肩かたの力を抜ぬき、大きく息を吐いた。

　それを見てミサはくるりと踵きびすを返す。

「帰る」

　そしてちょうど通りかかったタクシーを捕つかまえる。

　ウエハラは止めなかった。

「もしあんたの気が変わったら証言する。それから……もし嫌がらせとか、何かあったら遠えん慮りよなく連絡──」

　ミサは最後まで聞かず、項垂れたままタクシーに乗り込み、「舞まい鶴づるまで」と行き先を告げる。

　見送られているのが気配でわかって、ちらりと視線を配り、彼の顔を見たとたん、ずきり、と胸が痛んだ。

　慌あわてて目を逸そらすと、前を向く。

「行ってください」

　運転手を促すと、タクシーが走り出す。

　オレンジ色の街灯がミサの横顔を照らしていく。移り変わる景色を見ていても、最後に見たウエハラの傷ついたような顔が頭から離れない。

（なんでそんな顔するの？）

　まるでミサが悪いみたいで納得いかない。

　ウエハラも本山と同じだ。酔ったミサに手を出した極ごく悪あく人にんのはず。

　警察に行けば、ミサが彼を訴うつたえてもおかしくないというのに、どうしてあんなふうに助けてくれる？

　何より、どうしてミサの心を汲くんでくれるのか？

『どれだけあんたを傷つけたかわかってねえ』

　ウエハラの声が、未いまだ耳に残っている気がした。

（罪つみ滅ほろぼしのつもり？）

　ミサはウエハラがどういうつもりなのか、全くわからなかった。

（あんなふうに──写真で脅すようなやつだよ？）

　ミサはそこで、写真を消してもらうのを忘れていたことを思い出す。

　一刻も早く消して欲ほしかったはずなのになぜだろう。今では彼が悪用するとは思えなかった。悪意も害意も感じないのだ。

　どちらも最低な男のはず。なのにどうしても本山とウエハラが同じに思えない。

　そんな自分のことがミサは不可解でたまらなかった。
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「……あー、それそのままじゃ、ちょっとまずいんじゃないか」

　上うえ原はらは無言で皿の上の手て羽ば先さきを取る。パリパリに揚あげられた皮は、きれいな黄こ金がね色いろをしている。

　色はこれより濃こいと苦味が出て、薄うすいと食感が悪い。

　いつもながらに絶ぜつ妙みような揚げ方だと心の中で絶賛する。

　唐から揚あげは、手羽元よりも断然手羽先派だ。

　手羽元ほど油っこくなく、ササミほどぱさつくこともない。絶妙なバランスなのだ。

　ぱきん、と手羽先を半分に折ると白い身が顕あらわになった。特に、骨の間の肉が一番柔やわらかくてジューシーで、上原は好きだった。

　食べ方にはいろいろあるけれど、上原は丸かじりするよりも、分解派。手と口どちらが汚よごれるのならば、手が汚れた方がいいのだった。

（あーあ、丸かじりするから、テカテカなんすよ）

　流派の違ちがいに文句を言いつつも、油で艶つやのよくなった唇くちびるが目に浮うかんで、一いつ瞬しゆんぼうっとなる。

　だが、

「聞いてるのか？　おまえがぼうっとするのは、珍めずらしいなあ」

　という元上司の声に、上原は我に返った。

　ここは上原の行きつけの居酒屋だ。手羽先が美う味まく、酒の種類が豊富で、とにかく安い店。そして先日青あお山やま美み砂さと飲み比べをした店だった。

　今日、隣となりの席に座すわるのは会社の元上司の島しま田だだった。

　彼かれは昨年まで上原の勤めるＳＨＩＭＡＤＡに在ざい籍せきしていたが、結けつ婚こんと同時にその親会社、島田美装に戻もどった。

　──はずだったけれども、相変わらずＳＨＩＭＡＤＡにちょくちょく顔を見せる。

　島田曰いわく、新しく入った後任の営業が頼たよりないのが気に入らず、鍛きたえにきているらしい。

（ま、表向きだろうが）

　それを理由に妻の様子を見にきているのではと上原は疑っている。

　この島田という男は、穏おだやかそうで案外嫉しつ妬と深ぶかい。自分の嫁よめが世界一だと思っていて、だからこそ、他の男に奪うばわれるのではないかと気が気でないという、肝きもの小さな男なのだった。

　そんな彼に、上原は飲みに誘さそわれた。

「今、家で飲みづらいんだよな。一人で飲んでると罪悪感があってさあ」

　理由は気に入らないが、ならばおごってもらおうとホイホイついてきたのだ。

　何しろ、今月はいろいろ出費が嵩かさんでいる。

「……えっと、どこまで話しましたっけ」

「えっと〝Ｍちゃん〟だっけ？　その子が上司をやり込こめたところまでだけど……危ないだろ、それ」

　ごく一いつ般ぱん的な市民である上原は法律に詳くわしくない。だから、学のある上司の意見を聞いてみようと思ったのだった。彼の友人には弁護士もいるから、あわよくばそちらにも話を聞けるかもしれない。

「やっぱそうっすかね」

「っていうか、元々それくらいじゃあ罪に問えないからなあ……飲んでたら傷害罪でいけただろうけど、飲まなかったから未み遂すいだし、通報しても実害ないから、不ふ可か罰ばつで済まされそう」

　聞き慣れない言葉に上原は目を細める。

「不可罰ってなんすか？」

「んー、法律で罰することのできない罪？　通念上は罪だと思われたとしても、法律上では規定されていない罪のこと。今回の場合、その〝Ｍちゃん〟が直接被ひ害がいに遭あってないから、相手をなんの罪に問えばいいかわからないってこと」

　冷静に指し摘てきされ、上原はムッとする。

　今の島田の言い方では、まるで、ミサが多少被害に遭っていた方がよかったかのように取れる。しかも、上原が邪じや魔まをしなければよかったとも。

「じゃあ、薬入りの酒を飲んでいればよかったって言うんすか。邪魔したおれが悪いんすか」

　口を尖とがらせ、ビールを飲み干すと、島田は肩かたをすくめた。

「いやまさか。おれが言いたいのはバランスの問題だ。〝Ｍちゃん〟はちょっとやりすぎちゃったかもな。あんまり想像したくないけど、男の逆さか恨うらみが怖こわい。お釣つりの報復がくるの、覚かく悟ごした方がいいかもな」

「やりすぎっすか？　不ふ倫りんしようとしたんだから、当然の報むくいっすよ」

「いや、でも、これからその男、確実に奥おくさんに疑われるし、最悪、離り婚こんとか慰い謝しや料りようとかって話になるわけだし」

　おれはそんなのやだなあ、と島田はぼやく。

　上原は気に入らない。まず、あの本ク山ズに同情は要いらない。

「なんか、妙みように向こうの肩持ちますねえ。あーあー、気持ちがわかるってわけですかね。さては片かた桐ぎりの見てないところで遊んでるってわけっすか。選び放題っすもんね。こういうときでも不自由しなくっていいっすね、イケメン御曹司は」

　上原の暴言も気にせず、島田は話の筋とは関係ないところにツッコミを入れる。

「おまえ、いい加減『片桐』ってのはやめろよ。嫌いやがらせか、おれに対する」

　片桐は島田の妻の旧きゆう姓せいだ。上原は結婚前からの知り合いなので、ずっとそう呼び続けている。

　というのも、島田が職場に足あし繁しげく通うせいで呼び名に困るからであって、つまりは自じ業ごう自じ得とくである。

「じゃあ『さくら』って呼びましょっかね」

「ヤメロ」

　嫁の名を口にしたとたん、ぽかんと頭を殴なぐられる。ムッとした上原はスマホを取り出すとメールを打ち始める。島田の妻、そして上原の職場の後こう輩はいである島田さくら宛あてだ。


『島田さん、浮うわ気きしてるっすよ！　留守番ざまあ　[image: 〓]』



　即そく送信すると、島田が「あー、何してんだよ、もう」と口を尖らせる。

（でも慌あわてないんだよな。そこがムカつく）

　あの本山とかいう男は、先日、密告に真っ青になったが、要は夫ふう婦ふ間かんの信しん頼らい関係の問題なのだろう。

　上原が思い出していると、手元のスマホがブルリと震ふるえる。


『顔文字新作ですか？　可か愛わいいっすね。あー、浮気はいいですけど、あんまり飲ませないでくださいね、めちゃくちゃ酒さけ癖ぐせ悪いんですから！　あといくら好きでも、啓けい介すけさんのお持ち帰りは禁止です！　清きよいお付き合いでお願いしますねー』



　こっちも冷静。しかも疑っていない。そして何かずれている。


『[image: 〓]　パーン　浮気はおれとじゃねえよ！』



　とっさに打とうとしたが、結局馬ば鹿からしくてやめた。

　前半の顔文字を消して文章だけ送る。効かない相手に技わざを使うのは通信料パケツトの無む駄だ遣づかいである。

　すぐに返信があり、


『またまたー。無理しなくっていいっすよ。どうぞごゆっくり～　[image: 〓]』



　スマホを覗のぞき込んで噴ふき出した島田に「ほーら、無駄だって。おれ、信用されてるし」と言われ、上原はさらに機き嫌げんが悪くなる。

「あー、新しん婚こんさんは仲なか睦むつまじくって羨うらやましいっすねえ」

　口ではそう言いつつも、顔には不機嫌さがダダ漏れているはず。

　だが、隠かくそうとも思わない。リア充じゆうは爆ばく発はつしろ。

　すると、島田は心配そうな顔で上原を覗き込んだ。

「今日、おまえ、なんか妙に絡むな？　何かあった？　相談乗るけど？」

　顔を背そむけて追つい及きゆうを避さける。原因は自分でよくわかっているけれども、そもそもこの会合はただの気晴らしであって、相談するつもりはまるでない。

　恋こいだの愛だので悩なやむ自分を想像すると、柄がらじゃなさすぎて辟へき易えきするのだ。

　だから、悩むより、考える。

「いや、なーんもないっすよ」

　さらっと返すと、

「まぁ、〝Ｍちゃん〟のことは、気をつけてやった方がいいと思う。おまえにも責任あるし」

　終わったはずの話題と結びつけられて不快さが増した。この上司は、鈍にぶいのか鋭するどいのかわからないとよく思う。

「いや、関係ないっす。ってか、迷めい惑わくがられてるし、おれ。あーそうだ、島田さんみたいな男が構ってくれたら喜ぶんじゃないすかね」

　誤ご魔ま化かそうとするとわずかに卑ひ屈くつな言葉が飛び出た。全く、らしくない。不快に眉まゆを寄せていると、島田は真ま面じ目めに返す。

「いや、おれは無理。それに、〝Ｍちゃん〟は不倫とかしない堅実なタイプなんだろ」

　そういえば、と例の居酒屋の一件を思い出す。

「しないでしょうね。まともな恋れん愛あいと結婚をして幸せになりたーいって愚ぐ痴ちってましたからねー。馬鹿ですよあれ。どうぞ食ってくれと言わんばかりの恰かつ好こうで、そして態度で、どうして結婚相手が釣れると思ってんのか本気でわからないっす。そうしたいんならいっそ片桐を見習うべき。そーしたら、真面目しか美点のない男が釣れるっていうのに」

「いや、さくらは放ほっといたら行き遅おくれる典型だと思うけどなぁ──まぁ、おれにとってはラッキーだったわけだけど」

　皮肉に気づいていないのか、聞こえなかったふりをしたのか、島田の顔が緩ゆるんでいる。

　なんだかだんだん惚気のろけに聞こえてくるのは気のせいだろうか。

（まあ、片桐は埋うもれるタイプだし。掘ほり出だして磨みがいたのがよっぽど誇ほこらしいみたいっすね）

　嘆たん息そくすると、まだ惚気足りなそうな島田を黙だまらせようと上原は先手を打った。

「今の、片桐にちくっておきますねー」

「待て！　上原も散々言ってただろ、さくらのこと女子力ゼロって……っておれは思ってなかったけどな！」

　島田は今度はひどく慌てた。妻が何を言われて傷つくか一番知っているからこそのことだ。上原はにやりと笑った。

「じゃあ、黙っとく代わりに、ここおごりでいいっすか」

　上原の出した交こう換かん条件に、島田は目を剝むいた。

「おまえそれだけ飲んでおいて……！」

「イケメン御曹司なら痛いたくも痒かゆくもないっすよね」

「いちいちイケメンをつけんな。思ってもないくせに、嫌みか。それに、さくらの財さい布ふの紐ひもが固いこと、よく知ってるだろ。これから物入りだから無駄遣いはやめてもらいますからね！　って、この頃ごろさらに締しめつけがきついんだよ、かわいそうだろ！」

　悲ひ哀あいに満ちた懇こん願がんだったが、幸せな悲鳴には耳を貸せない。

（かわいそう？　どこがっすか）

　心の狭せまい上原は、さらっと無視をして、泡あわ盛もりを追加した。

　だがその日、上原はいくら飲んでも全く酔よえなかった。

　そわそわと落ち着かない原因には心当たりが十分にあった。

『お釣りの報復がくるの、覚悟した方がいいかもな』

　島田のひと言が魚の小骨のように引っかかっているのだ。

（あー……何もなければいいけど……）
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　月曜日に出社したとたん、何か嫌いやな空気がミサを取り巻いた。なんだろうと顔を上げると、さっと視線が散った気がした。

　気のせいかと視線を下げると、ひそひそとした声が、耳に届く。

（でも、それホント？　どこ情報？）

（さっき課長と話してたから、本当だと思う）

（高たか階しなと別れたのって最近だったよなあ）

（乗のり換かえ早いわよね）

（しかも既き婚こん者しやとか）

（確かにイケメンだけどさあ）

（節せつ操そうないとは思ってたけど、まさかねえ）

　嫌な名前が聞こえた気がして、ミサは再び顔を上げた。

　またもや視線が散る。今度は気のせいじゃないと確信する。

　エクセルファイルの開かれたディスプレイの向こう側、壁かべ際ぎわに人が数名集まっていた。見慣れない顔ぶれで、他部署の者が多い。どうやらそこが視線の発信源だ。

「どうかしました？」

「いや、なんでも」

　問いかけても、誰だれもが作り笑え顔がおでするりと逃にげてしまう。

（これ……、なんか覚えあるんだけど）

　ミサは眉まゆをひそめる。

　高校生のときだったか。友達だと思っていた子が、急によそよそしくなった瞬しゆん間かんがあった。

　確か、クラスメイトが付き合っていた男子に、ミサが告白されたときだ。

　ミサの方は好きじゃなかったから断ったし、悪いのはどう考えても浮うわ気き心を動かしたその男だというのに、ミサはその後しばらくクラスの女子全員に無視された。

　しかも悪意という魔ま物ものに取り憑つかれた女子たちが、あることないこと吹ふい聴ちようして、いつの間にか男好きで、人のものを欲ほしがる悪女に仕立て上げられていた。

　まさにあのとき、ミサは女子との友情を見み限かぎったと言っていいのだが……今、当時と同じ臭においが、周囲に漂ただよっている気がして仕方がない。

（……まさかね）

　だが、ミサの嫌な予感は当たっていた。




　夕方になり、ミサは急に上司──課長の川かわ瀬せに呼び出された。

　フロアの端はしにあるパーティションで区切られたブース。ちょっとした打ち合わせに使うような場所だった。

　川か瀬れはミサの直属の上司だ。堅けん実じつで温おん厚こうな性格をしていて、面めん倒どう見みもいい。少し歳としが離はなれすぎていて、妻子持ちなのが惜おしいと常々思っている。

　もしかしたら、本山のことで何かを小耳に挟はさんで、心配してくれているのかもしれない。味方ができたと思ったとたん、安あん堵どが湧わき上あがる。

「会議室取れなくて、こんなところで悪いんだけどねえ」

　と、簡易椅い子すに座すわるなり、川瀬は声を潜ひそめた。

「青あお山やま君。早さつ速そくだけどね、不ふ倫りんは困るんだよねぇ」

「……！　していませんし！」

　予想とは真逆の展開にミサは仰ぎよう天てんした。

（え、っていうか、それ、こんな、誰が聞いてるかもわかんないようなとこでする話か!?）

　だが、ミサの抗こう議ぎも気にせず、川瀬は口早に続けた。さっさと話を切り上げたそうだ。

「だけど、つきまとわれて困っているって、そういう報告が上がってきてるんだ」

　川瀬は心底迷めい惑わくそうに眉を下げる。普ふ段だんが優やさしい表情だからこそ、この変化はずしんと重かった。

「つきまとわれてるのはわたしの方です。報告上げたの、本山さんですよね」

「いや、誰とは言えないんだけどね」

（めっちゃ図ずう々ずうしいやつ……！）

　ミサは腹を立てる。本山は、未み遂すいなのをいいことに、事実をねじ曲げ先回りして上司に縋すがったのだ。

　しかも、同どう僚りようの様子から察するに、周囲にもすでに根回しをしているようだ。ミサを孤こ立りつさせ、追い出すつもりなのだろう。

　短期間で、この状じよう況きようを作り出したのには感心するけれど、その情熱とスキルは仕事にだけ生かすべきだと思う。

（うわあ、どこまで腐くさってるわけ……！）

　ギリリと歯ぎしりすると、川瀬は穏おだやかな笑えみを浮うかべてミサを見た。

「積極的なのは青山君のいいところだと思うけれど、他に独身の男はたくさんいるだろう、ほら高階君とかいい感じだったって聞いてたけど、一体どうしたんだ」

　その話はもうしたくないと、バッサリ切り捨てる。

「彼には結けつ婚こん予定の恋こい人びとがいるはずですけど」

「あ、そう。じゃあ、正まさ木き君とかは？」

「…………」

　あんな仕事のできないのは問題外です。喉のど元もとまで出かかるが、辛かろうじてこらえる。

　ミサが黙だまり込むと、川瀬は別の方向に話の舵かじを切る。

「君みたいな家庭的な女性はモテるだろうから、選び放題だろう？」

　突とつ如じよ出てきた家庭的という言葉にミサの右眉が跳はねる。話の持って行き方が不自然だ。何か含ふくみを感じてミサは問う。

「それ、どういう意味ですか？」

　まさかこれは、と胸むな騒さわぎがする。

　川瀬はこほん、ともったいぶった咳せき払ばらいをした。

「なんだかいろいろ噂うわさになってるようだしね、青山君もいづらいんじゃないかと思って。この仕事がどうしても好きというのなら、異動という手もあるよ？」

「はぁ？」

　耳を疑った。思わず地が出て柄がらが悪くなると、川瀬が目を瞬しばたたかせる。

「青山君？」

　我に返って角をひとまず引っ込めると、川瀬は安心したように言った。

「南の方とかどうかね。暖かいし、温泉もあるし。あ、確か青山君の実家もあっちの方じゃなかったかな」

　そのまま彼は会社のパンフレットを開き、九州の南なん端たんＫ県にある支店を指差した。ミサの会社は規模が大きいだけあって、各都道府県に支店があるのだ。

「いえ、わたし、Ｓ県出身なんで」

（独身の女に一人で地方へ行けと!?）

　ミサは山と田んぼしかない田舎いなかで育った。コンビニは車で十分走らないとない。服を買いに街に出るには、電車を乗のり継つぎ二時間という、若者には不便で退たい屈くつな土地だった。

　だからこそ一いつ所しよ懸けん命めいに勉強し、それなりに知名度のある大学進学を理由に地元を出て、この街で就職した。

　今の生活が気に入っているのに、どうして今さら縁えんもゆかりもない地方に行かなければならないのだ──！

「ああそうだったか。じゃあＳ県の支店は？　ご両親も喜ばれるだろうし」

　とってつけたように言われて、ミサの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おは切れた。

「悪い冗じよう談だんはやめていただけますか？　わたしは一方的な被ひ害がい者なんですけど」

　だが川瀬は取り合わない。ミサの言い分は全く汲くんでもらえない。

「でもね、喧嘩両りよう成せい敗ばいっていうだろう？　こういう場合って、どっちにもそれなりの処しよ罰ばつをするもんなんだよ」

「両成敗？　じゃあ、本山さんはどうなるんですか。異動ですか？　どこに？」

　問いつめると、川瀬はまあまあと誤ご魔ま化かし、逃げるようにブースを出る。

　ミサはピンと来た。

　川瀬は楽な方へ逃げている。本山は総合職で、ミサは事務職。課長として本山を優ゆう遇ぐうし、代わりはいくらでもいるミサを切りにかかっている。もしかしたら既すでに上に話が行っている可能性だってある。

（これ、もしセクハラで相談していても、なかったことにされたかもしれない）

　川瀬の物わかりのよさそうな顔に騙だまされた。

　あの言われるがまま、流されるままの主体性のなさ。きっと真面目系クズというやつだ。ミサの周りには、どうしてクズしかいないのか。

（あー、なんていうか、男全体に幻げん滅めつ……）




　廊ろう下かに出るとざっと人が動くのがわかった。物もの陰かげに数人の気配。どうやら盗ぬすみ聞ぎきでもしていたのだろう。

（また変な噂が広まるってわけ？）

　腹立ちを隠かくすことができそうもなく、爆ばく発はつする前にとミサは給湯室へと逃のがれた。そして、スマホを取り出すと、ウエハラにメールを打つ。

　上司があてにならないのなら、自分で成敗するしかない。喧嘩を売られて黙っているようなタマではないのだ。


『例の薬入りの酒のペットボトル、あんたが持ってるでしょ。捨ててないよね？　使うことになりそうだから、返してくれる？　それから、この間の件、証言して欲しいんだけど』



　後半は図々しい願いだとは承知している。断られても、それどころか無視されてもおかしくないと思っていたが、意外にもすぐに返事がきた。

　しかしその内容にミサは眉を寄せた。


『証言はしてもいいっすけど、起き訴そは無理っぽいっすよ。未遂だったから、罪には問えないらしい。不ふ可か罰ばつっていうらしいっすよ』

『何それ』

『悪いこと考えてるだけじゃ、捕つかまえられないってこと』

『なんで詳くわしいわけ』

『詳しいのは元上司っすよ。あの人、見かけによらず優ゆう秀しゆうなんすよ』



　ミサは顔をしかめ、返事もせずにスマホをしまう。

　のりが悪い。なんだか遠回しに拒きよ絶ぜつされているように感じたのだ。

　それならば、もうウエハラには用はない。こちらから頼たのみ込こむのはプライドが許さない。

（別の方法、考えるしかなさそう……でもなぁ）

　周囲の冷たい視線が、ミサの心に影かげを落とした。

　一人になることは慣れている。馴なれ合あいが嫌きらいなミサは、むしろ一人の方が気楽だった。

　だけどそれは、一人でいても自分の生活を脅おびやかされない場合だけ。孤立して社内の人間を敵に戦うことになりそうな今後を考えると、ひたすらうんざりした。

　ミサは紅茶を入れて、気分を変えようとする。茶葉がゆるゆると開くのを待つ間、手の中のスマホをいじってメールを確かく認にんするが、新着はない。

　しばしぼんやりとディスプレイを見つめたあと、紅茶を口に運ぶと、それはいつの間にか熱を失っていた。

　すっと心が冷えるのがわかる。

　がっかりしている自分を知り、どうしてだろうと気になった。

　ふと気になることがあって、スマホをもう一度取り出す。ウエハラからのメールを眺ながめると、鬱うつ陶とうしいくらいに使われていた顔文字が一つもない。

「ああ、それで」

　感じたよそよそしさの原因はきっとこれだ。

　物足りない。張り合いがない……そんな言葉がぽん、ぽんと浮かんだ。

（噓うそでしょ、それってつまり──）

　要するに寂さびしく思っているらしい。それどころか、

（メールを待っているってことは、もしかしたら、頼たよりたかったのかも──）

　弱っている自分を妙みようなところで気づかされ、ミサは「らしくない。どうかしてる」と呟つぶやいた。
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　ひそひそと周囲には囁ささやき声が流れている。時折嘲ちよう笑しようが混じっている気もした。

　川かわ瀬せに呼び出されてから、ここ数日ずっとだ。気になっていたが、ミサは気にしないと自分に言い聞かせていた。例の噂うわさ話ばなしが発ほつ端たんだろうけれども、こちらがムキになれば肯こう定ていしているようなものだと素知らぬ顔で過ごしていた。

　だが、ミサは悪意が確実に膨ふくらんできていることに気がついてしまった。きっかけは机の上の小さな紙切れ。歓かん楽らく街がいなどで配られている、けばけばしい配色の求人広告だった。

（接客業、時給三千円……ねえ）

　置いた人間は誰だろうと、冷めた目であたりを見回す。

　部内の男はほとんど外回りに出ている。

　残った事務員たちは見て見ぬふりなのか、無反応だ。ミサと目が合うのを避さけている気もするが、ミサが会社で浮ういているのは今に始まったことではない。彼女らの態度はいつものことといえばいつものことのようにも思えた。

　確信は持てないと、次に課長席に目をやる。背もたれの大きな、大おお仰ぎような椅い子すに座すわっているのは川瀬。彼かれはミサと目が合うと機き嫌げんを窺うかがうような笑え顔がおを浮かべた。

（あの人、相変わらずねちねち決断を迫せまってきてるけど……こんなわかりやすい嫌いやがらせをするタイプじゃあないよね……）

　ミサはため息をつき、チラシをゴミ箱に捨てようとする。だが、思いとどまってポケットに入れた。

　気持ちを落ち着けようと、そのまま給湯室へと向かい、茶を淹いれる。

（一番やりそうな人間はアレだよね。指し紋もん鑑かん定ていでもしてみようかな）

　半ば本気で思っていると、当の本人が通りかかる。

「──本もと山やまさん！　ちょっと話があるんですけど！」

　ミサは思わず声をかける。周囲の目が一気に集まるのがわかったけれど、いろいろとはっきりさせておきたい。引き下がるつもりはなかった。

　だが、

「……青あお山やま、さん？」

　本山は顔をしかめ、

「あのさ、前にも言ったけど……僕、結けつ婚こんしてるし、迷めい惑わくなんだ」

　と逃にげようとする。その顔が心底迷惑しているように見えて、ミサは頭にくる。

（なんなの、この無む駄だな演技力！）

「はぁ!?　迷惑はこっちなんですけど！　なんで被ひ害がい者しや面づらしてるんですか!?」

「ごめん、えーと、君のことは可か愛わいいと思ってたけど、誤解させちゃったね。本当に悪かったと思ってる」

　本山はぺこりと頭を下げる。だがミサにはこれがポーズだとわかっている。

　あまりの図ずう々ずうしさにさすがに頭に血が上った。金曜日の彼の仕打ちをぶちまけようとしたとき、

（うっわあ、見て見て！　修しゆ羅ら場ばだよ修羅場！）

　遠くでそんな声が上がり、ミサがわずかに気を取られたその隙すきに、本山はするりとミサの脇わきを通り過ぎる。

「待ちなさいよ！」

　鋭するどくなる声に、野次馬が面おも白しろそうに沸わくのがわかった。怒いかりと恥はずかしさで頰ほおが熱くなる。

　大きなストライドで本山はどんどん逃げていく。どこまでも被害者面で。周囲の同情を引きながら。

　ぽつんと残されたミサは歯は嚙がみする。

（……へこたれないから）

　そう自分を励はげますものの、不快さはどんどん増していく。だけど、ミサには友人がいないし、上司もあれでは相談する相手は皆かい無むだった。

（ああ、でも一人だけ……）

　力になってくれそうな人間の顔を思い浮かべる。

　メールを開いて文章をタイプする。だが入力欄らんの上に現れた先日のそっけないメールを読んだミサは、結局書きかけのままメールアプリを落とした。

　味方のいない今、適当にあしらわれたら、ダメージを受け止められない気がするのだった。
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「まいづるー。まいづるー」

　地下鉄の車内に降車駅を告げるアナウンスが響ひびき、ミサは座席から立ち上がった。

　ミサの住むマンションは、会社の最も寄より駅えきから地下鉄で三駅目にある。

　繁はん華か街がいからも二駅の、マンションが立ち並ぶ住宅街だった。

　飲み会で終電に間に合わなくとも、タクシーを使うのを躊躇ためらわない距きよ離り。下手したら歩いても帰れるので（運動不足解消のために歩くこともある）、非常に便利なのだ。

　だが、そんな短い通勤時間でも堪こたえた。月曜からずっと悪意に触ふれ続けたせいか、ものすごく疲つかれた。

　陰かげ口ぐち、無視などは中学高校で経験があったが、大人になってもやはりつらいものはつらいのだ。思い出してぐったりしていたのだった。

　かさりという音に、ミサはポケットから紙を取り出す。

　毎朝机に置いてある歓楽街のチラシは、どんどん時給が上がり、比例するように内容がいかがわしくなる。

　今朝置かれたものには、露ろ出しゆつの多い女性の写真が載のっていて、ミサが目を瞠みはったとたん、どこかで笑い声が漏もれた気がした。

　被害妄もう想そうかもしれないが、『おまえにはそれがお似合いだ』とでも言われているようでひたすら不快だ。犯人を突つき止とめたいけれど、証しよう拠こはない。

　こどものいじめのようで心底馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思う。けれど、ミサが辞やめるまで続くのかもしれないと考えると、心が荒すさんでいくのがわかった。

　川瀬に一応報告をしたら、調べておくとの回答を貰もらった。

　立場的に断ることはできないだろうけれど、迷惑そうな顔をしていたから、本ほん腰ごしを入れてはくれないだろう。

　そもそもここで力になってくれるのならば、本山のことも親身になってくれるはずなのだから、期待するだけ無駄だと思った。

（たかがチラシだよ。気にするほどのことでもないし）

　そう思って自分を奮いたたせるのだけれども……。

「……なんか、めっちゃ疲れた」

　肩かたを落としたまま、ミサはとぼとぼと地下鉄から降りた。発車ベルが響き、ドアの閉まる音がミサの背中を改札へと押おし出だす。

　床ゆかのタイルを見つめながら重い足を動かして改札を出る。




　人ひと気けのない出口への細い通路を歩いていると、後ろから足音が近づいてきた。

（珍めずらしいなあ）

　大たい抵ていは改札前のエスカレーターへと吸すい込こまれていって、階段を使う人間は少ない。ミサがエスカレーターもエレベーターも使わないことにしているのは、脚のラインを気にしているからだ。

　タイル張りの薄うす暗ぐらく狭せまい通路は、ひんやりとした空気に満ちている。

　ぞわり、と嫌な予感が足元から這はい上あがる。何か、危険なものが近づいている。ミサの本能がそう訴うつたえる。

　自然、早歩きになったが、足音は離はなれることなくついてきた。

　勇気を振ふり絞しぼって振り返ったが、そこには誰だれもいなかった。

（気のせいかな……？）

　何かが引っかかる。胸がざわざわして仕方がないまま、再び歩き出す。

　しばらくミサの足音だけがかつんかつんと響いていたけれど、かつ、かつ、という重そうな足音が突とつ如じよ重なりミサは肌はだが粟あわ立だつのがわかった。

　さっきと同じ足音。

　間ま違ちがいなく、危険だ。直感する。

　ミサはポケットからスマホを取り出すと、目に飛び込んだ番号をとっさにタップする。

　だが、そのとき、足音がミサを追おい抜ぬいた。

　高そうなのに、磨みがかれていないせいで残念な靴くつが目の前に現れる。

　足の主ぬしはミサの前に回り込み、立ちふさがった。

　ミサが恐おそれを吞のみ込んで顔を上げると、そこには天敵がいた。

　彼は、ミサの手をスマホごと摑つかむと、ディスプレイをなぞって通話を勝手に終しゆう了りようする。

「──こんばんは。アオヤマミサちゃん」

　ギラギラとした目がミサを刺さした。

　階段を下りてきた女性が、通り過ぎながら見とれるのを見て、そういえば背せ恰かつ好こうと顔立ちはよかったと思い出すが、中身の醜しゆう悪あくさが滲にじみ出でて台無しだった。

　本山は女性の足音が過ぎ去ると同時に口を開く。

「会社ではゆっくり話ができないからね。ついてきちゃったよ」

　声は壁かべに反はん響きようして、ミサをじわじわと縛しばり上あげる。

「この間は、余計なお世話をありがとう。騙だまされたなあ。電話させないで、警察行ってればよかった。どうせ訴えられないんだからさ」

　どうやら不ふ可か罰ばつというのを彼も調べたらしい。舌打ちしたい気分だが、攻こう撃げきの成果が気になったミサは問う。

「……あのあと、奥おくさんとはどうなったんです？」

「うちの奥さんは僕にべた惚ぼれでね。信じてくれたよ」

「そりゃあ、よかったですね」

　ミサは少なからずがっかりしながらも、彼にこれ以上用はないと一歩踏ふみ出した。この場をすぐに立ち去りたくて仕方がなかった。

　だが、本山の方はここまで尾行つけてくるだけあって、用は済んでいなかったらしい。再びミサを遮さえぎる。

「でも、妻が離り婚こんとか言い出したときには随ずい分ぶん肝きもが冷えた。重役の縁えん故こなしに出世するのって、正直言うとすごくだるいしね。それに、あれから束そく縛ばくが窮きゆう屈くつでさあ。今後はかなり行動を制限されそうだ。だから迷惑料くらい貰ってもいいんじゃないかなって思ってさ」

　本山はものすごく身勝手なことを言いながらミサの手を握にぎる。汗あせばんだ温ぬるい手。鳥肌が一気に噴ふき出だして、ミサはすぐに手を振ふり払はらった。

「ご自分が、この間何をしたか覚えてらっしゃらないんですかね？」

　だがすぐにまた手を攫さらわれ、耳元で囁かれる。

「もちろん覚えてる。たくさんおごってあげただろ？　取引しないか？　噂の撤てつ回かいも協力するし。そうしたら、変な嫌がらせも減るんじゃないかな？」

「嫌がらせ？　あれってやっぱり本山さんなんですか？」

「あれって、なんのこと？」

「これのことですよ」

　ミサはポケットからチラシを出す。

　本山はニヤニヤと笑うだけで、肯定も否定もしない。だが、面白そうな表情を見れば、彼が犯人だと納なつ得とくできた。

「とにかく、課長もこれ以上の問題を起こさなければ、目、瞑つぶってくれるはずだしさ。君も安定した仕事を手放したくないだろう？　元通りになるのが、一番いいはずだ。だから──」

　本山は、そこで一いつ旦たん口をつぐみ、凄すさまじく勝手な条件を吐いた。

「一回でいいから、さ」

　すべてを許すように甘あまく微笑ほほえまれる。大抵の女は、これで転ぶだろうというような完かん璧ぺきな笑み。自分が寛かん容ようだと、信しんじ込んでいる笑みだった。

（うわ、キモすぎ……！）

　おぞましくて寒気がして、ミサは無視して手を振り切り、横を通り過ぎる。

　本山は、手応えがないのが予想外だったらしい。雰囲気を尖とがらせるとミサを追ってきた。

　ミサは足を急がせる。とにかく、この寂さびしい場所から逃のがれたかった。

「何けちけちしてるわけ？　減るもんじゃないだろ」

「減ると思いますけど」

　何を馬鹿なことを言っているのだと心の中で反論する。

「減らないよ。むしろいい思いするだけだろ」

　こいつは猿だ。人の言葉が通じない。ミサはそれがひたすら気持ち悪い。

「本山さんて、奥さんが浮うわ気きしても大だい丈じよう夫ぶな人ですか？」

「は？　あいつが浮気するわけないだろ」

　本山は意味がわからないといった顔をする。

　妻が別格なのか、それともミサの扱あつかいが軽すぎるのか。失礼すぎて腹が立つ。

　本山はミサの怒りにも気づかずについてくる。通路が長すぎる。ハイヒールが邪じや魔まだとミサは苛いら立だった。

「高い食事と高級ホテルで気に入らないなら、何か買ってやるよ？　ブランド物のバッグとか？　アクセサリーとか？　それで、高たか階しなにもやらせたんだろ？」

「彼のことは本山さんには関係ありません」

（高階のやつ、そういうこともしゃべったの!?　どいつもこいつも腐くさってる）

　しかも中ちゆう途と半はん端ぱに自分にだけ都合がいいようにしゃべっているから、余計にタチが悪い。

　舌打ちして顔を上げると出口が見える。階段を早足で駆かけ上あがると息が上がっていた。

　だが、ミサはそこで気づいた。

（あ、家までついてこられたら困る……！）

　ミサは一人暮らしだ。押し入られたら危険だった。改札側に走るべきだったのだ。

　どこかに逃げようと思ったが、寂れた出口の周りにはマンションが立ち並ぶばかりで、コンビニまでは距離がある。逃げ場を思いつかず動どう揺ようする。

（怖こわい）

　怖がりたくなどなかったけれど、相手は酒に薬を入れるような卑ひ劣れつな男だ。

　わかっているからこそ寒気がした。何をされるかわからない。

　前回は準じゆん強ごう姦かん未み遂すい。今度はもしかしたら──。

（まじ、冗じよう談だんじゃないし！）

　ぞっとしたミサは思わず大きな声を上げた。

「ついてこないでください」

　本山が怯ひるんだ隙に、ミサは自宅とは反対方向──繁華街の方へと歩きはじめた。とにかくコンビニを目指そうと思った。

　灯あかりはもう見えている。だが随分遠く感じるのは、間に公園があるためだろう。

　通り抜けようかと悩なやむけれど、夜の公園は危険だと回り道をする。

　とにかく人ごみが恋こいしいとミサは急いだ。

　そうしながら、ポケットからスマホを出すと、着信履り歴れきが数件あった。

　震ふるえる手でロックを解除して、迷わず通話ボタンをタップする。

（出て！　出て、お願い！）

　震えながら祈いのると、即そく座ざに電話が繫つながった。

『──どうかしたっすか？』

　ウエハラの声がスマホから漏れたとたん、ミサはあまりの安あん堵どに目が潤うるんだ。

「あいつが──本山が、家の近所まで尾行けてきて、今も追ってきてて」

　ウエハラは落ち着いた声で尋たずねる。

『今、どこっすか』

「舞まい鶴づるの五番出口から、西通りに向かってるところ」

『すぐ行く』

　電話があっさり切れる。

「ま、待って切らないで！」

　喪そう失しつ感に呆ぼう然ぜんとした直後、ミサは涙なみだで滲んだ視界に入った人ひと影かげに目を眇すがめた。

（ん？）

　影はどんどん大きくなり、ミサの近くに来たとたん、見慣れた熊くまのサイズになる。

「え、瞬しゆん間かん移動!?」

　これは本当に現実なのか。ミサは思わず熊型の人影に抱だきつき、感かん触しよくを確かめる。

　がっしりとした体は、確かに人の体温を持っていた。

　安心してなんだか泣きそうになっていると、背に手が回され、ぽん、ぽんと安心させるように抱きしめられる。まるで母親──いや父親のような、安心感のあるハグだった。

「瞬間移動って、……なんだ、余よ裕ゆうあるじゃないっすか」

　そう言うと、ウエハラはミサの両肩をそっと摑んで体を離し、顔を覗のぞき込む。

　ウエハラの息は上がっていた。今まで見たことがなかったから、額に浮かぶ汗に釘くぎ付づけになってしまう。

　ミサの顔をしばし見つめたウエハラは、「間に合ってよかった」とほっとしたように息をつく。その、心底安心したような表情にどくんと胸が弾はずみ、ミサは驚おどろく。

（今の……一体何？）

　問いが浮かび上がったとたん、急に肩を摑んでいる手の存在を思い出す。骨ばった大きな手の感触が触しよく媒ばいになったかのように、全身がウエハラの体温を思い出した。

　腕うで。それから胸や、彼の腕が回された背も。

（うわあああ！　何やってんの、わたし！）

　今いま頃ごろになってウエハラに抱きついてしまったことに気がついて、ミサはウエハラを半ば突き飛ばす勢いで離れた。

（有り得ない！）

　さすがの体格差でよろめくこともないが、ウエハラは小さくため息をつくと「ほんっとあんた、タチの悪い女っすね」と頭をかく。

　家族でもなく、友人でもなく、もちろん恋人でもない。それどころか恋れん愛あい対象外の男なのに、自分でもどうかと思う。

　気まずくて仕方がなくてミサは話題を探した。

「ど、どうして、こ、こんなに早くここに来られたわけ!?」

「どうしてって、前、タクシーで『舞鶴まで』って言ってたっすよね？　さっき電話きてすぐ切れたから気になって、こっちの方に向かってたんすよ。うちの会社『西通り』だしここから近いし……ってそんなこと今はどうでもいいっすね。ほら、そこの人、ちょっと待て！」

　隙を見て後ずさりしている本山を、ウエハラは取っ捕つかまえる。

「尾び行こうして自宅まで押しかけるとか、こういうのストーカー規制法で警告ものっすよ。事件が増えたせいで、この頃は警察も、ちゃんと相談乗ってくれるようになったみたいですし」

　ウエハラは頭半分ほど小さな本山を見下ろした。

「警告聞かなかったら、確か、懲ちよう役えきとか罰ばつ金きんっすけど、それでもいいんすか？」

　よく通る大きな声でウエハラが言うと、通行人が足を止め、野次馬と化した。この時間だけれど、塵ちりも積もれば山となるらしく、結構な数だった。

　本山は、悔くやしそうにウエハラを見上げた。

「……おまえ、まさか、この女に気があるとか？　やめとけ、こんなの。散々貢みつがされて捨てられるに決まってる」

「まだ人として言っちゃいけないこと言ってるんすか？」

「こんな女、どこがいいんだよ」

「はぁ？　わかんないんすか？　めっちゃ可愛いっすよ？」

　思わずミサは目を丸くする。まさか本ほん性しようを知られた今も、そんなふうに言われるとは思いもしなかった。

　対して、本山は「顔はね！」とゲラゲラと笑った。

　ウエハラは冷めた顔で逆に問うた。

「じゃあ、あんたはどうしてつきまとってるんすか」

「そりゃ、貢いだ分くらい元取らないともったいないからに決まってるだろ。この間の酒代、いくらだと思ってんだ」

　ウエハラの拳こぶしに血管が浮くのを見て、ミサは静かに止めた。

「やめといて」

「でも、いいんすか？」

　ミサは根こん性じようで笑うと、ウエハラの大きな手に自分の手を乗せた。

「殴なぐった方の手も痛いんだよ。あんたが痛い思いするほどの価値、このクズにはない」

　ウエハラがミサの言う通りに手を離すと、本山は不快そうに襟えりを正す。

　逃げるように背を向ける彼に、ウエハラが釘を刺す。

「今度したら告こく訴そっすよ」

　本山が足早に去るのを見て、ミサは耐たえきれずその場にしゃがみ込む。

　怒りがいきなり体中を駆かけ巡めぐって、血が沸ふつ騰とうしそうだった。

（……ムカつく……！）

　膝ひざに顔を埋うめると、じわりと滲んだ涙をこっそりと拭ぬぐった。

　黙だまって隣となりに立っていたウエハラは、ぼそっと呟つぶやいた。

「一発殴っといた方がよかったんじゃないすか」

「ああいう卑ひ怯きよう者ものは、逆に告訴するよ。こっちが悪者にされたら腹立つ」

「意外に冷静っすね」

「まあ、今までで慣れてるし」

　経験上、ああいうやつは、会社でまた陰いん湿しつな嫌がらせをするに決まってる。昼間のことを思い出すと憂ゆう鬱うつな気分になった。

（あー、むしゃくしゃする！　こういうときは自や棄け食いに限るんだけど！）

　と、そのときウエハラが隣で伸のびをした。

「手羽先でも食いに行くっすか？」

　心の中の希望が彼の口から漏れ、

「……そうしよっか」

　ミサは思わず頷うなずいていた。
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　人前でこれほど食べて飲んだのは初めてかもしれない。

　結局この間の居酒屋にやってきたミサは、手の油を拭ふくこともせず、テカテカの口のまま次から次へと手羽先を注文した。

「ほら、あんたも食べなよ。さっきのお礼にここおごるから」

　右手に手羽先、ついでに注文した、油の滴したたる豚ぶたバラの串くし焼やきを左手にミサはご満まん悦えつだった。

「さすがに太るっすよ」

「…………今、それを思い出させる気なわけー？」

　手を止めて上うわ目め遣づかいで睨にらむ。

　ウエハラはミサと同じ焼しよう酎ちゆうをあおっている。今日は最初からボトルで頼たのんでいたのだ。ミサの好みに合わせた芋いも焼酎は、二人のザルに捕つかまって既すでになくなりつつあった。

「ま、いいんじゃないっすか。元々瘦やせすぎなくらいだし」

「どこ見て言ってんの」

　眉まゆをしかめ、ミサはそのまま焼酎をあおった。

　独特の香かおりと、喉のどを焼く熱に、寄っていた眉がすぐにほぐれる。

（あー、……サイコー！）

　酒がひたすら美お味いしい。既に本ほん性しようがバレているだけに、ウエハラの前なら好きなだけ強い酒を飲める。素のままの自分で寛くつろげる。

（なんかすごく楽ちん、だなあ）

　家族といるようで、ほっとして実家を思い出す。ミサの家では、盆ぼん正月に集まるたびに、父母と兄とこうやって馬ば鹿か騒さわぎをするのだが、仕事が忙いそがしくてしばらく帰れていない。

　ほっこり、しんみりとしたらなんだか眠ねむくなった。

　頭がふわふわする。カウンターに頰ほおをくっつけると冷たくて気持ちがいい。

（んー？　なんか最近こんなことあったような……）

「まーた酔よってるんすか？　酔いが回るのがの急すぎっすよ。っつうか、あんた、普ふ段だん相当気を張ってんすね。もう飲まない方がいい。あとは飲んでも吐はくだけっす」

　このやりとりも、なんだか既き視し感かんがあるような。

　記き憶おくの欠片かけらを探さぐるように、ミサはウエハラの手から瓶びんをひったくり、残った焼酎をコップに注ぎ、喉に流ながし込こんだ。

「じゃますんな」

　ウエハラはため息をついた。

「ほんっとガラ悪いっすね。さては元ヤン？　ってか、ヤンキーってこのあたりでは絶ぜつ滅めつしたと思ってたんすけど、まだ生せい息そくしてんすか？　どこ出身？」

　誰だれが教えるか、と思っているのに酔っぱらった口がミサを裏切った。

「Ｓ県だけど、文句ある？」

「あー……、Ｓ県ねえ……」

　憐あわれみに似た響ひびきを持つ声に、ミサはムッとする。

　Ｆ県の隣となりにあるＳ県では、その昔、県をモチーフにした自じ虐ぎやく的な歌が流は行やり、県が自虐的なキャッチフレーズまで用意した、多分日本一自虐的な県である。

　ミサも自虐ネタで受け狙ねらいをすることはあるが、人から言われるとなんだかムッとするのが郷土愛。

「ヤンキーなんかこの辺にもごろごろしてるってー、馬鹿にすんな、田舎いなか舐なめんなよぉ」

「あーあ、手に負えねえ。てか、気抜ぬきすぎてるけど、油断してると今度こそ食うっすよ」

　頰にかかった髪かみをウエハラが払はらいのける。軽口と共にこちらをじっと見つめるウエハラをミサは睨んだ。

「うざい。あんたみたいな貧びん乏ぼうぽっちゃりフツメンにやらせるわけないってば」

　ミサの暴言にも、ウエハラは全く堪こたえていない。

「はいはい、結けつ婚こんする相手のために大事に取っておくんすよね」

「そうそう、わかればいいんだよ。こういうのはいざってときに使わないと意味ないの。相手を確実に射止めるための最大の武器なんだよ？　なーのーにーさー、そのいざってときがやってこないわけ。高たか階しなにしろさー、直前に『そういうの重い』とか言って怖おじ気けづいてさ。『重い』ってなんだよ、ほんと。こっちは一生一度の一大事なんだよ。取り返しつかないし、怖こわいし、リスクだってあるし、重いに決まってるじゃん。その重いの全部、我が慢まんできるくらいあんたが好きだって言ってんだよ。で、結婚して、あんたを最初で最後の男にしたいって言ってんだよ！　そういうの、なんで伝わんないんだろ～～」

　チャックの壊こわれた口は滑なめらかに言葉を吐く。吐き出すと胸のモヤモヤが晴れる。

　ミサは爽そう快かい感にさらに酔う。愚ぐ痴ちるのが気持ちよくって止まらない。相手の反応を気にしなくていいのがブレーキを壊している。

　じっとミサを見つめていたウエハラは、ややして小さくため息をつく。

「……またその話っすか。つまりあんたの男を見る目がないんすよ。それだけのもの、受け取れる価値のない男ばっかり選んでるんすよ」

「うるさい。フツメン君は、黙だまって財さい布ふを出しておけ～～」

「あー……今月もうピンチなんっすけどねえ」

　おや？　とミサは目を瞠みはる。さっきおごると言ったはずなのに、意外にもウエハラは会計に向かった。

「おごるって言ったよね？」

「はいはい、また、今度。酔ってない時におごってもらうっす」

　その大きな背中をぼんやり見ているうちに、わずかに酔いが冷める。

（ん？　……あれ、ウエハラ、さっき、何か変なこと言わなかったっけ）

　思考が巻まき戻もどらず首を傾かしげたミサの前で、やれやれとウエハラが会計を終えると、店主が「また送ってくんね？」とにやついた。

「家がわかればいいんすけどね。とにかく、暴れ出す前に連れ出さないと、迷めい惑わくかけるんで……つうか、一いつ緒しよにいるのが既に恥はずかしい」

「はぁ？　失礼な。全然暴れないって」

「こーいうの、暴れてるって言うんすよ」

　ウエハラは財布から万札を出すと、ミサの手を引いて外へ出た。

　……──というところまでは、ところどころおぼろげではあるが覚えていた。




　だが、

「ど………………どうしてこういうことになってるわけ」

　先日と全く同じ光景に、ミサは再び青ざめていた。

　つまり同じ安ホテルの部屋で、裸はだかだったのだ。そして同じく隣には──。

「ウエハラ！　あんた、懲りずに手を出したわけ!?」

「また覚えてないんすかぁ？」

　ニヤニヤと笑われてミサは頭に血が上る。

　とにかく確かく認にんせねばとシーツをめくり、

（あ、今度はパンツはいてた）

　とほっとする。続けてミサは痕こん跡せきを探る。

（……な、いよね？　ってか、普ふ通つうは起きるよね!?）

　必死で言い聞かせていると、シーツの上から「まじでうける」と、ウエハラの笑い声が聞こえる。ミサがシーツから顔を出すと、ウエハラは笑いを押おし殺ころしながら説明した。

「いや、なんか突とつ然ぜん『同じ行動すれば何か思い出すかも！』とか言い出して、連れ込まれたんすけど」

「んなわけあるか！」

「証しよう拠こ動画見るっすか？」

　ウエハラがスマホを取り出し、動画を再生しようとする。

　ミサはぎょっとして遮さえぎった。

　万が一あられのない姿など見せられたらショック死しそうだ。

「また撮とったわけ!?　変態！　消せ、今すぐまとめて全部消せ！　じゃないと今度こそ強制わいせつと脅きよう迫はくで訴うつたえる！」

　目を見開いて叫さけぶと、ウエハラはやれやれと肩かたをすくめた。

「ほんとガラもタチも悪いっすねえ。人間は学習する生き物のはずなんっすけど」

「ってか、やったの、やってないの!?」

　ミサは必死だ。だが、

「んなこと、自分でわかるんじゃないっすか」

　にやりと笑われて、ミサは動どう揺ようしつつ「なんのこと？」と誤ご魔ま化かした。

「ま、いいっすけど」

　ウエハラはベッドから立ち上がる。引ひき締しまった半はん裸らの巨きよ体たい（ウエハラもパンツははいていた）が目の前に現れて、ミサは圧あつ倒とうされた。

　肩のあたりから腕うでの上部は、筋肉で盛り上がりきれいな流線を描えがいていた。腹のあたりにもぷよぷよした脂し肪ぼうは見当たらず、代わりに重そうな筋肉がついている。

　喩たとえるならば、ハリウッドのアクション映画などで悪役を倒たおしていそうな。実際に機能していそうな筋肉がついているのだ。

（……やっぱりデブじゃあないかも……ぽっちゃりフツメンじゃなくて、ただのフツメン……いや、ガタイのいいフツメン……ってそもそもフツメンじゃないんじゃ？）

　そんなことを考えていたら、身み支じ度たくをしていたウエハラと目が合った。たじろぐミサに彼かれは言う。

「あ、ひょっとして惚ほれた？　抱だかれてみたくなったとか？」

「んなわけないし！」

　ぎょっとして思わず胸にかかえていたシーツを落とし、ミサは悲鳴を上げかけた。が、その直前に、

「あ、貧ひん弱じやくな胸が」

　とウエハラが呟つぶやいたせいで、ミサは悲鳴の代わりに怒ど声せいを上げた。
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　時計は午前六時を指していた。

　今日は平日だし、一度帰って着き替かえなければ会社に行けない。ミサは顔をしかめる。同じ服を着て行くなどもってのほか。

（あー、先週に引き続き、なんで平日にこんなに飲んでんだろ。……ここから家まで十五分くらい？　じゃあすぐ帰れば余よ裕ゆうか）

　とにかくこの男の前で裸はだかなんて冗じよう談だんじゃない。万が一欲情されたら大変だと、服を拾い上げて慌あわただしく身み支じ度たくをしたミサは、部屋を出るなり何か忘れ物をしている気になる。

　だが、ウエハラが見た目を裏切る几き帳ちよう面めんさで室内チェックを行っていたし、既すでに室内の自動精算機で清算済みだ。普ふ通つうのホテルとはシステムが違ちがい、清算後は中には入れない。

　バッグの中の財さい布ふとスマホを確かく認にんすると、あとはしょうがないと諦あきらめることにした。

　場所が場所だけに、さすがに従業員に問い合わせなどという間ま抜ぬけなことは避さけたかったし、何よりあまり時間がない。

　それでも後うしろ髪がみを引かれ、ホテルの出入り口で立ち止まるミサに、後ろからついてきていたウエハラが声をかけた。

「何してんすか。出るっすよ」

「一緒に!?　誰だれかに見られたらどうすんのよ！」

　冗談じゃないと目を剝むく。だが、ウエハラはへらっと笑って提案する。

「腹減ってないっすか？　朝から開いてる美う味まい店知ってるんすけど」

「あんた、話聞いてた!?」

「あ、別にファストフードでもいいっすよ」

「だから、話聞いて──」

「あ！　あそこにいるのは高たか階しなくん」

「なっ」

　ミサは条件反射的にウエハラの巨きよ体たいに身を隠かくす。直後、ウエハラがその名を知っているはずがないと気づき、激した。

「なんであんたが彼かれを知ってるわけ!?」

「なんでって、自分でぺらぺらしゃべってたじゃないっすか。振ふられたから慰なぐさめてーって」

　もしかしたらそうかもしれない、と曖あい昧まいな記き憶おくを探さぐるが、後半はあからさまに噓うそだ。ミサは振られてはいない。──振ったのだ！

「しれっと噓つかないで！」

　とっさに叫さけぶが、

「あんまり大きな声は迷めい惑わくっすよ。ってか、かなり目立ってるっす。誰かに見られちゃまずいんじゃなかったすか？」

　ニヤニヤ笑われてミサは飛び上がった。

　ロビーで何組かのカップルが気まずそうに、しかし、しっかりこちらに注目している。幸い知った顔はないものの気まずさはマックスである。

　集まった視線に頭に血の上ったミサは、ウエハラのスーツの裾すそを引っ張ると、足早に外に出る。

　そして、いかがわしいホテル街を無言で駆かけ抜ぬけると、ちょうどカフェの看板が目に入った。

　ミサは事情聴ちよう取しゆの続きを行おうと彼を店へと連つれ込こんだ。
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　店内に漂ただようコーヒーの匂においを嗅かぐと、急にいつもの日常が降ってきた。

　落ち着きを取とり戻もどしたミサは、朝限定のメニューを注文する。

　イングリッシュマフィンにベーコンとチーズとレタスが挟はさまれている。つけ合わせにハッシュドポテトとコーヒーというありふれた朝食だが、すべて温かいのがほっとする。

　遅おくれてやってきたウエハラが、ミサの目の前にパンケーキのセットを置き、さっそくメープルシロップとバターをケーキの上に乗せている。

　バターがケーキの熱でとろとろと溶とけていき、卵とシロップの絡からみ合あった甘あまい香かおりが漂う。

（うっわああ……美お味いしそう……でも、こんなメニューあった？）

　ミサは多くの女性と同じく甘い物には目がない。

　だが、話ができれば朝食はどうでもいいと思っていたため、せっかちに最初に目に入ったものを注文してしまったのだ。

（迂う闊かつだった……）

　じっくり選べばよかったかも、と羨うらやましく思った瞬しゆん間かん、ケーキを切って口に入れようとしているウエハラと目が合った。

「……一口いるっすか？」

　フォークを差し出され、ミサは慌てて視線を自分の食事に落とした。

　どうしてウエハラとそんなコイビトごっこみたいな真ま似ねをせねばならないのだ！

「──って、あのね、別に一いつ緒しよに朝食食べるためにここに入ったわけじゃないの！」

「食べてからでいいじゃないっすか？　でもなんの話っすか？」

「それは──」

（……なんだっけ？）

　パンケーキに気を取られてど忘れしたミサは焦あせる。

　事情聴取が進まなければ、本当に朝食を共にするためだけにここにいることになりそうだ。

　ミサはうーんと唸うなりながら必死で思い出そうとする。だが、焦れば焦るほど頭の中が真っ白になっていく。

　確かに何かに怒おこっていたのだけれど、ウエハラが次から次へとミサを怒らせるので、どんどん問いただしたいことが上書きされてしまうのだ。

　ちなみに今彼に一番訴うつたえたいことは、『なんでパンケーキのことを教えてくれなかったのか』だが、絶対最初に訊ききたかったこととは違う。

「うーん……うーん？」

　ウエハラはミサが考えている間、待ちもせずにパンケーキをどんどん口に運び、とうとう最後の一切れまで口に入れた。

　続けてハッシュドポテトを齧かじり、最後にカフェラテに砂糖を入れる。

　そこでミサはまた目を見開いた。

「何、カフェラテとかあったの!?　噓！」

「もうちょっと、落ち着いてよく見た方がいいっすよ。メニューの話だけじゃないっすけどー」

　呆あきれたようにウエハラはマドラーでミルクの泡あわをかき混ぜる。

　羨ましさにじっと見ていると、

「いるっすかー？　別に替えてあげてもいいっすよ？」

　と尋たずねられ、

「──買ってくるし！」

　頷うなずきそうになったミサは慌てて立ち上がり、しまった、と顔をしかめた。

　叫んだせいで、思い出しかけていたものがまた消えてしまったのだ。
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　結局ミサはウエハラとただ普通に朝食をとり、家に帰った。

　一緒に飲んで、ラブホテルに泊とまり、一緒に朝食まで食べたとなると、万が一ウエハラが寝ねているミサに手を出していたとしても告こく訴そは取り合ってもらえないだろう。

（まさかそういう作戦か？）

　そう考えたが、途と中ちゆうでなんだか馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。

　なぜなら、ウエハラは最低だが、そういう卑ひ怯きようなことはしないという妙みような信しん頼らいがあったのだ。

　時計を見ると七時半。シャワーを浴びて着替えて化け粧しようをするための時間は十分にありそうだった。

　ひとまずシャワーにしようと風ふ呂ろ場ばに行き、服を脱ぬいだとたん、ミサはホテルを出るときに気になった忘れ物がなんだったか気がついた。

（え、え、でも、え、あれって忘れるわけないよね……!?　取り外し可能だけど、落ちてたら絶対気づく──）

　ミサは慌ただしく記憶を探る。そしてある結論に辿たどり着いた。さあっと全身から血が引いていく。

　部屋を出る前に、彼が慎しん重ちように忘れ物をチェックしていた様子が思おもい浮うかんだのだ。

「ウエハラ……!?」

　血はすぐに逆流を開始する。頭に血が上ったミサはメールを打つ手間も惜おしんだ。

　というより、今、例の顔文字が返ってきたら頭の血管が切れそうだ。

　アドレス帳を開くと電話をかける。

「あんた、あれどうしたの!?」

　相手が出ると同時にミサは嚙かみつく。

『なんすか、藪やぶから棒に』

「だ、だから、ブ……ブラのパッドだよ！」

『あー……あれか。あれって、そうか、そういうやつ……』

　ウエハラはぶつぶつと呟つぶやき、何かを会え得とくした様子だった。

　どうやらあれの正体を知らなかったらしい。

（あー！　よく考えると、補正下着の中身なんて、男が知ってるわけなかった！）

　自分から恥はじを晒さらしたとハッとする。なんという羞しゆう恥ちプレイ。

「すぐ返して！」

『いやっすよー』

　暢気のんきに返されて、ミサは彼の言こと葉ば尻じりに顔文字（例えるなら『[image: 〓]』）がついているように錯さつ覚かくし、カッとなった。

「嫌って何!?　変態、キモチワルイ、最低、今度こそ訴えてやるから──」

　暴言が止まらないミサを、ウエハラは大きなため息で遮さえぎった。

『──あんなので世間を騙だましてるから、あんたの周りには最悪な男しか集まらないんだよ。あんたがあんたらしくしてれば、一番相応ふさわしい男が現れるに決まってんのに、なんでわざわざ遠回りしてるわけ？』

「……よ、余計なお世話」

　突とつ如じよ真しん剣けんな口調で言われて、ミサは心臓が止まるかと思った。

『余計なお世話は十分承知。ってか、なんでこんなに世話焼いてんのか、おれ、自分でもわかんねーし』

　これは誰だろう。別人のようでミサは戸と惑まどう。

「……とにかく、返して。それ、あんたが思ってるより高いんだから」

　動どう揺ようしながらもミサはなんとか言った。だがウエハラはミサの願いに応えないばかりか、諭さとすように言った。

『試ためしに今日一日、そのままで似合う服を選んでみればいい。周りを変えたかったら、自分が変わるのが一番近道なんっすよ』

　熱い湯を浴びせられたかと思った。

「意味わかんない！　いいよ、今日あとで取りに行くし！」

　ミサは叫ぶと、そのまま電話を切る。

　そしてシャワーを浴びて頭を冷やして、ウエハラの言葉を耳から追い出そうとした。

　だが貼はりついた言葉はなかなか剝はがれない。

　髪を乾かわかし、バスタオルを巻いただけの姿でクローゼットへ向かう。引き出しを開けて新しい下着を出す。

　身につけて胸の形を整えたが、

『それ、偽にせ物ものっすよねー？』

　というウエハラの過去の言葉までもが蘇よみがえり、凄すさまじい羞恥心で落ち着かなくなった。

　彼は先ほどの言葉一つで、ミサが長年まとってきた鎧よろいをいとも簡単に壊こわしてしまった。

（あー、あの男、めちゃくちゃタチ悪い……！）

　少なくとも、もうミサは胸を張って彼の前を歩けない。鎧の役目を果たせなくなってしまった下着は、ただ重いだけ。

　ため息をつくとミサは補正下着をしまい、出かける予定のない休日などにつける、補正のない下着を選ぶ。

　楽だが、補正しているのが常だったので確実に違い和わ感かんがある。

　なんとなく寂さびしい胸むな元もとを隠すべく、クローゼットからは、いつも愛用している開かい襟きんではなく、丸まる襟えりの白ブラウスを出す。淡あわいベージュのニットカーディガンを羽織り、茶色のフレアスカートを合わせる。髪かみは巻く代わりに丁てい寧ねいに梳とかして、大人しめに項うなじで纏まとめた。

　メイクは丁寧にファンデーションを塗ぬると、マスカラは控えめに、アイシャドウは茶系の落ち着いたものを。チークもこめかみに向かってさっと刷はくだけ。唇くちびるにはカーディガンに合わせた落ち着いたベージュピンクを乗せた。グロスはこの際使わない。

　できあがったのは就職活動のときのような、地味なメイクだが、選んだ服にはとても合っていた。

（あれ）

　姿見で確認して、妙に若く見えると自分で思う。若作り、というわけではなく、なんだか年相応で無理がなかった。

（っていうか……実は似合ってない、これ？）

　試しにやってみよう、似合わなければやめればいいし。そんな気持ちでやっていたのに意外だった。

（ウエハラ、あいつ……知ってて言ったわけ？）

　どうもウエハラに会ってから、思いもよらないことが多すぎる。

（……まさかね）

　首を横に振りつつも、家を出るミサの足取りは軽かった。
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　その日、ミサは自分を取り巻く空気の違ちがいを肌はだで感じた。

　服装を変えただけで大きな変化があるわけはないし、期待もしなかった。

　だが、やましいことは何もないと開き直って背筋を伸のばし、悪評に耳を塞ふさいで仕事に打うち込こんでいたら、意外な人間が関わってきたのだ。

　たとえば、真ま面じ目めだけが取とり柄えで仕事ができないと思っていた同どう僚りようの山やま中なかは、

「いや、どうも近寄りがたかったんだよねー」

　仕事を持ってきて、別世界の人種だと思っていたと小さい声でつけ加えた。

　また、隣となりのデスクで黙もく々もくと入力作業をしている事務員の松まつ本もとが、

「そういう恰かつ好こうもするんだ。そっちの方が似合うと思うよ」

　と褒ほめてくれたり、ついでに飴あめを分けてくれたりした。

　小さな変化だったが、皆が噂うわさを鵜う吞のみにしていると思っていたから、普ふ通つうに扱あつかってもらえることがひどくありがたかった。




　定時に社を出たミサは、足取りも軽くＳＨＩＭＡＤＡへと向かった。

　道沿いにあるカフェから漂ただよってくる美お味いしそうな匂においを嗅かいで、ミサはふと思いつく。

（あー、あとでウエハラにおごらせようかな）

　素す直なおにブツを返してくれるなら拾ってくれた礼を言うべきところだろうけれど、返さないというのだから話は別だ。しっかり詫わびさせないと。

（あ、でも……）

　今までに二度間違いを犯おかしたのだ。懲こりていないのかと自分でも思う。けれども、酒が入るから妙みようなことになるが、酒を飲まなければ今度こそ大だい丈じよう夫ぶのはずだ。ついでに動画や写真も消してもらおう。今度こそ。

（居酒屋ばっかりだけど、たまにはおしゃれにイタリアンでもいいかなー。酒を飲まないんなら、あ！　カレーとかでもいいし）

　通りかかったインド料理店から独特の香こう辛しん料りようの香かおりが漂う。

　引き寄せられて、メニューを覗のぞき込み、

（ナン食べ放題とかだったら、お酒なしでもお腹なか膨ふくれるよね。ウエハラ結構食べるし、ここがいいかなー）

　そんなことを考えたミサは、窓ガラスに移った楽しげな自分の顔を見てぎょっとした。

（って、何うきうきしてるわけ!?　詫びさせるだけなのに……どうかしてる！）

　慌あわてて店の前を足早に通り過ぎ、ＳＨＩＭＡＤＡへ急ぐ。

　そして会社の入っているマンションに辿たどり着つく。階段を上がろうとしたところで、階上からカツカツと足音が響ひびいた。

（ウエハラか!?）

　思わず見上げたミサは、階段の踊おどり場ばに天敵の女が立ちすくんでいるのを見つけ、息を吞んだ。

　癖くせのついた明るい髪かみのショートボブは異国のこどもみたいだ。切れ長の目に小さな口という昭和風の顔立ち。

　以前は地味だなと感じていたが、化け粧しようを変えたのか、活動的な印象に変わっている。悔くやしいが、こういうふうにすると、ミサとは対極にいる美人な気がする。

　ざっくりしたチュニックと細身のジーンズという服装は、会社勤めには少々カジュアルすぎる気がしたが、デザイン業という業種もあって、そういう社風なのだろう。

「青あお山やまさん？　え、どうしてここに？」

「か、片かた桐ぎりさ──、いやあの、もう島しま田ださんだっけ」

　天敵、島田さくら。

　元々大学の同期ではあるが、学科がミサが英文、さくらが生物化学と違うため、二人は名前を呼び合うほどの仲ではない。ミサもさくらもある意味有名人であったから互たがいを知っていたくらいだった。ちなみにミサはどんな合コンにも顔を出し、女子大生を謳おう歌かしたせい。さくらは真逆で、おしゃれにも興味を持たず学業ばかりに熱心な理リ系ケ女ジ子ヨだったせいだ。

　さくらも驚おどろいたようだが、ミサは彼かの女じよよりも慌てていた。

　失念していた。そういえば、ここには彼女がいたのだ。

「島田さんなら本社に勤務先変わったから、ここにはいないよ」

　さくらは強こわばった笑えみを浮うかべている。

　彼女が島田と結けつ婚こんする前、ミサは島田にアプローチをしたことがある（ウエハラをダシにしようとしたときのことだ）。そして、さくらが彼かれと交際していると聞いて、羨うらやましさから嫌いやみを言ったこともある。だからおそらくいろいろと警けい戒かいしているのだろう。

　だがミサは既き婚こん者しやには興味はない。

　島田は魅み力りよく的な男ではあったが、万が一にもミサに落ちたら幻げん滅めつするだろう。本もと山やまの件でこりごりだった。

「いや、あの、わたしが用があるのはウエハラ──ウエハラさんで」

　そう言った直後にミサはあることに気がついて青くなる。

（まさかウエハラから変なふうに聞いてないよね!?）

　ウエハラも高たか階しなのように、会社でぺらぺらあることないことしゃべっているかもしれない。

　ハラハラしつつ見守っていると、さくらは不思議そうに首を傾かしげた。

「上うえ原はらさん？　あれ？　そういえば知り合いだったっけ？」

「ええと、前に合コンで知り合って、だけど、今日は忘れ物を返してもらおうと──」

　ほっとしつつ、補足と言い訳を始めるミサだったが、

（何、余計なこと言ってるんだろ！　合コンって何年前!?　それから忘れ物が何かとか聞かれたら、どうするんだよ！）

　と自らの失言に焦あせりに焦った。

　だがさくらは深く考えなかったのか、追つい及きゆうせず、踵きびすを返した。

「じゃあ、呼んでこよっか？」

「いや、いいよ。電話で呼び出すし」

「え、なんで？　電話代もったいないし、ちょっと待ってて」

「電話代!?　いいって別に！」

（御おん曹ぞう司し捕つかまえて、玉たまの輿こしに乗っておいて、なんなの、そのみみっちさは）

　ミサがさくらの後ろ姿にツッコミを入れている間に、彼女はオフィスへ入っていく。そしてすぐにウエハラと共に扉とびらから現れた。

　狭せまい階段の踊り場はウエハラを加えると余計に狭く見えた。圧あつ迫ぱく感に怯ひるむミサに、

「こんなとこまできて、なんか用すかー？」

　ウエハラはニヤニヤと笑いかけた。

　彼は一段、一段をゆっくりと降りてくると、ミサの前に立った。

「朝、電話したでしょ。か、返してもらいにきたの」

　気まずさを堪こらえながら必死で訴うつたえるが、彼はひときわ楽しそうに笑っただけだった。

「何をっすか？」

「………！」

　一発お見み舞まいしたいくらいだった。だが、ミサがまだ階上にいるさくらを気にして黙だまると、彼女は鈍にぶいなりに何か勘かんづいたらしい。

「あ、遅おそくなるからもう帰りますねー。夕食作らなきゃ。お先に失礼します」

　と空気を読んで階段を降りはじめた。

　ウエハラが一段階段を降りて道を開ける。

　だがミサが道を塞いでいたせいか、避よけようとしたさくらがすれ違いざまによろめいた。

「わ！」

「あ、危ねえ！」

　ウエハラが落ちかけたさくらの体を支えるが、代わりに背中と腰こしを壁かべに打ちつける。

　間かん一いつ髪ぱつといったところだった。

　結構大きな衝しよう撃げき音が響いたけれど、ウエハラは呻うめくこともせずに、真っ青な顔で腕うでの中のさくらを見下ろしていた。

「う……あー、危なかった！　ありがとうございます……助かりましたー！」

　さくらが心底ほっとした顔でウエハラに礼を言う。

　だが、ウエハラは真しん剣けんな顔でさくらを怒ど鳴なりつけた。

「まじやめろって。こういうの！　めちゃくちゃ心臓に悪い……おれ、まだ死にたくないんだけど」

「す、すみませんでした！」

　ウエハラの剣けん幕まくに、さくらは目を見開いている。

（死ぬ？　死ぬって何）

　ウエハラの尋じん常じようでない心配の仕方に、ミサも絶句していた。

（階段を踏ふみ外はずしそうになったくらいで、どういうこと？　抱だきとめるまでするって、どういうこと!?）

　頭の中がぐわんぐわんと揺ゆれていた。

　そんなミサの前で、ウエハラの腕を意識したのか、さくらが気まずそうに彼から離れる。

　ウエハラもミサという観察者の存在を思い出したのか、わずかに焦った様子でさくらを離した。

「気をつけて帰れよ。まだ今の時期に仕事抜ぬけられると困るし」

「はい、ありがとうございます」

　ミサは去っていくさくらの後ろ姿を半ば呆ぼう然ぜんと見送る。

（なんなの、今の）

　まるで、ドラマのワンシーンのように見えて仕方がない。

　これは、あれだ。恋こいに落ちる前の布石に使われるような、きっかけの場面。

　嫌な予感がジワジワと足元から上ってきて、ミサを縛しばっていく。

　気がつけば、うきうきしていた心はいつの間にか萎しぼんでしまっていた。
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　ウエハラの指は節くれ立っていて、いかにも男の手という感じだった。そして、手のひらはミサの手の大きさの一・五倍くらいで、肉厚で温かみがありそうだ。

　腕うでには高価かどうかはわからないが、よく手入れされた古い年代物の腕時計がはまっている。スーツは普ふ段だん用なのか、ホテルのバーに呼び出したときよりくたびれていて、ややもたついている。だが、シャツには糊のりがきいていて清潔感があった。

（あー、まさか自分でアイロンかけてんじゃないよね？）

　いつもカウンターで隣となり合あわせに座すわっていたからか、正面から彼かれを見るのは初めてだった。

　イケメンと見れば観察する癖くせがなぜか発揮されていて、ミサは自分の目が鑑定を始めているのに気づくたびに、

（フツメンの鑑定とか！　あほか！　時間の無む駄だ！）

　と己おのれを叱しつ咤たする。

　食事と同時に運ばれたラッシーのグラスについた水すい滴てきが、店内のオレンジ色の照明を反射している。

　一口含ふくむと、甘あまさと柔やわらかな酸味が心を多少落ち着かせた。

「──聞いてるっすか？　さっきから何か変っすよ」

　尋たずねられてミサははっとした。

（なんでこんなとこにいるんだっけ？　ああそっか）

『お詫わびにおごるっすよ』

　と言われてのこのことついてきてしまった。

　なぜだか、断る口こう実じつを考える気力がなかったのだった。

　それもこれも、あの女のせい。──ウエハラがさくらを支えたときの絵がフラッシュバックして止まらないのだ。

（男ってああいうのが好きなんだよね。守ってやりたい的な、待ってるだけの女）

　自みずからと比ひ較かくしてヤサグレながら、ミサはぶっきらぼうに返した。

「なんだっけ？」

「だから──、そういうの、何かあったときのために、いつどこでどういう被ひ害がいに遭あったか、ちゃんとメモっておいた方がいいんっすって」

　言われて直前の会話を思い出す。

『そういうの』というのは、ミサが本もと山やまから受けた一連の被害──薬物混入、社内での仕打ち、ストーカー被害などである。

「その情報どこから？」

「島しま田ださんに聞いたんすよ」

「島田さんに話したの!?」

　人のプライベートをどういうつもりだ。ミサが眉み間けんに皺しわを寄せると、ウエハラは肩かたをすくめた。

「さすがに名前は出さないで概がい略りやく話しただけっす。犯罪がらみだし、詳くわしい人の話聞いといた方がよさそうだったんで」

　意外に常識人だ。そして、あのあとも対策を考えてくれていたのかと驚おどろく。多少機き嫌げんが直り、声こわ色いろを柔らかくしながら、ミサは続けて尋ねた。

「島田さんはなんで詳しいわけ。ストーカーにでも遭った？　遭いそうだよね」

　島田にはなんとなくつけ込こみやすそうな雰ふん囲い気きがあったことを思い出しながら、ミサは言った。

　だが、ウエハラは否定する。

「いや、あの人基本的に育ちがいいから、そういうのないみたいっすよ。……じゃなくって、弁護士の知り合いがいるんすよ」

「弁護士……ねえ」

「あれでもＫ大卒だし。知り合いのレベルもやっぱり高いっすよ」

　ミサはふうんと呟つぶやいてナンを千切り、ホウレンソウのカレーに浸ひたす。

　ぱりぱりに焼けたナンはまだ熱々だ。火傷やけどしそうで、左右の手に持もち替かえながら口に運ぶ。

　カレーは辛からさを選べたのでミディアムにしてもらったが、ほどほどに刺し激げきがあるもののまろやかな味だった。

（美お味いしい、んだけどなあ）

　おごりで美味しいものを食べているというのに、気持ちが乗らないのは一体なぜだ。ミサは腑ふに落ちない。

　黙もく々もくとカレーを食べるミサに、ウエハラがふと言った。

「紹しよう介かいしてとか言わないんすねえ」

「は？　何を？」

「弁護士。島田さんと同窓だから、Ｋ大卒だし、独身っすよ？」

　そういえばとミサは眉まゆを上げた。

　Ｋ大──旧帝国大学卒の弁護士。高学歴、高収入だ。以前は食いついていた優良物件のはずだけど、なぜか心が全く躍おどっていなかった。

　そんなミサを不思議そうに見ながら、ウエハラは続けた。

「他にも知り合いに医者の卵とかいそうじゃないっすか？　結けつ婚こんして仕事やめられる──確か、そういうのが条件なんすよね？　面めん倒どうな職場みたいっすし、どうせ仕事も腰こし掛かけだろうし、ならいっそ、そんなとこ辞やめて、真しん剣けんに永久就職目指せばいいんじゃないっすか」

　ニタニタと笑われて、胸が重みを増す。胃が急に縮んで、飲み込んだカレーが暴れ出す気がした。

　今のウエハラの言葉の何かが──いや、今言われた言葉すべてが凄すさまじく不快だった。

（何それ。わたしは悪くないのに、辞めろ──逃にげろって？　あと……腰掛けって、確かにそうだけど……なんか、あんたに言われるとめちゃくちゃ不ふ愉ゆ快かい）

　何より不愉快だったのは、彼がミサを厄やつ介かい払ばらいしようとしているように感じられたことだった。弁護士に医師、美味しそうな餌えさで釣つって、ポイ、だ。

（あー、やっぱりあんたもか）

　なんとなくウエハラだけは違ちがうような気がしていた。

　助けに来てくれたり、相談に乗ってくれたり。真ま面じ目めにミサに向き合ってくれていたような気がしていたのに──裏切られた気がして、ミサは落らく胆たんを隠かくせなかった。

「──帰る」

「は？　なんすか突とつ然ぜん。話の途と中ちゆうだし、まだカレー残ってるっすよ。もったいねえ」

「なんか馬ば鹿かにされて不愉快だから。腰掛け？　言っとくけど、わたし、結婚しても働くつもりだし」

　虚きよ勢せいを張るが、ウエハラにはお見通しな感じだった。

「そうなんすか？　前はそんなこと言ってなかったっすよ？」

　一体自分は何をしゃべったんだと、ミサは己の口を呪のろう。

「うるさい。たとえそうでも、あんたに言われるとムカつく」

「あー……相変わらず、ホントめんどくさいっすね。じゃあ、百歩譲ゆずってあんたの言う通りだとして、あんたはこれからどうしたいんすか。好きでもない仕事を、男のために続けるんすか？」

「す、好きでもないってなんでわか──」

　思わず声が上ずったところを、バッサリ遮さえぎられる。

「うちの社長とか島田さんとか片かた桐ぎり、いや島田──ああ紛まぎらわしいな──嫁よめの方とかと比べりゃ簡単にわかるっすよ。あの人たち、仕事好きでたまらねえって顔してるし。あんたも、もっと自分に合った場所を見つけるべきだと思う。今みたいに無理して自分を見失ってるから、何もかも空回りするんすよ」

　いちいち言われることがもっともすぎて、反はん撃げきの言葉がもう見つからない。

　しかもさくらと比べられて、余計に頭にきた。

　口を開くと『うるさいうるさい！！！！』と怒ど鳴なり散ちらしそうだった。

　ミサが無言で立ち上がると、ウエハラはムッとした。

　ミサは自分の分の代金をテーブルに置く。たとえおごりだとしても、こんな話にいつまでも付き合っていられないと思った。

「さっきの忠告は聞いておいた方がいいっすよ。それから……忘れ物っす」

　ウエハラは店員を呼びつけ、カレーを包むように言っている。

「ちょっと余計なことしないでよ」

「もったいねえだろ。あんたが食わねえと誰だれにも食われずに捨てられるんだよ。頼んだんなら、最後まで責任持ってちゃんと食えよ」

　真面目な声と真しん摯しな口調にはっとしてウエハラを見ると、彼は顔から軽けい薄はくさを捨て去り、静かに怒おこっていた。

　いつも彼を取り巻いているのらりくらりとした空気はどこへ行ったのだろう。この間の電話での言葉も蘇よみがえる。初めて見た男のようで、どくんと胸が跳はねる。

　そして、ウエハラの目の中の落ち着いた光に、ミサは自分が幼いこどもに戻もどったような心地ここちになり、固まる。

（……ってなんなの、偉えらそうに説教しないでよ……！）

　喉のど元もとまで文句が出ていたけれど、あまりにまっとうに叱しかられたせいで口が開かなかった。

　それに正論にムキになって反論するのは、こどもがやること。大人がやると逆ギレみたいでみっともない。

　ミサが黙だまり込んでいると、ウエハラは包まれたカレーと自分の鞄かばんから取り出した紙かみ袋ぶくろを差し出す。

　中身は確かめずともわかる。あれだ。

　ムッとしながらひったくると、ウエハラは立ち上がったミサをじっと観察する。

　今度は何を言われるのだろう、もう怒られるのは嫌いやだ──とミサが構えると、ウエハラはにやりと笑った。

「でも……それ、要いらないんじゃないすかね？　そのかっこの方があんたらしくて可か愛わいい。似合ってると思うっすよ」

「なっ」

　説教から一転した言葉に、かあああと頰ほおが赤くなるのが自分でわかり、ミサは動どう揺ようした。

（な、なななな）

　可愛い──今まで何度も聞いた褒ほめ言葉だ。なのに、胸をひと刺さしされたかのようだった。怒られて弱ったところだったから、余計に深く切り込まれた感じがした。

（そういえばこの間も普ふ通つうに『めっちゃ可愛いっすよ』とかなんとか言ってたような）

　思い出すとさらに顔が赤くなった。

　なんなのだ、これは。こんな感覚をミサは知らなかった。

　気がつくと、さっき感じていた不愉快さが軽減されている。

（なんなの、これ！）

　思い当たることはあるのだけれど、ミサの理性が全力で否定しにかかった。

　とにかく今はここから逃げたかった。一人で落ち着いて考えたかった。

「そ、そう」

　何か言い返したいけれど、結局何も出てこない。

　モゴモゴと言葉を詰つまらせたまま、カレーと忘れ物を手にして、ミサは逃げるように店をあとにした。
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　途中のコンビニでワンカップの焼しよう酎ちゆうを買ったミサは、自宅に戻るなり栓せんを開けて一気にあおった。オヤジが入っていると言われようと今は構わない。このくらいじゃないと酔よわないのだ。

　そうしながら、惑まどわされるか！　と必死で自分に言い聞かせているうちに、だんだん、ウエハラが垂れた説教の方に腹が立ってきてしまった。

　そうだ。やっぱりあの男はいけ好かない。可愛いと言われたくらいじゃ心は許せない！

「腰掛け？　は。どうせ、意識低いですよーだ」

　焼酎がようやく胃に届く。腹が焼けるのが心地よい。

　わずかに酔いが回ったミサは、殺風景な壁かべに向かって話しかける。返事はもちろんない。

「でもさー……、しょうがないじゃない」

　しん、とした部屋に、ぽつりと弱音が漏もれる。

　女子大英文科内で、華はな々ばなしく内定一番乗りを果たし、総合職で入社したミサだったが、初年度に激務で体を壊こわしたのだ。

　チーム内で一人足を引っ張っているのがわかったから、上司に勧すすめられた一いつ般ぱん職への転てん換かんに素す直なおに応じた。

　仕事内容は総合職──営業職の補ほ佐さ。電話対応や資料作成、データ入力などだ。上から指示されることをするばかり。

　総合職の彼らのようにノルマはないが、その分張り合いはない。

　かつての自分の仕事──男たちの仕事を身近で見られるからこそ、余計に物足りないと燻くすぶっている。

　ミサの知り合いは多分ミサがまだ総合職についていると思っている。わざわざ説明しようとも思わない。落らく伍ご者である自分を自ら晒さらすことができるほど、傷は癒いえていなかった。

「だから、しょうがないじゃん」

　ミサは健康を理由に前線を早々と離り脱だつしたが、女が仕事と家庭を両立するのはやっぱり難しい。家庭を持ったあとに全国の支店や営業所を転々とするのは厳しいし、別の形でのリタイアが待っているのも目に見えていた。

　仕事も家庭も全部を手に入れるなんて、欲張りすぎなのだ。

　ならば、ミサは仕事を諦あきらめ、最初から家庭を選ぶ。そういう選せん択たくがあったっていいと思った。

「それの何が悪いんだよ。大体、好きな仕事してる人間なんて、ほんとに一ひと握にぎりだよ」

　そう呟きながらも、ミサは羨せん望ぼうが胸から溢あふれて唸うなりたくなる。

　さくらが羨うらやましい。何よりウエハラが羨ましい。

　社長、島田、さくらが、と言っていたが、その誰よりもウエハラ自身が仕事を好きだと気づくのは容易だった。

　だから彼は、よりよい結婚のためという、不純な動機で就職しているミサの行動にとことんケチをつけるのだ。

（あー、なんか、悔くやしい）

　何が悔しいのかわからない──いや、単に傷を抉えぐられそうで考えたくないだけなのかもしれない──けれど、悔しすぎて喚わめき散らしそうだった。

「あ──！　もう、ホント、余計なお世話だよ。どうしてくれるんだよ、仕事辞めたくなったし！」

　悔し紛れに『あんたのせいで仕事辞めたくなった。どうしてくれる』とメールを送る。

　もちろんウエハラにだ。

　責任取れと書こうかと思ったが、取ったら最後、あの男はさらに恩着せがましく、偉そうにするだろう。少し想像しただけでも腹が立つのでやめておく。

　返事は見たくなかったから、すぐに電源を切る。そして、ノートパソコンを開いて、ミサはハローワークのＨＰにアクセスする。

「んー……営業って、大分類は販はん売ばいか」

　ぶつぶつ言いながら検けん索さく条件をおおまかに入力すると、いくつかの企き業ぎようがヒットした。

　条件はそれほどよくない。就職して二年目だと、新人より条件が悪いかもしれない。ミサは眉をひそめる。

　何より、

「あー……なんかやっぱり逃げ出すみたいでヤだな」

　プリンタで求人情報を打ち出しながら、もう一つタブを開くと、検索窓に自社の名前を入力した。

　そしてヒットしたトップページで営業店のリンクをクリックすると、そこにあった支店リストを手帳にメモする。

「やられっぱなしとか冗じよう談だんじゃない。もう一いち撃げきくらい食らわせないとやっぱり気が済まない」

　ぽつりと呟くと、ミサは残りの焼酎を飲み干した。
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　スマホが唸った。ポケットから取り出してじっと眺ながめたあと、上原はぽつりと呟く。

「素直なんだか素直じゃないんだか、……わけわかんねえ。ってかおれ、何やってんだろ」

　はあ、と大きくため息をつくと、彼はベッドに寝ね転ころがってストレージアプリを立ち上げる。ひっそりとフォルダに入れた写真を開き、見つめた。

　一枚、二枚とスワイプする。

　一枚目は酔っぱらったミサがピースサインをしてご機嫌な写真。

　二枚目は、酔って例のご高説をたれている写真。

　そして、三枚目は──。

　これを見るときは、いつも頰が緩ゆるまないようにする必要があった。

「これ、ホントに、あの女と同一人物かよ」

　愚ぐ痴ちにも似た言葉と共に、胸の底から、今度は多少熱の籠こもったため息が漏れた。

　もう一度メールを開く。文面には彼かの女じよらしさが全面に出ていて、耳の傍そばで、あの甲かん高だかい声で怒鳴られている気になる。

「どうしてくれる、か。そーいうときは、『責任取れ』って言ってくればいいんすよ」

　いくら踏ふみつけられても、限界まで人に頼たよろうとしない。

（今時一いつ匹ぴき狼おおかみかよ。ダセえ）

　誰にも頼らずに一人で戦おうとするミサに、苦笑いが漏れた。

「──あの女、くっそ可愛くねえ」

　それが彼女らしいと言えばらしいのだが。

　ふと思いついたことがあって、上原は電話をかけた。

「あ、島田さん？　確か、この間ＳＨＩＭＡＤＡに来たとき言ったっすよね？　ほら、──」

　島田と相談しながら、上原は自分も大たい概がいダサいと自じ嘲ちよう気味に笑った。
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　情報収集は得意中の得意。

　コピー用紙を机に広げると、ミサはペンを握にぎる。

　そして記き憶おく力を総動員して、本もと山やまとの会話、社内の彼かれの噂うわさ話ばなしを蘇よみがえらせ、彼が移転してきたルートを書き出す。

　そして棚たなにあったファイルケースを取り出す。そこには新人研修のときに集めまくった名めい刺しがきれいに配置されていた。

　氏名と配属先の連れん絡らく先、それから入社後すぐに個々に与あたえられた社内メールアドレスが印刷されている。

　そして、名刺の隅すみにはミサの手書きで彼らの配属先、プライベートな携けい帯たい番号とメルアドが書かれている。図ずう々ずうしくも、同期入社全員分。いつか武器になると信じて取っておいたけれど、今がそのときだと思った。

「んー、Ｏ支店、Ｋ営業所、それからＨ支店……。でも、最近のとこじゃないとダメか」

　新人の頃ころ作った伝つてはやはり役に立った。

　総合職で全国を転々としている同期には、本山が勤務していた支店や営業所に配属になっている者がいたのだ。

　なんとか接せつ触しよくがありそうだったのは男の同期三人だった。他た愛わいない近きん況きよう報告を大量に書くと、ミサはその中にひっそりと質問を交ぜ込こんだ。


『そういえば、本山さんっていたでしょ？　かっこいいから気になるんだけど、あちこちに彼女いるって聞いて……ホント？』



　多少わざとらしくとも構わない。

　彼らのミサに対する印象は、本山、高たか階しなと同じく『男好き』に決まっている。腹立たしいが、今はそれが使えることを喜ぶべきだ。

　そして男というのは、男だけで集まると決まって下ネタに走る。一度や二度そんな機会はあっただろう。何か聞いているに違ちがいなかった。

（頼たのむから、かかれ！　三匹びきのうち、一匹ぴきでいいから、かかれ！）

　餌えさをまいたら、あとは大物が釣つれるのを地道に待つしかない。

　祈いのりながらメールを送信したミサは、翌日、案外早くパソコンにやってきた朗ろう報ほうを開いてにやりと笑った。


『おれの元カノが、本山さんと付き合ってたんだ。まー、それ聞いて引いちゃって、別れたんだけどさ。おせっかいかもしれないけど、不ふ倫りんはやめておいた方がいいと思う。しかも相手があの人じゃ、全く報むくわれないし』



　ミサの予想に反して親切なメールは、柿かき田たという同期から送られたものだった。

　柿田は真ま面じ目めで地味だったという記憶しかない。当時のミサのターゲットから逃のがれていたのはそのせいだろう。

　彼は今Ｏ支店に勤めていて、本山は彼と入れ違いに出て行ったらしい。そこで、見つけた年上の彼女が本山の手つきだったそうだ。

　元カノに話を聞きたいからどうしているかと聞くと、まだ同じ支店の別部署で働いているそうだ。

　ミサは彼女の社内メールアドレスを教えてもらうと、何度も『あの人はやめておいた方がいい』と訴うつたえる柿田に丁てい寧ねいに礼を言う。

　同期の男は頼たよりないなどと言っていたが、案外捨てたもんじゃないなあと、眼鏡めがねの曇くもっていた自分への反省を込めて。

　そして柿田の元カノに個人的なメールアドレスを添そえてメールを送る。本山に復ふく讐しゆうしたくないかという誘さそいだ。

　だが、返ってきたのは考えさせてという返事だった。ミサはがっかりしつつも辛しん抱ぼう強づよく情報を集めることにした。

　すると、本山はどうやら各地で問題行動を繰くり返かえしていたらしく、別口からぽつぽつと情報が届きはじめた。

　最低でも三人の女性が被ひ害がいに遭あっていたが、彼女たちは皆みな、ミサに協力的とは言えなかった。

　それはそうだ。不倫が明るみに出れば、自分にも傷がつく。

　もし社内で噂になれば、本山は既すでに異動になっているから、同どう僚りようの白い目を一人で耐たえなければならない。

　それに断りきれなかったという落ち度がある、と彼女たちは口をそろえたが、あのしつこさから逃れるのはとても大変だということを、ミサだって身をもって知っている。

　だからこそ、反撃したいとミサは思うのに。

（ねえ、泣なき寝ね入いりとか、悔くやしくないわけ？）

　ミサは悔しくてたまらない。自分は被害といっても未然に防げたが、彼女たちは本当の意味で被害者なのに。

　ここでミサが何もせずに辞やめたら、あの男は何食わぬ顔でまた不倫を繰り返すのだろう。世に害虫が蔓延はびこったまま。それがたまらなく悔しかった。

　数日かけたリサーチもすべて無む駄だになり、ミサは放心しかけた。

　だけど、やっぱり諦あきらめきれない。理り不ふ尽じんに負けたくはない。

「何か、何か、いい方法……」

　呟つぶやきながらインターネットでリサーチを続けるが、ネットでの調べものには限界があった。

　情報が溢あふれる便利な世の中にはなったが、どの情報が正しいのかを見み抜ぬく目を、自分が持っているかというと、自信はない。やはりアナログの力は侮あなどれない。

（ここはやっぱり専門家、かぁ）

　ウエハラに弁護士を紹しよう介かいしてもらえばよかったのかもしれないとちらりと思ったが、それはいろんな意味で面おも白しろくない気がした。

（あいつは絶対図に乗るし、それに、また高収入、高学歴に釣られたとか思うんだろうし）

　不ふ愉ゆ快かいさに顔をしかめた直後、ミサは自分の思考に何か違い和わを感じて首を傾かしげた。

　そのとき、視界の端はしに手帳が映る。これもアナログか──と苦笑いしながら、何気なく手帳を開いて「あ」と、ミサは声を漏もらした。

「『何かあったとき』って、もしかしたら、こういうとき？」

　半信半疑で書きつけたメモ。

　本山に受けた被害。それから、本山が漏らした言葉を、思い出せる限り書き連ねていたのだ。

　読み返してみると、胸の中でするすると何かが繫つながっていく。

「…………そっか、その手があるか」

　ミサは今度は自社パンフレットを取り出して、本社の役員をチェックする。

　つ、と記憶を元にある名前をなぞると、ミサは口くちの端はを持ち上げた。

「弱点、みっけ」

　そうだ。上司が当てにならないのならば、別の切り口で攻こう撃げきすればいい。

　これならば、ミサの持つ武器だけで戦える。

　ミサは別のリサーチに移るが、目的達成のために手に入れておいた方がいい物に気がついた。

（捨てたかなあ、さすがに。……連絡取りづらいけど、しょうがないか）

　前に送ったメールへの返事は来ていない。返事に困ったのかもしれないが……拍ひよう子し抜ぬけだった。

　小さくため息をつくと、スマホを立ち上げる。そして、メールを送った。


『欲ほしいものがあるんだけど。あれ、まだ持ってる？』
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「あれねぇ……」

　自宅のベッドでゴロゴロとしていた上うえ原はらは、頭を搔かきながら起き上がる。

　そして冷蔵庫へと向かうと、遮しや光こうフィルムで厳重に保護してあるペットボトルを取り出した。

　それを手に、おもむろにパソコンを立ち上げると、検けん索さく窓に「薬品　成分分ぶん析せき」と入力する。

　ヒットしたのは国民生活センター。どうにも、犯はん罪ざい臭しゆうのしない健全そうなサイトに不安を覚える。

　一応ＵＲＬをメモ帳に控ひかえ、さらに検索を続けると、ある鑑かん定ていセンターに辿たどり着ついた。

　科学分析を一いつ般ぱん人じんからも受けつけている。

　鑑定例を見ると、ワイシャツの口紅から浮うわ気きの証しよう拠こを得る、などという、結構俗な鑑定もやってくれるようだ。

　サイトをさらに読み込んでいると、酒に混入された薬物を調べるなどという例も書いてある。一いつ瞬しゆん、気分が高こう揚ようする。だが、問題は料金だった。

　三十万という料金にさすがにため息が出る。ボッタクリというわけではないのだろうけれど、それにしても高い。

「これはさすがにきついな」

　ぽんと出すには躊躇ためらう金額だ。

（分析する気か？）

　上原はこめかみを揉もむ。この結果とワインバーの店員と上原の証言があれば、社会的制裁を加えられるだろうか──。

　考えたけれども、やはり未み遂すいである以上、法律で裁くことは無理のような気がした。

　そして法で裁けない以上、結局はうやむやにされてしまう可能性は大きいと思う。

（あいつ、どうする気なんだ？）

　無む鉄てつ砲ぽうな女だけに、不安だけが積み重なる。

（頼たのむから……頼たよってくれよ）

　そうすれば、もっとはっきりと協力できるのに。

　けれど、彼かの女じよは意地でも上原などを頼ることはないだろう。

　最初が最初だ。払ふつ拭しよくするには時間がかかることは覚かく悟ごの上。長期戦を挑いどむつもりだったのだ。

　鬱うつ屈くつしそうになった上原だったが、即そく座ざに頭を切きり替かえる。

　卑ひ屈くつになっても、何もいいことはない。いつものように、状じよう況きようを読み、持てる武器で戦うだけだ。

　上原はペットボトルを横目にメールを送る。ただでこれを渡わたしてやるわけにはいかなかった。

（話さないんなら、話させるまで）

　それでも話さなかったとしても。そのときは、再び、対策を考えるのだ。
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　その日は土曜日だった。

　昼食前の時間帯、街中のおしゃれなカフェはブランチに勤いそしむカップルなどで賑にぎわっている。

　待ち合わせの時間通りにやってきたウエハラに、ミサは開口一番「ホントに持ってるの？」と疑いの眼まな差ざしを投げた。

　今日の彼かれは、きれいな色合いのマドラスチェックのシャツにジーンズという出いで立たち。ダークスーツを見慣れていたせいもあるが、薄うす着ぎだと広い肩かた幅はばがはっきりして、妙みようにあか抜ぬけて見えた。

　やはりきちんとアイロンがかかっていて、清潔感がある。視線を下ろすと、足元は紺こん色いろのスニーカー。

　背が高い男は、足も大きいらしい。ミサの足が左右二つとも入るのではないかと思えた。

　そこまで見て、ミサは我に返る。

（あ──またもやフツメン観察をしてしまった……）

　動どう揺ようするミサに、

「こんなこともあろうかと、冷蔵庫に入れて取っておいたっす」

　どこか誇ほこらしげなウエハラは、テーブルの上に紙かみ袋ぶくろに入ったペットボトルを差し出した。

　それにはオレンジ色の液体。本山が睡すい眠みん薬やくを入れたスクリュードライバーの飲み残しが入っていた。

「でも、ほんとにやるんすか？」

「やられっぱなしじゃ悔くやしいから。わたしがキャリアをリセットするのに、あいつだけがのうのうと昇しよう進しんするのだけは許せない」

「まー、気持ちはわからないでもないんすけど……いまいちじゃないっすか、その案」

　ミサの作戦はメールで簡単に説明済みだ。根掘ほり葉掘り聞かれて鬱うつ陶とうしかったが、教えないと渡さないと言われたのだ。

　ウエハラはミサが欲ほしいものを渡すことには応じたが、作戦の実行にはいい顔をしなかった。

「いまいちじゃないよ。大だい丈じよう夫ぶ。これはあくまで添そえ物ものだし」

「でも相手が悪いと思うんすけどね。大体一人で乗り込むつもりとか……それよりはまだ、大人しく告こく訴そした方がましじゃないすか」

「あんたが言ったんだよ。悪いことしようって考えてるだけじゃあ、罪に問えないって」

「まあ、そうなんすけど、弁護士にちゃんと相談したら別のやり方がありそうじゃないっすか」

「予算オーバーなの。今回の件は、お金払はらってもスッキリするだけで、見返りはないんだし」

「それもそうなんすけど、中ちゆう途と半はん端ぱに攻せめると、逆に攻め込まれるっすよ」

　渋しぶるウエハラを見ていると不安になってくる。

　いい思いつきだと思っていた分だけ、穴があるような気がして心細くなった。だとしても、他にいい案も思おもい浮うかばないのだ。

　ウエハラは何か言いたげにこちらを見つめている。やめろと言いたいのだろうか。心配そうな顔に、心細さが膨ふくらむ。

　思わず「心配なら、ついてきて」などと頼みそうになるけれども、彼に縋すがるのはどうしても自尊心が許さなかった。

「とにかく。あとは自分でなんとかするから。ええと……それ、ありがとう。じゃあ」

　立ち上がったミサは、またね、と言いそうになって、ふとある思いが頭をよぎった。

（あ……もう会う理由、ないんだった）

　それはそうだ。ウエハラとは最初は被ひ害がい者しやと加害者だったけど、それももう曖あい昧まいだし、会社も違ちがうし、友達でも、もちろん恋こい人びとでもないし……つまり関係はもうないのだ。

　用事がなくなれば、会う理由も全くない。

　ミサは急激に落ち着かなくなる。ウエハラに会う用事が何かなかったかと頭の中を探さぐる。

（あ、そうだ。写真のこと──）

　辛かろうじて思いついたが、それを口に出すならば、削さく除じよを要求すべきだろう。

　そして写真が消えれば、ミサはもうウエハラに用はない。完全に縁えんが切れてしまう。

（いいんだよ。それでいいんだって。やっとお別れだし。清々する）

　ミサの一人がそう訴うつたえるが、もう一人のミサは諦あきらめきれない。必死で心の中を探っていた。

（他、他は何かなかった？）

　ミサがウエハラに会わなければならない理由。あるいは、ウエハラがミサに会わなければならない理由。

　どっちかをでっち上げることができれば──。

　ミサは必死で考えた。だけどどうがんばっても何も出てこない。

「じゃあ──」

　立ち上がってしまった手前引っ込みがつかず、気き丈じようにさよならと言おうと思ったが、言葉が喉のどに詰つまった。

　どうしてもそのひと言が言えないまま、ミサは無言でウエハラに背を向ける。

　何か、胸に込み上げるものがあって、ミサはそんな自分にひどく戸と惑まどう。

　だが、

「待てよ」

　引き止められて心臓が跳はねた。ウエハラの物言いたげな目がじっと見つめてくる。

「な、何？」

　真しん剣けんな顔に何か期待してしまう。ウエハラが何かいちゃもんでもつけてくれたら。そうしたら、まだ縁を切らなくて済む。

　知らず期待で胸が膨らんでいくのがわかる。

　ミサが食い入るように見つめていると、ウエハラはやがてにやりと笑ってペットボトルを指差した。

「それのお礼に昼メシくらいおごってくんないんすか？」
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　なぜ昼ご飯をおごってあげているのをこんなに喜んでいるのか、ミサにはわからなかった。

　いやもう認めてしまえ、とどこかでもう一人の自分が叫さけんでいるが、認めるわけにはいかない。

　だって彼はフツメンだ。背だけはクリアしているが、顔も職業も年収もミサの好みからはかけ離はなれている。

（こんな男で妥だ協きようするわけには──）

　ここで折れれば妥協と考えている時点でダメな気がした。

　こと恋れん愛あいに関しては妥協などという言葉は、ミサの辞書には載のっていないのだ。

　しかも、彼の気持ちが全く読めないところが痛い。タチが悪い。

　ウエハラが少しでも気があるそぶりでも見せれば、まだいい。

　だが、これまでの行動を思い返すと、口を開けば基本はダメ出し。とてもじゃないがミサに好意があるとは思えない。

『友達になってあげてもいいけど』

　そう切り出す自分を想像してみたミサだが、

『は？　冗じよう談だんきついっす。なんであんたみたいな性しよう悪わる女おんなと』

　そんな図がまざまざと浮かび上がる。ほぼ百％想像通りの答えが返ってくると思えた。

『つ、付き合ってあげても──』

　要求を吊つり上あげた場合も当然同じ答えが──いやもっとひどい言葉が返ってくる気がして、それ以上の思考をミサは切り捨てた。

（ダメだ。絶対無理）

　ブルリと震ふるえる。どんな拒きよ絶ぜつの言葉もミサの心を玉ぎよく砕さいさせる可能性が大。そんなの、プライドが許さない。

　ミサが考え込んでいると、ウエハラが焼きたてのパンを皿に山盛りにしてきた。彼は皿を置くとすぐさま別の料理を取りに行く。

　このカフェはランチ時にはバイキングを行っている。女性客に人気の店なだけあって、ウエハラは確実に目立った。

　女性客よりも頭二つほど背が高いウエハラは、人の行く手を遮さえぎることなくすいすいと泳ぐようにテーブルの間をすり抜け、迷いなくバランスよく食べ物を皿に載せていく。その姿が妙にスマートに見えて、ミサはどきりとする。

（あれ、もしかして、ウエハラって結構イケてたりする……？）

　好みから外れて、眼中になかったからだろうか。最初に会ったときの印象が最悪で、色眼鏡をかけて見ていなかっただろうか。

　息を吸って目を閉じる。偏へん見けんを捨て、目を大きく開いてウエハラを見つめる。

　皿が小さく見えるのは手が大きいからだろう。手が大きいのは、体が大きいから。そしてその大きな体の中の心は──もしかしたら、驚おどろくほどに広いのかもしれない。

　ウエハラはまめまめしくミサの皿にクロワッサンを二つ載せる。三種類のサラダを丁てい寧ねいに取り分け、カフェラテを運ぶ。

「最初はこんなもんか。他、なんかいるっすか？」

　問われて、ミサは黙だまって首を振ふった。

　いや、声が出なかったのだ。先入観を取り払ってみると、目の前のウエハラが別の男のように見えていたのだった。
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　食事の時間は瞬またたく間まに過ぎた。二人分の会計を終え、表に出るとアスファルトと排はい気きガスの臭いが、身に染しみ込んだクロワッサンの甘あまい匂においを台無しにした。

　燦さん々さんと降り注ぐ日光は、地面に乱反射して紫し外がい線せんという凶きよう器きとなる。

　穏おだやかでほんのり甘い時間が一瞬で終わるのを感じ、また先ほどと同じことで悩なやみはじめたミサだったが、その悩みはウエハラのあまりにも軽いひと言で終わった。

「じゃあなー、おれ、会社寄ってくんで。ごちそうさん」

「ああ、うん」

　それっきり、ウエハラはミサを一度も振り返らずに西通りの方へと消えていく。

　やがて彼の着ていたマドラスチェックのシャツも見えなくなり、ミサは見送るのをやめてビルの壁かべに寄りかかる。

　あまりにも簡単に食事が終わってしまった。呼び止められたときに期待した分だけ、落らく胆たんがひどく、途と方ほうに暮れていた。

　今までだって次の約束などしなかったが、今回は完全に次がないというのに、「またね」のひと言もなかった。

　ウエハラを見送ったときの笑え顔がおを張りつけたまま、ミサは打ちひしがれる。

「んな、告ったりしなくていいからさ。また、飲みに行こうくらい言えばよかったんだよ……あほか」

　そんな普ふ通つうの誘さそい文句が今さら出てきて、なんだか泣けてくる。

　どれだけテンパっていたのか、その理由がなんなのか、さすがにもう誤ご魔ま化かしようがなかった。

　ちょっと手を伸のばすだけだったのに、ちっぽけな勇気さえ出せなかった。

　何を言っても彼なら気にしない、そんな気の置けない関係ではなかったのか。

　いつから彼に対してこんなに臆おく病びようになってしまったのだろう。

　ミサは後こう悔かいの海に沈しずみそうになった。
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　それでもミサは自みずから立てたスケジュールに押おされるようにして、翌週半ば、東とう京きようへ向かって飛び立った。

　有給を取って、本社に突とつ撃げきである。

「なんだかいづらいんです」

　と言うと、事なかれ主義の上司、川かわ瀬せは勝手に退職前の有給消化かと勘かん違ちがいして、あっさり頷うなずいたし、面会相手のアポイントも既すでに取ってある。

　アポなし訪問も覚かく悟ごしていたが、本もと山やまの女性関係についてと含ふくませると、相手は態度を変えた。忙いそがしいだろうに、時間を割さいてミサに会ってくれることになったのだ。

（それにしても……）

　古い喫きつ茶さ店てんの窓から、ビルでできた林が見えた。中でも特に目立つ自社ビルを見上げる。

　ミサの勤める支店も大きいが、さすがは本社ビル。風格が違った。

　背負う歴史の醸かもし出す迫はく力りよくに負けそうになりながらもミサは黙だまって待った。

　上品なクラシックが流れる中、チッチッチッ……と時計の秒針が微かすかな音を立てて進む。

　スマホでメールをチェックする。

　約束の時間まであと五分といったところで、入り口のドアが大きく開く。現れたのは会社のパンフレットを持つ初老の男。

　ミサは立ち上がり頭を下げた。

「初めまして、本山部長」

　彼かれは、本山の義父。本山は本社勤務時代に、彼の娘むすめに見み初そめられて婿むこ養よう子しに入っている。──つまり、立場がとても弱いと思われた。

「忙しいのでね。手短に頼たのむ」

　本山の父は、あたりを見回し、社内の人間がいないかを確かく認にんしている。そして、顔見知りの不在にほっとしたようにソファに腰こし掛かけた。

「はい。では早さつ速そく」

　ミサは、例のペットボトルを取り出し、まずは自分が受けた不ふ倫りんの誘さそいに始まるストーカー被ひ害がいを話した。そして、他の営業所にも数名の不倫相手がいることを告げる。

　難しい顔をしていた本山部長だったが、ミサの話を聞き終えたあと、ひと言言った。

「話にならんな。証しよう拠こがないだろう」

「え？」

　ミサは目を見開き、耳を疑った。

「証拠もないのに弾だん劾がいすれば、私が娘に家庭に波なみ風かぜを立てたと恨うらまれるだけで終わる。それは困るんだよ」

「ご自分のお嬢じようさんが裏切られているっていうのに、そんな人ごとみたいな」

　呟つぶやくと、本山部長は喉のどの奥おくで笑う。

「君みたいな女性に、ふらっとする気持ちがわからなくもないからね」

　言われてミサは呆ぼう然ぜんとするが、やがてじわじわと理解する。

（ああ、そうか）

　この人も、本山と同じタイプの男なのか。

　これは予想外。予定外だった。まさか父親が娘より婿を選ぶとは思いもしなかったのだ。

「それに、私自身、罪もないのに嵌はめられそうになったことがあるからね。今は嫌いやだねえ、痴ち漢かんの冤えん罪ざいも多いし。男っていうのは本当に損だ」

　彼はさらに言うとテーブルの上の証拠物件、ペットボトルをちらりと見る。

　ねつ造品とでも言いたいのだろうか。ミサは足元の地面が突とつ如じよ消え、深い穴の中に落ちていくような感覚に陥おちいった。

（証拠……）

　せめて酒中の薬の成分を調べてもらっていれば。ミサは己の詰つめの甘あまさを思い知らされる。

（ウエハラの言うこと、聞いてればよかったってこと？　告こく訴そしてれば、多分警察の人が調べてくれたんじゃ……ほら、刑けい事じドラマとかで鑑かん識しきとか出てくるし）

　目の前が暗くなったときだった。

「──じゃあ確たる証拠があればいいんすよね？」

　聞き覚えのある声に顔を上げて、ミサは目を見開いた。

　ここにいるはずのない人間がいたのだ。

「な……なんであんたがここに」

「尾行つけてきた」

　さらっと言うと、ウエハラは自分のスマホを取り出してメモを開く。そこにはミサがしゃべった計画。日時と場所までしっかりメモされている。

　だけど飛行機の時間まではわからないと思っていた。だから情報を明かしたのだ。

「日帰りで格安航空会社ＬＣＣ使うんなら、便、限られるから」

「で、でも日帰りだとも、ＬＣＣ使うとも限らないよね」

「予算オーバーって言ったし。なら宿しゆく泊はくなしで、少しでも安いところ使うに決まってるっすよ」

　まるでドラマに出ててくる名めい探たん偵ていのようだ。少し感心したミサに、ウエハラがドヤ顔で笑ったときだった。

「君はなんだ？」

　怪け訝げんそうに本山部長が問う。

　ウエハラはさっと名めい刺しを取り出してテーブルに置いた。そして堂々と名乗った。

「はじめまして。上うえ原はら良りよう平へいといいます。青あお山やまさんは僕の恋こい人びとです。ずっと本山さんにつきまとわれて迷めい惑わくしていたのを知っていたので、証言しようと待機していたんです」

（な……なんて言った今）

　コーヒーを噴ふくのをこらえた自分を褒ほめ称たたえたい。

　ミサは咽むせそうになりながらウエハラを見上げるが、彼は微かに口くちの端はを持ち上げるだけ。涼すずしい顔を崩くずさない。

「そうなのか？」

　本山が煩わずらわしそうにミサを見る。ミサは、ウエハラが口裏を合わせろとでもいうように小さく頷くのを見たあと、「はい」と肯こう定ていする。

　ウエハラがミサが受けた被害を、彼の視点から同じように説明すると、部長は信しん憑ぴよう性せいがあると感じたらしく、先ほどより深刻な顔をした。

「だがね。私としても、家庭に無む駄だに波風を立てるのはね……」

　それでも渋しぶる部長を見て、ウエハラはスマホを立ち上げる。

　そしてボイスメモのアプリを立ち上げた。彼が再生ボタンを押したとたん、本山父とミサは同時に固まった。

『じゃあ、あんたはどうしてつきまとってるんすか』

　ウエハラの声に続いて聞こえてきたのは、

『そりゃ、貢みついだ分くらい元取らないともったいないからに決まってるだろ。この間の酒代、いくらだと思ってんだ』

　という本山の声だったからだ。

　ボイスメモはそれだけではなく、最初の準じゆん強ごう姦かん未み遂すいのときの、最低な台詞せりふのオンパレード。

『あんまりにも酔よわないんで、魔まが差しただけなんだ。だって、ワインとカクテルで十じつ杯ぱいとか、有り得ないし、まだ飲みそうだったし』

『歓かん迎げい会のときとか、すぐ酔ってたから、ちょろいと思ってたんだけどな』

『騙だまされたなあ。男好きで、尻しり軽がるで、すぐやらせてくれそうだったから、こっちでの現地妻にぴったりだと思ってたんだけど。びっくりするくらい最後のラインが堅かたいし』

「こ、これだけあったら、告訴できるんじゃ……」

　ミサが半ば呆然と呟くと、

「あんま詳くわしくないっすけど、薬入りの酒と合わせ技わざで可能かもしれないっすね」

　ウエハラは飄ひよう々ひようと頷く。

　そして、ミサの驚きよう愕がくよりも本山部長の方がひどいのは当然で。

「な、何が望みかね。か、金か？」

　刑事ドラマで、脅きよう迫はくされる被害者みたいなことを言い出した。

　ミサは笑いそうになるのをこらえると、にこやかに答えた。

「いえ、本山さんがしっかりと更こう生せいしてくださって、部長のお嬢様を含め、世の中の女性が心安らかに過ごせるようになれば、それで満足です」

　憤ふん怒ぬで赤くなった部長は、お手て拭ふきで額の汗あせをひとしきり拭いたあと、「その件は一度家に持ち帰らせていただく」と、連れん絡らく先を書いた名刺を置いて喫茶店を出て行った。




　ミサはしばらくぼんやりと本山部長の去ったドアをじっと見つめていた。

　緊きん張ちようが解けて放心状態だったのだ。

　ピピっと、誰だれかの時計が小さく電子音を立ててはっとする。ふと顔を上げると、ウエハラが黙ってミサの前の席に腰掛けていた。

　彼はミサと目が合うと、大きくため息をついた。

「──ほんとにアレでいいんすか？」

「どういう意味」

「さっき言ってたみたいに、弁護士使って、きちんとやれば、罪に問える可能性あるかもしれない」

　ウエハラは真ま面じ目めな顔でミサを見つめた。

「そうだね。今思えば、そうしてればよかったかもね。でもやっぱ面めん倒どうだし、弁護士ってなるとお金もかかりそうだし。大体、告訴できないって思ってたんだよ。あんな切り札持ってるとか知らなかった。……ってさっさと出してくれたらよかったんだよ」

「だってあんた、自信満々で人のこと頼たよる気なかったろ。ひと言、『手伝って』って言えばよかったんすよ。そしたら、いくらでも協力した。そのために録音してたんすから」

「あんたに借りを作るのが嫌だったんだよ」

「ほんっと可か愛わいくないっすね」

　ウエハラは呆あきれ顔だ。

　ミサも自分で自分に呆れる。

　ここまでしてもらってまだ意地を張っているなんてとんだ馬鹿だ。腹に力を入れると、ミサは深呼吸をした。そして、

「でも、ありがと。助かった」

　小さな声でそう言うと、ウエハラが目を丸くして、窓から外を見上げ「あ、雨降ってきた」と失礼なことを言った。

　ムッとしながらミサは外を見る。てっきり皮肉だと思ったが、ウエハラの言葉は本当だった。

　雨雲が西からどんどん流れてきている。先ほどより随ずい分ぶん暗くなっていると思ったら、既に時計は四時を指していた。

「……あー、もう帰らなきゃ」

　暗くなると家に帰りたくなるのは習性か。ミサがぽつりと言うと、ウエハラが尋たずねる。

「帰りの飛行機は？」

「まだチケット取ってない。時間どれだけかかるかわかんなかったし」

「ＬＣＣ使うっすよね？　なら、今からだと十七時三十分のやつ取れるっすよ。品しな川がわまで出ればすぐだし、急げば間に合う」

　ウエハラはスマホを操作しながらミサを促うながす。

「空席ありそう？」

「平日だし、二十時の最終便まで余よ裕ゆうっすよ」

　ウエハラは頷く。ミサは少し考えて答えた。

「じゃあせっかくだから、ちょっと観光して最終で帰る」

「そーっすか」

　ウエハラはそっけなく頷くと、あっという間に予約を完かん了りようさせる。どうやらミサの誘いを無視して、さっさと自分だけで帰るようだった。

　デートに誘ったつもりだったけれど、そんなにわかりにくかっただろうか？

（脈があれば普ふ通つう食いつくところだよね？　ああ、もう、わけわかんない……）

　ミサは腐くさる。

　しびれるほどにかっこよくミサを救いに来てくれたかと思うと、見返りも求めずに去ってしまう。

　思い返すとずっとそうだ。一体なんのためにミサを助けてくれるのかわからない。

　ミサのことを気にかけてくれているのは、ただウエハラが誰にでも親切なのか。それとも──。

　悶もん々もんと悩なやむミサの前で、ウエハラは空っぽのコーヒーカップを見やると「とにかくここにはもう用がない」と立ち上がった。会計を済ませ店の外に出る。

　ミサも続けて外に出て、ふと空を眺ながめた。

　灰色の空から、雨が音もなく降っていた。磨みがかれた大だい理り石せきでできた床ゆかに、しずくが落ちている。

　傘かさがいるな、そんなことを考えて憂ゆう鬱うつな気分になる。

　何より、ここでウエハラとはお別れだと思うと、気が滅め入いった。

　だが、ウエハラはミサを見下ろして尋ねた。

「観光ってどこ行くっすか？　スカイツリー？　それとも秋あき葉ば──ってあんたの柄がらじゃねえか。じゃあ、原はら宿じゆく？　代だい官かん山やま？　そっち系、おれ、全然わかんねえ」

　ミサはきょとんとする。

「え？　あんたは帰らないの」

「おれも最終で帰るし」

　彼は予約完了画面を見せる。

　てっきり一番早い便の予約かと思ったら、最終便だった。大人二名分──ミサの分の飛行機のチケットも一いつ緒しよに予約されていた。

「な、なんで一緒に帰ることになってるわけ」

　憂鬱から一転して、ミサがたじろぐ一方、ウエハラは涼しい顔だった。

「何言ってんすか？　恋人なら一緒に帰るに決まってるじゃないっすか？」

「こ、恋人!?　って、あれ、お芝居でしょうが」

　目を剝むくミサに、ウエハラは不敵に笑う。

「芝居にしたいんすか？」

　妙みように自信たっぷりの態度に、

「あんた……ど、どんだけ自分に自信があるわけ」

　強ごう引いんなのが許されるのはイケメンだけだ！　と呆れつつも、抗あらがえない。

　彼に振ふり回まわされるのはムカつくけれど、ここで意地を張って「芝居だ」と言ってしまうのももつたいない気がした。

（だけどね、わたしにもプライドってものがあるんだよ！）

　これほど邪じや魔まだと思ったこともないが、長年連つれ添そった自尊心は、そう簡単に捨てられるものでもないようだった。

　揺ゆれるミサは結局質問を返す。

「あ、あんたはどうなの。お芝居で終わるつもりなの」

　ここまで心に踏ふみ込こまれて、ひっくり返されたらもう立ち直れない。ミサは最後の抵てい抗こうをした。

　するとウエハラはやれやれと肩かたをすくめた。

「おれ？　わざわざ追いかけてきて、助けてやって──ここまでしてもわかんないんすか？」

　相手が普通の男ならば脈ありと見て、とっくに自分から告っているとミサは思った。

「あんたの場合、日ひ頃ごろの行いが悪すぎて、何考えてるかさっぱりわかんないっ。とんでもない罠わなを仕し掛かけられてる気がしてしょうがないの！」

　だから、はっきりきっぱりと言え、と目で訴うつたえる。

　するとウエハラはにやっと笑って身をかがめた。

（ま、まさか、こんなとこで何する気──）

　近づく顔に身を固くしたミサだったが、彼の唇くちびるはミサの頰ほおを掠かすめただけ。

　耳の傍そばで止まって小さく動く。熱い息が耳に触ふれるのと同時に、

「言ったら、あんたの最初で最後の男になれる？」

　耳元でとんでもないことを囁ささやかれてミサは硬こう直ちよくした。

「な、ななななな、何言ってるわけ!?」

　ミサが反射的に鞄かばんを振り上げると、ウエハラは「こえー」と巨きよ体たいに似合わない素す早ばやさで逃のがれた。

「傘買ってくるっす」

　彼はあっという間にいつもの調子に戻もどり、喫茶店の隣となりにあったコンビニに逃にげ込む。

　またもや、結論がうやむやになってしまって、ミサは地じ団だん駄だを踏みたくなった。

　どっちが先に言うかの我が慢まん比べみたいで、もどかしい。

　言ったら負けな気がするけれど、言わなければおそらくいつまでも平行線を辿る。

　白黒はっきりさせたいけれど怖こわい。苦しい。

　ミサはウエハラを追ってコンビニに入る。真っ赤な顔で大きな背中を睨にらむ。

（ってか、なんで知ってるわけ……！）

　いつか落とさなければならない男が現れたときのため──結けつ婚こんしてもいいと感じた相手が現れたときのためにミサが大事に取っておいた切り札。

　ミサははっとする。

　今までずっと相応ふさわしい男が現れないと愚ぐ痴ちっていたが……もしかしたら、ウエハラがその相手なのだろうか。

　ついに切り札を使うときが訪おとずれたのだろうか。

　今までのもろもろを思い出しつつ、今後のことを想像していると、異常に胸がドキドキしてきた。

　ミサはウエハラの息が触れた耳を思わず手で擦こする。感かん触しよくが残ってムズムズしたのだ。

　だが、それは本山などに感じたおぞましさではない。むしろ──。

（ときめいたとか、噓うそだよね!?）

　しかし体は熱を失わず、それどころかどんどん体温が上がっていく。体はミサの頭よりも随分正直者のようだった。
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「で、どこ行くっすか」

　傘かさを手に入れたウエハラは何ごともなかったかのように肩かたをすくめると、スマホをいじり始める。

（え、えっ……さっきの話のつづきは……!?）

　結論を出そうと身構えていたミサは、拍ひよう子し抜ぬけする。

「あんま時間ないし、天気も悪いし……んー、どこにしようかな──っと」

　彼かれはスマホをブラックアウトさせると、ミサの手を強ごう引いんに取った。

「は」

　いきなり手を包んだ熱に、ミサは仰ぎよう天てんして口をぽかんと開ける。

「な、なんであんたと手を繫つながないといけないわけ……！」

「いや、恋こい人びとなんだから当然っすよね」

　さらっと言われてミサは反応に困った。

　ウエハラがいつもの調子でヘラヘラとしているせいで、全く意い図とが読めない。

　結局のところ、芝しば居いなのだろうか、それとも本気なのだろうか。

　はっきりさせたいと思うものの、結果について考え出すと期待と不安に挟はさまれて、どうしても動どう悸き息切れがひどくなる。

　彼の気持ちがはっきりわかるまでは、こんなふうにするべきではない。そう思う。

　だが、ウエハラの手は想像通りに大きく温かい。心地ここちよさに安心感が広がると同時に、胸が暴れてどうしようもなかった。

「芝居……ま、まぁ、本もと山やま部長、どこかで見てるかもしんないし……」

　言い訳してみるが、元々ウエハラがミサの恋人という設定はそんなに大事ではないのだから、手を繫ぐ理由にはなっていない気がした。

　しかし、結局ミサはどうしても手を離はなすことができず、状じよう況きように流されてみることにする。

　どうせ、誰だれも知り合いのいない土地。ここにいる間だけでも、かりそめの関係を楽しんでも、罰ばちは当たらない。

（そうだよ、一いつ緒しよにいるうちに、気持ちがわかるかもしれないし）

　まだ時間はある、とミサは自分に言い聞かせた。




　そして、ウエハラがミサを連れて行ったのは、なんと東京タワーだった。

「な、んで、ここ？　普通、観光ならスカイツリーじゃない？」

「スカイツリーは、晴れた昼間の方がいいっすよ。東京タワー、上ったことあるんすか？」

「いや……ないけど」

「だろうと思ったんで」

「なんで？」

「あんたみたいな女が観光で行くのって、街かなって思ったんすよ。服か食事っすよね。こういうブームの去ったとこには来ないし、これからも多分来ない」

「じゃあなんでこんなとこ連れてきたの」

　ぶちぶち言いながらも、ミサは場所はどうでもいいと、心のどこかで思う。

　とにかく一緒にいられれば、そのへんのファストフードの店だって構わない気分だった。

　見み透すかされているような気がして恥はずかしいので、ついつい突つっ張ぱってしまう。

「田舎いなか者ものが無理したら失敗するだけっすからね。定番が一番っすよ」

「田舎者って言うな」

「おれのことっすよ。別に田舎者は恥じることじゃない。都会には田舎にないもの、田舎には都会にないものがあるってだけのこと。堂々と胸張ってりゃいいんすよ」

　そして上ってみて、彼が言ったこと──定番は一番というやつだ──は正しかったと、ミサは思った。ここは、東京の割にだが、人がまばらだったのだ。

　照明が程ほどよい明るさに調節されていて、夜景が目の前に迫せまってくる。観光客でガヤガヤと騒さわがしいこともなく、落ち着いた空気があたりを包んでいる。

「こんなふうだってわかってたわけ？」

「雨だし、平日の夕方だし。地元民はともかく、観光客はここには来ないかなって──まぁ、半分は勘かんっすよ」

　ウエハラはもうちょっと人少ないかなって思ったんすけど、と呟つぶやくが、雨で夕方のこの場所は、確かに穴場だった。

　普ふ段だんの夜景に加え、首都高に連なるテールランプが雨に濡ぬれて幻げん想そう的だ。きれいだ、と素す直なおに思える見事なデートスポットだった。

「あんたって……」

　ウエハラがガイドブックを見るでもなく、状況から自分の頭で判断したことに気がつき、

（賢かしこい、っていうのは、こういうのをいうんじゃないの……？）

　ミサは感心しかける。

　確か彼の学歴は大したことはないはず。自分は一体何で人を判断していたのだろうと、ミサは目から鱗うろこが落ちる心地だった。

　だが──褒ほめ言葉自体は、妙みように気恥ずかしくて吞のみ込こんだままだった。




　その後も、ミサとウエハラは、かりそめの恋人同士として、短い観光旅行を楽しんだ。

　といっても、タワーから下りればすぐに空港に向かい、空港のレストランで食事をしただけだ。

　なのに、ミサはこれまでにない高こう揚ようを感じ続けていた。

　移動中にする他た愛わいない会話だけで、十分楽しかった。それは、今まで付き合った男とは、まるで経験していないことだった。

　ミサは好きなことをしゃべり、好きなことを尋たずねた。

　家族構成に始まり、どこに住んでいるのか。好きな映画のこと、本のこと。趣しゆ味みは何かとか、休みの日に何をしているかとか、本当は出会ってからすぐにするような、二人の距きよ離りを近づける最初の会話だった。

　ウエハラは両親と、一人の兄がいるらしい。実家住まいで東区に住んでいる。

　映画は日本映画が、本は推理小説が好き。そして休日は仕事、仕事の一いつ環かんで書店や美術館通い、それから道場通いもしているそう。

　前に言っていたように、昔、部活動で柔じゆう道どうをしていたそうだ。ブランクはあるが一応有段者とのこと。

　最初の出会い──合コンでは右の耳から左の耳に抜ぬけていた情報がひどく興味深くて、ミサは彼が発する情報を、貪どん欲よくとも言えるくらいに熱心に吸収した。

　聞きたいことは次々に出てきて、飛行機が空港に着陸するまで話題が一度も途と切ぎれることがない。いくら時間があっても足りないと思えて不思議だった。

　だが、やがて地下鉄の駅に辿たどり着つく。空港は市内にあるため、自宅からも三十分圏けん内ないとかなり近い。

　うやむやになっていた結論について、締しめ切きりが近づいている。

　改札をくぐり、ちょうど停とまっていた地下鉄に乗り込むと、ミサは尋ねた。

「ウエハラ、どこの駅？　東区って言ってたけど、乗のり換かえ？」

「あー、うん。貝塚かいづかで降りて、そこからさらに乗り換え」

　それは地下鉄東部の終着駅だった。乗り込んだのは西行きの電車だから、途と中ちゆうの中なか洲す駅えきで乗り換えになる。あと数駅で切り出さねばと思うと、ミサは焦あせった。

　ウエハラとの関係をどうしたいのか。

　もう一歩踏ふみ込みたいと、ミサの心は決まっていたが、ウエハラの気持ちはやはりわからなかった。

　これだけ尽つくしてくれたのだから、きっと──という楽天的な考えに流れそうにもなるが、今までのことを考えると、それも危険な気がしてしょうがない。からかわれているだけかもしれないのだ。

　もうこの間みたいに後こう悔かいをしたくはない。だけど断られたときに、ミサは友達を続ける自信がない。だから、拒きよ絶ぜつされれば、きっと最後。それが怖こわい。

　会話が途切れるたびに浮うかんでくる不安に、ミサは胃がキリキリと痛む。

（いつから？　何回同じこと考えてる？　これじゃ堂どう々どう巡めぐりだよ……）

　そんなふうにうだうだしているうちに、地下鉄は進み、ウエハラの乗り換える駅が近づいてきた。

　だが、どうしても勇気が出ない。

　高たか階しなに本気だと告げて怖おじ気けづかれたのはほんのひと月前のことだ。彼は言ったのだ。そういうのは重いと。思ってたのと違ちがうと。

　あれから、おまえはいつでも二番目の女で、誰も本気にならない。そんな呪のろいの言葉が耳元でずっと鳴なり響ひびいている気がする。

　ミサが想おもいを告げたとして、ウエハラがそう言わないとは限らない。迷めい惑わくがられたら死にたくなりそうだ。

　気持ちの確かく認にんができない今、危険すぎる賭かけではあった。

　次の駅は中洲だと車内アナウンスがされる。

　とにかくこのまま終わりたくない──必死になるミサは地下鉄の車内放送にかぶせるように言った。

「お、送っていってくれない？」

「は？」

　向かいの窓にウエハラの顔が映っているが、とても目を合わせられない。

　ミサは俯うつむいたままつけ加えた。

「ほら、荷物！　荷物重いし」

　ミサはボストンバッグと一緒に握にぎりしめていた、黄色い紙かみ袋ぶくろを持ち上げた。

　品しな川がわ駅えきでさほど考えずに手に取った土産みやげ。中にはひよこの形をした饅頭まんじゆうが入っている。

　会社を休んだ手前、同どう僚りように配ろうと思ったのだ。

「〝ひよこ〟一箱がそんなに重いっすか。てか、ひよこは元々東京じゃなくて、こっちの銘めい菓かっすよ。年配の人に配ったら笑われるっすよ」

「え、そうなの!?　って、なんで買う前に教えてくれないわけ」

「いや、『地元民なら誰でも知ってるのに、知らねえとかおもしれー』って思ってる間に買ってたし。つい言いそびれた」

　愕がく然ぜんとすると同時に、ゆるゆるとスピードを落としていた電車がとうとう停車した。

　何か言わないと、と思うけれど、ミサの口は恐きよう怖ふに固まったまま。

　それを見て、ウエハラは苦笑いをすると、

「じゃあ……おつかれー」

　と言って立ち上がる。

『なかす、なかす──』

　アナウンスが響ひびき渡わたる中、ミサはウエハラのスーツの裾すそを引っ張った。

「お願い、降りないで。……お芝居のままで終わらないで」

　気がつけば、そんな言葉が口からこぼれていた。

　ウエハラが目を見開くのを見て、ミサはどこかに逃にげ出だしたい気分になった。だが、

「……そーいうことなら」

　にやっと笑ったウエハラはミサの土産袋だけでなく、ミサの小さなボストンバッグ、そしてミサの手を摑つかんで言った。

「降りるっすよ」
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　階段から吹ふき下ろす生ぬるい風が頰ほおを撫なでる。

　引っ張られて上を目指す。エスカレーターを昇ると、そこはきらびやかなホテルのエントランスだった。

　前回、前々回と経験した場ば末すえのラブホテルから、何ランクアップであろうか。

　そもそもジャンルが違ちがうので、比べるのがまず間違っているのかもしれない。有名なレストランや結けつ婚こん式しき場じようなども入っている高級ホテルだった。

（ここって、確か、一泊ぱく一人二万はするよね？）

　冷ひや汗あせをかくミサの前で、ウエハラは迷いなくフロントに向かうと、「部屋空いてますか」と尋たずねた。

「何名様でしょうか」

　フロント係が笑え顔がおで丁てい寧ねいに問う。

「二名です。あ、できればダブルルームで」

　ウエハラは淡たん々たんと手続きをする。思わぬ展開にミサは言葉を失う。

（ああああ、どうしようどうしよう……っていきなりそれなわけ!?）

　確かに先に部屋に誘さそおうとしたのはミサだが、部屋に入れたからといってそういう展開を望んでいたわけではない。

　ただもう少し一いつ緒しよにいて、気持ちを確かめ合ったりする時間が欲ほしかっただけなのだ。

　だが、ホテルにわざわざ泊とまるとなると、逃にげ場ばがない。行き着く先は一つ。

（空室ありませんように！）

　だが半泣きのミサの祈いのりは届かない。なんでもないウィークデーのホテルは部屋を持て余していた。

（よ、んまん、四万円ってフツメンにはきついんじゃあ……）

　泡あわを食うミサの前で、ウエハラはさっさと部屋をとってしまった。

　キーを受け取ると「じゃあ行くっすよ」と促うながす。

　頭が真っ白になりながらも、ミサはウエハラの後ろをふらふらとついていく。

（こ、ここで逃にげたら四万がふいになっちゃう、よね……さすがに、逃げたらダメだよね）

　青くなりながらエレベーターで上階に昇る。

　部屋は十一階だった。人ひと気けのない廊ろう下か。足元には毛足の長いじゅうたんが敷しかれていて、足音さえも響ひびかない。

　ドクンドクンと胸が騒さわがしい。頭に血が上って耳が遠くなっているのかもしれなかった。

　やがて一つのドアの前でウエハラは立ち止まる。そしてようやくミサを振ふり返かえった。

「怖おじ気けづいたんなら、別に逃げてもいいっすよ」

　ウエハラは挑ちよう発はつ的な目でミサを見た。

「逃げてもいいって……あ、あんた、四万が無む駄だになるんだよ？　ほんと、どういうつもり──」

「それはこっちの台詞せりふ。ここで逃げられたら、さすがにおれ、降りる。諦あきらめる」

「諦める？　ってどういう意味」

　今のミサとウエハラの立場からすると違い和わ感かんのある言葉だった。

　芝しば居いにしないでほしいと言ったのは、ミサだ。諦めるのは追っているミサであってウエハラではないはず。そういう認にん識しきだった。

　ウエハラは大きくため息をつくと、ミサの質問には答えずに、三本の指を突つき出だした。

「三回目」

「は？」

　ミサが首を傾かしげると、「っくしょう、マジでタチわりい女」とウエハラは苛いら立だちながら言った。

「あんたは覚えてないのかもしれないけど、こうしてホテルに泊まるのはこれで三回目っす。あんたが部屋に入ったら、おれは三度目の正直を選ぶ。だけど……二度あることは三度あっても、四度目はないとおれは思ってる」

　つまり次はないと含ふくめられて、ミサはゴクリと喉のどを鳴らす。

「『三度目の正直』と『二度あることは三度ある』、あんたはどっちを選ぶ？」

　彼かれと部屋に入るのか、それともこのままさよならか。どっちかと問われたら、道は一つしかないと思った。

　ミサは、このまま彼と終わりたくない。どうしても一緒にいたかった。

　もう一度小さく喉を鳴らす。

　口を開くと、かすれた声が出た。

「……じゃあ、正直の方」

　ウエハラがドアを開けると部屋の照明が自動的につく。

　高級ホテルでの憧あこがれのシチュエーション。

　相手は世界中を探してもこれ以上の男はいないと思えるイケメン。

　誰だれがなんと言おうと、そう思った。

　男の価値は、付ふ随ずいしているものではない。

　ただ一つ、ミサの心が決めるのだ。

　部屋からはオレンジ色の温かい光がこぼれていた。

　ミサは誘われるように開かれたドアをくぐった。




　部屋のドアが閉まるなり、ウエハラはミサを壁かべに押おしつける。

　間を置かずに彼の唇くちびるがミサの唇に触ふれた。とたん、比ひ喩ゆではなく体がしびれた。

　胸が熱くなり、思わず息を止めていたミサは、息苦しさに大きくあえぐ。とたん、ウエハラは深く口付けてきた。

「待って」

　あまりの甘あまさに目が回る。体の芯しんがうずく。逸はやる気持ちを必死で抑おさえながらミサは訴うつたえた。

「なんすか」

　胸を押すと、苛立たしげにウエハラが顔を上げる。だが、やはりこれだけは譲ゆずれない。譲ってはいけない。

「好きって言ってくれないと、これ以上はダメ」

　待ったをかけるが、

「んな、今さら。約束が違うっすよ。部屋に入ったらあんたはおれの言いなり。……でも、あんたが言ったら、おれも言うっすよ。あ、それから、一応さっきの録音してるんで」

　ウエハラがにっと笑いながらスマホを目の前にかざす。

「な──！」

（そうだった！　この男、油断も隙すきもないんだった!!）

　逆上しそうなミサに、ウエハラは悪びれることなく言った。

「あんたの相手をするんなら、保険は必ひつ須す。また訴えるとか言われたら、困るんっすよ。今度は確実にヤバい……途中でやめられねえし」

　保険と聞いて、ミサは急に思い出す。

「あ、あんた、そういえば今までの写真は!?　動画は!?」

　これ以上弱みを握にぎられるのはたくさんだ。大体、関係を深めるのなら、もうあんなもの要いらないではないか。

　突とつ如じよミサの中の危険物処理班が働きはじめる。

　ミサはスマホを奪うばうと、操作しようとする。

　だがご丁寧な指し紋もん認にん証しようがミサを阻はばんだあと、六ろつ桁けたの数字パスワードが立ちふさがる。ミサは舌打ちすると乱暴に訊きいた。

「誕生日いつ」

「十月十日」

「体育の日？」

「今はハッピーマンデーで違うっすよ」

「覚えやすくっていい数字。で、生まれた年は？」

　彼はミサが生まれた二年前の数字を口にした。

　頭に焼きつけながらも、言われた数字を打うち込こむとあっさりロックは解除される。

「これ、ダメな設定例じゃない？　馬ば鹿かなの？」

　呆あきれるミサにやれやれと肩かたをすくめつつも、ウエハラは、

「自分の誕生日を覚えてる人間に隠かくすことなんか、そんなにないっすから」

　とハッキングを見過ごしている。

　写真アプリを立ち上げてみるが、それらしきものは入っていない。

「ストレージサービスってどれ」

　ミサは尋ねるが、ウエハラは無視して他の質問をした。

「あんたは？」

「え？」

「誕生日」

「ああ、五月十三日。なんでもない覚えにくい日。あ、でもパスワードはちゃんと別で設定してるし」

　ディスプレイをスワイプしながら答えると、ウエハラはぼそっと「五月十三日、ねえ」と繰くり返かえした。

　ウエハラのスマホは意外にもきちんと整理されており、ページごとに機能が分かれている。

　しかも無駄なアプリがほとんどない。怪あやしげなものは数個しかなかった。しかもアプリの使用履り歴れきを辿たどればもっと楽だ。

（んー、電話、メール、ライン、カレンダー、カメラ、ツイッター、ブラウザ……あ、これかな）

　ミサの指が、見つけ出したアプリを起動したのと同時だった。

「それ消さなきゃダメっすか？」

　現れた画面に呆ぼう然ぜんとしていたミサが見上げると、ウエハラはわずかに惜おしそうな顔をしていた。

「だ、めに決まって、る」

　口からはそう漏もれるものの、心は真逆のことを訴えはじめる。

　ウエハラはミサをじっと見下ろしながら、もどかしげにため息をついた。

「あんたさ、最初に飲んだとき、酒飲んでくだ巻いてどうしようもなかったけど……その分素す直なおで、純じゆん粋すいで可か愛わいかった。大体、今時いねえだろ。『結けつ婚こんすると決めた相手としか寝ねない』とか宣言する女。しかも、その外見で言うとか、ギャップひどすぎ」

　なんの冗じよう談だんかと思った、とウエハラは一いつ瞬しゆん軽く笑ったが、すぐに真ま面じ目めな顔に戻もどって続けた。

「──でも、いつも必死で突つっ張ぱってるけど、あれがホントのあんただと思った。おれは、あの顔に惚ほれたんだと思う。だから、ああやって余計な世話を焼いた。あんたが、それに写ってるのと同じ女なら、おれは、もうとっくに落ちてる」

　そこにはミサの寝顔が写っていた。

　写真の中のミサは、とても幸せそうに微笑ほほえんでいて、満たされた顔をしている。

　化け粧しようは落ちていて、髪かみも解けている。

　なのに、いつもの気合の入った作り物のミサより──自分で言うのもなんだが──あどけなく、愛らしく写っていた。

「どうなんすか。それは、あんたじゃないんすか」

　ウエハラは真しん剣けんに尋ねてくる。思わず目をそらして俯うつむいた。

「んなの、わかんない」

　なぜかひどく腹が立っていた。そして怯おびえていた。

　彼がこの写真の女が好きだというのなら、ウエハラの好きなのはミサではない。

　こんな可愛い女、ミサだって知らないのだ。

「わかるわけない」

　泣きたくなりながら、ミサはウエハラの腕うでの中から逃のがれる。

「あんたも結局他の男とおんなじ。素直で物わかりのいい可愛い女が好きなんだよ」

　写真に写っているのが自分なのに、自分じゃないという事実に、コンプレックスがひどく刺し激げきされる。

　とたん、心のどこかに引っかかっていたのだろう、一人の女の顔がぽんと浮うかび上あがった。

　本当は、ミサは、ずっとああなりたかった。

　守ってもらえる可愛い女に憧れていたのだ。

「片かた桐ぎりさんみたいな女が好きなんでしょ。でも、あんたの理想を押しつけられるのは迷めい惑わく」

　名前を口にしたとたん、例の場面が蘇よみがえった。

　ウエハラが体を張って、さくらを助けたシーンだ。

　忘れていたけれど、さくらにしたような気き遣づかいを、ウエハラはミサには見せてくれなかった。

　結局ミサは二番手だ。いくら頑がん張ばっても、素直で可愛い女の補欠なのだ。

　胸の内の卑ひ屈くつさがむくむくと育つ。

　こんなに自分がみじめだと思ったのは久しぶりだった。

「は？　片桐？」

「この間、階段から落ちかけたときにっ『まだ死にたくない』とかなんとか──、どうせあれだよね、島しま田ださんに持ってかれて諦めようとしたけど、やっぱり諦めきれないとかそういうやつ。わたしを利用して諦めようと思ってんならお生憎様あいにくさま。そんな都合のいい女じゃないんだから！」

　だが、ミサの放言にもウエハラはまったく堪こたえた様子がない。

「あー？　片桐ってか、島田嫁よめは今妊にん婦ぷだし、こけたらヤバいだろ」

「……え」

　ミサはピキンと固まった。

　そして、誤解して取り乱したことに気がついて、かあああと耳が赤くなるのがわかる。

「何？　それヤキモチ？」

　ニヤニヤと笑いかけられ、図星を指されたミサは切れそうになる。

　だが、口を開こうとしたとたん、目からぽろりと落ちるものがあってぎょっとする。

（な、何？　なんで、わたし泣いてるわけ！？？）

　慌あわてて目元を拭ぬぐうと強がった。

「フ、フツメン相手に妬やくわけないし」

　だがぽろぽろと涙なみだはこぼれ落ち続ける。

（止まれ！　止まってよ、もう！）

　必死に命じても、体は全く言うことを聞かない。

「ったく、そんな顔して、今さら何言ってんすか」

　目の下に唇が当たる。体を強こわばらせるミサを、ウエハラはそっと抱だき寄せる。

　彼の体は大きくて、ミサはすっぽりと包つつみ込まれてしまう。

　シャツ越ごしに感じるウエハラの腕や胸は筋肉で盛り上がり、腹は硬かたく引ひき締しまっている。以前見た半身を思い出して、ミサは動どう揺ようを隠せない。

　だが、

「あんたの泣き顔、めっちゃヤバい」

　頭上でそんなことを言われて、水を差されたミサは「うるさいんだよ」とムッとする。

「可愛いって意味の『ヤバい』っすよ？」

　顔を覗のぞき込まれたミサは、とたんに首まで真っ赤になる。

「……な、ななななな何言ってんの、キモいんだよ」

　照れ隠しをしようとしたら余計な言葉までがこぼれて、ミサは自分の口を縫ぬいつけたくなった。

「おれはあんたの口から出る言葉と、顔から駄だ々だ漏れてる言葉と、どっちを信じればいいんすかね？」

　ウエハラは、めんどくせえとため息をつく。

　そして顔を傾かたむけると、唇が触れるか触れないかの位置で囁ささやいた。

「とりあえず、うるさいから塞ふさぐっすよ？」

　答える前に、ミサの唇はウエハラに奪われていた。
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　カーテンの隙すき間まから見える空は、白しら々じらと明るんでいた。

　柔やわらかな朝の光の中、眼前に広がる光景をぼんやりと眺ながめながら、ミサは思った。

（人の筋肉ってきれい……）

　うつ伏ぶせで眠ねむる背中はたるみがなく、きれいな形の筋肉で覆おおわれている。

　ムキムキのマッチョというほどではないから、細マッチョというやつだろうか。

　今までさほど筋肉に注目してこなかったミサだけれども、この体型は、女子の憧あこがれと言っていいのではないだろうかと思う。

　こんなふうにガッチリとバランスよく筋肉がついているからこそ、スーツを着たときのラインがきれいなのかもしれない。

　世界水泳などで、逆三角形のアスリートの体に見とれることがあったけれど、スクリーン越ごしのためか、現実感のないものに思えていた。あくまで観賞用だったその筋肉が今目の前──触ふれられる場所にある。

（上じよう腕わん二に頭とう筋きん？　っていうんだっけ）

　盛り上がった肩かたから腕うでにかけてのラインに見とれる。女性ではいくら鍛きたえてもこうはいかないだろうなと思える。

　その腕が昨夜、ミサを抱だきしめていた。

　思い出すと顔が赤らむ。頰ほおが緩ゆるむ。全身がむずむずして、なんだか叫さけび出したい気分。

　堪こらえてこぼしたため息には色がついていそうだ──と思ったときだった。

「ヨダレがたれそうな顔してるっすよ？」

「…………！」

　思わず飛とび退のくと、眠っていると思っていたウエハラが目を開けた。

（こ、この男は……！）

　狸たぬき寝ね入いりに何度騙だまされればいいのだろう。そういえば、最初にラブホテルで目が覚めたときもそうだったと思い出す。人を食ったような物言いで、ミサを怒おこらせた。

「……目、瞑つぶってるのに、なんでそんなのわかるの!?」

「気配でわかるっすよ。やらしー目で見られてるって」

「や──!?」

　思わず顔を手で覆う。

「ま、とりあえず、元気そうでよかったけど」

　むくりと起き上がると目の前にはむき出しの上半身。柔じゆう道どうで鍛えたのだろうか、厚い胸筋と、薄うすく割れた腹筋が目に入って、ミサはとうとう耳まで真っ赤になった。

　暗いところで見てはいたけれど、明るいところで見ると、気き恥はずかしくて見ていられない。しかも、これが自分のものになったと思うと余計に。

（────あ、あれ）

　左胸と、右の二の腕に爪つめの跡あとがついていた。

　もちろんミサがつけたもので、ついた理由もはっきりと覚えている。

　流血に我に返って治ち療りようを訴うつたえたミサに、ウエハラは切なそうな顔で言ったのだ。

『あんたに比べりゃあ、全然平気。──だから、このままで』

　つられたように様々なことを思い出し、頭が噴ふん火かしそうになる。

（うわああああああああああ）

　昨夜は、とにかく、今までに見たこともないウエハラの表情をたくさん見た。いつもがお調子者だから、ギャップがすごかった。

　だけど、全部いい意味のギャップ。彼かれの本ほん性しようを見たという気分だ。

　ウエハラは、根はすごく真ま面じ目めで、そしてものすごく懐ふところが深い。

　そう気づいたせいで、たった一晩でミサはウエハラをさらに好きになってしまった。

　後生大事に取っておいたはじめては、最高のものになった。

（あー……なんか、この人を選んで……よかった。ほんとに、よかった……）

　心から思った直後、なんだかひどく怖こわくなる。

　ミサは初めては結けつ婚こんする相手と、と思っていた。だけど、そんな独りよがりの想おもいには、なんの確約もないのだ。

　最大の切り札。だけど、もう使ってしまったから、ミサには武器がない。

　これからどう戦えばいいのだろうと思うと、ほろり、と頰にこぼれ落ちるものがあり、ぎょっとする。

　同時にウエハラも目を見開いた。

「どうした？」

「や、なんでもな、い」

　慌あわてて濡ぬれた頰を拭ぬぐう。

「気になるから我が慢まんすんな。……どっかつらい？　嫌いやだった、とか？」

　大きな手がミサの肩を摑つかむ。

　いつも自信たっぷりの彼の顔が不安に陰かげり、誤解されたかもと慌てる。

「や──違うの。違う。なんか、わたしさ、こんなに幸せだったことって、今までなくって。──噓うそみたいで、これ失うの、ちょっと怖いなって思ったら……」

　素す直なおに漏もらした次の瞬しゆん間かん、半ば呆ぼう然ぜんとしていたウエハラがすごい勢いでミサを抱きすくめる。

　耳元にかかった熱い息に気を取られた瞬間、

「……にする」

「え？」

　吐と息いきのような声で言われて、昨夜の彼を思い出し、どくりと胸が鳴った。

　闇やみの中で何度も聞いた声には、いつものふざけた様子は欠片かけらもなかった。

　いつもとは別人のような真しん摯しさをはらみ、ミサを労いたわり続けた──かすれた、甘あまい声。

　その声で、今、なんと言ったのだろう。どうしても、もう一度聞きたかった。

「今の、聞こえなかった。もう一回言って」

　すると、ウエハラはミサから体を離はなしてにやりと笑う。

「もう一回して？　っすか？」

「…………！」

　急にいつもの調子で返されて、甘い空気が霧む散さんする。

「馬鹿ウエハラ！」

　せっかくのロマンティックな雰ふん囲い気きに水を差された気分で、むうっと口を尖とがらせた直後、

「大事にする」

　直前に茶化されたせいで、聞き間違えじゃないかと思った。

　だが、確かめようとした直後、ついばむようにキスを落とされる。

　そのまま顔を肩に埋うめたウエハラの耳の赤さが、聞き間違えを否定する。ミサは小さく口元を緩めた。
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　五月のとある日曜日。ミサとウエハラは今日も行きつけの居酒屋のカウンターに並んで座すわっていた。

「本もと山やまが来月関東行き？　それ、栄転じゃないっすか？」

　そう言いながら、ウエハラが最後の手て羽ば先さきをかっさらった。彼かれの手に握にぎられた肉をじっとりと睨にらみながらもミサは頷うなずいた。

「まあね。でも結構大変だったみたい。離り婚こん訴そ訟しよう起こすって言われて、本社に乗のり込こんで土下座までしたらしいよ。本社勤務の人間に聞いた」

「人生かかってんだから、土下座くらい安いもんじゃないんすか。騙だまされてるっすよ。あの部長も奥おくさんもちょろいっすね」

「まー、でも、奥さんにしても離婚は大変だろうしさ。部長にしても娘むすめがシングルになって苦労するのも嫌いやだったから、現状維い持じ監かん視しつきっていう苦肉の策で手を打ったんじゃない？　あれだけ騒さわぎになったらさすがに社内で手は出せないし、まずガッツリ疑われてるからもう一生自由はないよ」

　首輪のついた本山の姿を想像して、ミサは思わずニンマリと笑った。

「なんか丸くなったすね。あんたは仕事辞やめるっつうのに、やっぱり甘あますぎないっすか」

　ミサはうーんと考え込む。

「次やったら社会的に死ぬだろうし、社会のゴミが野放しじゃなくなったならもういい。やりすぎると──ほら、また面めん倒どうに巻まき込まれるしさ。今度は刺さされかねないじゃん。それに、辞めるのは本山のこともあったけど、それだけじゃないし。やりたいこと思い出したっていうか」

「やりたいこと？　何？」

　初耳だとウエハラは身を乗り出した。ミサはフフンと笑う。

「やっぱもうちょっと張り合いのある仕事？　営業とか。ノルマもどんと来いだよ」

「ふうん、営業、ねー。らしいっちゃあ、らしい」

「だよねー？」

「でも、次を決めてから辞めた方がいいとは思うんすけどね」

「そうなんだけどね、さすがにもういづらいんだよ。ま、一応貯金もあるし、失業保険出るし、なんとかなるよ」

　本山は、すべてはミサのせいだと逆さか恨うらみをしている。ありもしない下げ劣れつな噂うわさ話ばなしを流してミサに復ふく讐しゆうを試みているが、さすがに本社から届く情報もあって、誰だれも相手にしていない。卑ひ怯きような行動が自分の評価をどんどん落としていることにも気づいていないらしい。

　気にしないことにはしているが、居い心地ごこちの悪さを我が慢まんして続けるほどの仕事ではないと思ったのだ。

　ウエハラはまだ少し納なつ得とく行かない顔をしている。

「……これでもコネとか一応あるんだから、可か愛わいく『お願い』って頼たよってくれてもいいんすよ？」

　低い声での『お願い』に軽くダメージを受けたミサは、顔をしかめて言った。

「いいや、遠えん慮りよしとく。こういうのは自分で選ばないと後こう悔かいするもんだし。それに紹しよう介かいだと、しがらみがめんどくさい」

「……やっぱ一いつ匹ぴき狼おおかみだな、あんた。まー、それもらしいっちゃあ、らしいけど」

　少しは頼ってくれてもいいんすけどねえ、とウエハラは小さく唸うなった。

　ミサは空の皿を見下ろした。カウンターに向かって声を上げる。

「おじさん、手羽先もう一皿」

「まだ食うんすか。何皿目だと思ってるんすか」

「いーんだよ、一応祝しゆく宴えんだし。おじさん、あと焼しよう酎ちゆう、芋いも、ロックで」

　ミサの注文にウエハラが嫌な顔をする。

「祝宴って──前祝いだろ。今日はやめとけ。おじちゃん今のナシで」

　手羽先は認めたくせに、酒はなぜか禁止らしい。

「でも明日はそんなに飲めないとこだよね？」

　明日、五月十三日はミサの誕生日だ。明日の約束も既すでにしてあるので──といっても『誕生日だからおごれ』とミサが強ごう引いんに約束を取りつけたのだが──今日は普ふ通つうのデート、いわば前夜祭である。

　あれ以来、週末はいつも彼と一いつ緒しよだった。

　別に好きだとか、付き合おうとかいう言葉があったわけでもないのに（ウエハラは結局言わなかったなと、翌日、冷静になってから気がついた）、どちらからともなく言い出して飲みに行っているし、その足でミサの家に向かったりもしていた。

　この関係をなんと呼べばいいのか。大事にするとは多分言われたけれども、はっきりした言葉がないため、表現できない。そしてウエハラはあれから一度も言ってくれない。

（ってか、ご飯食べて泊とまって、でもそれだけって……下手したらセフレとかそんな感じじゃない？　もしかして）

　楽しい時間だというのに、ふとそんなことが思おもい浮うかぶ。ミサは密ひそかに屈くつ託たくを抱かかえている。

　ふるふると頭を振ふって湧わき上あがる不安を追い出す。

「えっと、じゃあ焼酎じゃなかったらいいわけ？」

　芋ロックという注文がまずかったかと、ミサはメニューを覗のぞき込む。

「でもサワーとかジュースだしなあ」

　むむむ、と唸っていると、

「サワーって柄がらかよ。とにかく今日は飲むな」

　有う無むを言わせずメニューを取り上げられて、ミサは胸の中のもやもやも手伝ってとっさに反はん抗こうした。

「えっらそうに命令すんな」

「誰がゲロの処理すると思ってんすか」

「ふふん、酒飲んで吐はいたこととかないし」

「……覚えてねえのかよ。やっぱりタチわりい」

「え、吐いた？　いつ？」

「どっちも。だからあんた脱ぬいでたんすよ」

　未いまだ空白になっている二つの夜の場面がパズルのように埋うまる。

　納得と同時に「まじで!?」とミサは反はん撃げきの手を緩ゆるめた。

　その隙すきを突ついてウエハラは言った。

「おじちゃん、焼酎はなしで会計お願いします。それから、手羽先はもう揚あげてますよね？　じゃあお土産みやげで」

　ウエハラは勝手に会計に向かう。

　ムッとしながらも時計を見て考えを改めた。

　もう十一時を回っている。日曜の夜だし、明日も仕事なのだ。これ以上飲み屋にいて一日が終わるのはどうかと思った。

　店主は万札を取り出すウエハラに嬉うれしそうに問う。

「あんた、ほんとにその子落としたんだねえ。いくらなんでも無理だと思ってたんだが」

　なんで店主にバレたんだとミサは動どう揺ようする。ごく普通に振ふる舞まっていたから余計にだ。

「落ちてませんからー。全然落ちてませんからー！」

　ミサが必死で涼すずしい顔を作って否定すると、ウエハラが後ろで頷いてさらりと言った。

「そうそう、単なるオトモダチなんで」

「はぁ!?　ふざけんな、誰があんたなんかと」

　心の底の不安に触ふれられ、ミサがキレると、ウエハラがミサの頭をグリグリと撫なで回まわして自分に引き寄せる。胸に顔を突っ込んだミサは瞬またたく間まに赤くなる。

　ウエハラは、してやったりという顔でニヤッと笑った。

「顔に全部出てんだよ。そろそろ自覚したらどうっすか」

　そうなの？　と店主を見ると、彼はウンウンと頷いた。

「噓うそ」

　ミサは思わず顔を手で覆おおう。

「──ってわけで付き合ってます。毎度うるさくしてご迷めい惑わくかけますけど、彼かの女じよここの手羽先好きなんで、また来ます。今後ともよろしく」

「おうよ」

　楽しげに頷く店主から、逃にげるように外に出る。付き合ってると言われて、思わず顔が緩んでしまったのだ。




「んじゃ、行くっすよ」

「は？　どこ？」

　てっきり家に帰ると思っていたミサは、ウエハラが方向転てん換かんするのを見て驚おどろいた。

「どこでしょーか」

　にやにやと笑うウエハラは地下鉄の駅を通り過ぎ川沿いを行く。

　そちらはラブホテルが乱立した地帯。最初にミサたちが泊まったホテルもある場所だ。

「え、え？　なんで？」

「デートの締しめ」

「今日泊まる予定だったっけ？　しかもラブホ？　なら家でいいじゃん、もったいないし、明日仕事なんだけど。それに、明日も会うんだからさあ」

　文句を言いながらも、ミサはウエハラについていく。

　すると、彼は歓かん楽らく街がいをスルーして、川の中なか州すにある商業地まで足を進めた。

「どこ行ってんの？」

　わけがわからずミサが問うと、

「いいから。店が閉まっちまう」

　ウエハラは有無を言わせずエレベーターにミサを乗せた。

（って、ここホテルだよね？）

　商業施し設せつと合体したタイプだが、エレベーターは別になっている。

　なんだろうと首を傾かしげるミサが辿たどり着ついたのは、どうやらホテルの中のバーだった。

「飲んじゃダメじゃなかった？」

　今日のウエハラはあちこち矛む盾じゆんしている。

「ここにつくまでにできあがってたらしゃれにならねえし」

　苦笑いしながらウエハラは窓まど際ぎわの席を指定する。

　ぐるりと見回すと、日曜の夜の店内は、客がまばら。

　その大部分がカップルで、ヒソヒソと内ない緒しよ話ばなしをするように囁ささやき合っている。

　ウエハラが選ぶ店にしては上品すぎる。

「こーいうとこ、焼酎ないんじゃない」

　物足りないなあと思いながら、ミサはモスコミュールを注文する。ウエハラはスコッチだった。

「つまり焼酎が似合わねえ話するんすよ」

　飲み物が届くと同時に、ウエハラは小さな箱をテーブルの上に出した。

「何これ？」

　ウエハラは時計を見る。そして針が零れい時じを指すのを見計らって、

「五月十三日になった。──開けてみて」

　と言った。

　手のひらに乗るサイズの箱。

　包装を解くと、ビロードの小さなケースが出てきてミサは手に汗あせをかく。

（あ、これ、もしかして）

　ミサは期待を抑おさえきれなくなる。相手はウエハラ。びっくり箱だったとしても驚きたくない。

　ドキドキしながら箱を開ける。

　刹せつ那な。びっくり箱でもないのに、ミサは目を丸くした。

「え、何これ」

「指輪。誕生日プレゼント」

「……た、誕生日プレゼント……？　これが？」

「文句あるっすか」

　ミサは震ふるえる手でリングを持ち上げる。

「いや、あの、それにしてはめちゃくちゃ立派なんですけど……」

　プラチナの台にダイヤが乗っている。シンプルだが台がしっかりしていて、石の大きさも輝かがやきも尋じん常じようではない。

　どう考えても、これはファッションリングではない気がする。

　まだお目にかかるとは思っていなかったやつだ。

　動揺するミサの手を取ると、ウエハラはリングをミサの左手薬指にはめた。

　ぴったりで驚く。

　小柄なミサの手は普通より小さく、指も細い。指輪は五号で、大たい抵ていサイズがないのだ。

「え、どうして、サイズ知ってんの」

　キモいと言いかけて辛かろうじて吞のみ込んだ。

「測る機会はいくらでもあったし」

「っていうか、これ何」

「見ての通りっすよ」

「だから、なんで」

「そりゃあ、いただくものいただいたからに決まってる。だって結けつ婚こんする相手のために、後生大事にとってたんすよね？」

　ミサは仰ぎよう天てんする。

「で、でもそんなこと簡単に決めていいわけ？　ほら、まだ付き合い出して間がないのに」

　ミサは思わず指折り数える。

　とりあえず最初にそういうことになってからは、まだ一カ月も経たっていない。

「あんたは簡単に決めたんすか？　おれは、もうあのときにこうするって決めてたんすけど」

　はーと深く息を吐いたウエハラは、ミサの左手を両手で包む。

　どくどくと胸が早はや鐘がねを打つ。耳が遠くなっているにもかかわらず、ウエハラの声ははっきりと聞こえた。

「結婚してくれ」

　ミサは息が止まりそうになっていたが、どうにか問う。

「本気で言ってる？」

　ウエハラは頷いたあと、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをしかめた。

「こーいうときは、普通シンプルに答えるもんだと思うんすけどね」

「でも、好きとかそういうのなしで？」

「今さら何言ってんすか。言わないとわかんないすか？」

「あんたは顔に出ない。わかんない」

「オッケーくれたら、ベッドの中でいくらでも言ってやるっすよ」

　茶化されてミサは腹を立てる。

「それ、噓でしょ。じゃあ、言ってくれたらオッケーしてあげるよ」

　ミサの反撃に、むうとウエハラは口をつぐむ。

　そしてしばらくスコッチのグラスを弄もてあそんだあと、やがて困ったように頭を搔かく。

「そういう言葉って、言えば言うほど軽くならないっすか？　もったいなくて言えねえ」

「一回も言ってないのに、重いも軽いもないんだよ」

「……」

　黙だまり込むウエハラに、ここまで来てもまた決着がつかないのか、とミサが諦あきらめかけたときだった。

　ウエハラは気だるそうに息を吐くと、

「あんたが好きだ」

　と言った。

　ウエハラは瞬く間に耳まで真っ赤になってそっぽを向く。ミサは目を丸くしたあと、つられて赤くなった。

「き、キモいから赤くならないでよ」

「わかってるから言えないんすよ……あんたは赤くなったら可愛いっすけどね」

　追い打ちをかけられたミサは、全身を這はい回るむず痒がゆさにぎゃーと叫さけびたくなる。

　ますます頭に血が上るのがわかって、苦情を訴うつたえた。

「今可愛いとか言うのは反則！　──わかったよ。その言葉に免めんじて結婚してあげるよ」

　ウエハラはわずかにほっとした様子を見せたが、直後真顔になって目を据すわらせる。

「──で？　あんたはどうなんすか」

　今度はあんたの番だとウエハラが唇くちびるの端はしを吊つり上あげた。からかうような顔は、どう考えてもプロポーズの返事をもらったあとの顔ではない。

　だが、あんなふうに言ってもらったのだから、言うべきかともじもじしていると、ウエハラが悪乗りした。

「せっかくなんで『りょうへいあいしてる』で」

「調子に乗んな──って、良りよう平へい？　その顔で良平？」

　もちろん名前は知っていたが、照てれ隠かくしで笑って誤ご魔ま化かす。習性で、人目があると余計に突つっ張ぱってしまうようだった。

　ふと、目を泳がせたそのとき、ウエイターと目が合う。

　気まずそうな表情のウエイターが、テーブルを遠巻きにして立っていた。助けを求めるようにミサが見つめると、彼は顔を輝かせた。

「……あの……お取り込み中申し訳ありませんが……」

　どうやらウエイターの方も、話の切れ目を待っていたらしい。

（ってことは、うわああああ、聞かれた!?　今のやりとり聞かれた!?）

　ミサの顔が瞬く間にぼっと火を噴ふく。

「閉店のお時間なので……」

　被ひ害がい妄もう想そうかもしれないが、ウエイターの顔にはなんとなく『いちゃつくなら他でやれ』と書かれているような気がした。

　ウエハラにもそう見えたのか、彼は一いつ瞬しゆんムッとした顔をしたが、すぐに切きり替かえて立ち上がると、ミサの手をとった。

「行くっすよ」
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　ウエハラはその足でフロントへ向かうと、キーを受け取り、エレベーターにミサを連れ込んだ。

　きらびやかな夜景が眼下に広がっていく。ミサはあまりのスムーズさに驚いた。

「え、部屋とってあったの!?」

　ウエハラは頷く。

「だって誕生日だし」

「で、でも明日──じゃなくって今日の夜も会うって」

「月曜日に寝ね不ぶ足そくと火曜日に寝不足、どっちがいいんすか？　おれは月曜日の方がいいっす。なんか充じゆう実じつした休日過ごしたみたいじゃないっすか？」

　寝不足という言葉にあらぬ想像をしたミサは固まる。

「わ、わたしはどっちも嫌だよ」

「じゃあ風ふ呂ろ入って寝るだけにするっすよ」

　さらっと言われて、ミサは目を剝むく。

「あんた、たまにすごくもったいないこと平気で言うよね。ってか、断られたらどうする気だったんだよ。一人で泊まった？　指輪は質に入れるとか？」

「断られない自信はあったんでー。あれだけ結婚する男としか寝ないって豪ごう語ごしてたんすから」

　へらへらと笑われて、ミサはムッとする。

「寝たら気が変わったとか十分あると思わない？　ほ、ほら性の不ふ一いつ致ちとか……」

　そんなことはないと自分でもわかっているので、どうも滑かつ舌ぜつがよくない。

（っていうか、その言葉が生々しくて恥はずかしいんだよ！）

　ミサがゴニョゴニョ言っていると、ウエハラは涼しい顔で言った。

「気は変わったと思うっすよ？」

　だって──とウエハラはニヤリと笑うと耳元に口を寄せ、別人のように甘い声で囁いた。

「もっと抱だかれたくなっただろ」

「──────!?」

（なんでそういうこと言うかなこの男は!!）

　ウエハラは固まるミサをエレベーターから連れ出すと、部屋の前に連れて行く。

　そしていつもの調子に戻って言う。

「じゃあ、さっきの続きを聞かせてもらうっす。誰もいないから、どんだけでも好きって叫んでくれていいっすよ？」

「い、言わないし！」

　どうやらベッドの中で好きだと言わされるのはミサの方らしい。

　強引さには呆あきれるし腹が立つが、どうにも逃げられる気がしない。そして、逃げる気もない。

　目の前のウエハラは、ミサが手に入れたかった最高のイケメンだったからだ。
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　スマホを立ち上げて、画像アプリを開くと、ミサが、

「ちょっとーそれいい加減に消して！　本人がここにいるからもういいでしょ？」

　と照れくさそうに文句を言う。

　専用のフォルダの中には徐じよ々じよに写真が増えているけれど、それでも、上うえ原はらにはフォルダの一番先頭におさめられた写真が今でも特別に見えていた。

　罠わなを仕し掛かけたのは上原の方。だけど、罠を張ろうと思わせたのは、このあどけない寝ね顔がおだからだ。

　あの夜には気づかなかったけれど、よくよく思い返すと、あのとき『罠を仕掛けた』のは、半分くらい覚悟を決めていたから。

　彼かの女じよを絶対に逃のがしたくないと思ってしまったからなのだろう。





[image: ]






　先ほどまで居酒屋で焼しよう酎ちゆう漬づけになっていたアオヤマミサは、フラフラと歓かん楽らく街がいを歩いていく。

　上原は、見事な千ち鳥どり足あしに呆あきれつつ、さすがに放置できずについていく。

　飲み屋が並ぶ通りを少し過ぎると、そこはラブホテル街だ。

　外見だけは可か愛わいい女だった。だからこそ、こんな街では悪目立ちしていたのだ。

　彼女がネオンの光を珍めずらしそうに見上げて立ち止まると、どこからともなく男がゴキブリのように湧わいて群がる。

（これは……厄やつ介かいな拾い物しちまったよな）

　女一人であんな店にいるくらいだ。事情があるのだろうと声をかけたのが運の尽つきだ。

　ザルだと思っていたミサはどんどん陽気になっていき、本音か噓うそかわからないような、そして周囲が反応に困るようなことをぐだぐだと吐はいた。

　そして限界点を超こえたとたん、突とつ如じよ潰つぶれた。まるで電池が切れたかのようだった。

（あーあ、あんなこと言ってたけど、このまま打ち捨ててたら全部パアッすよね）

　上原が捨てていってしまえと思えないのが、ミサが吐いた台詞せりふのせいだった。

『わたしが、結けつ婚こんする男としか寝ないって決めてる、って言ったらさあ、高たか階しなのやつ、怖おじ気けづいたんだよ。信じられる？　最大の武器を使った最大限の攻こう撃げきを躱かわされたんだよ？』

　聞いた瞬間、上原は焼酎を噴ふいた。

　この外見で処しよ女じよかと驚おどろき、さらにあまりにお堅かたい貞てい操そう観念に、ひどいギャップを感じたのだ。

　そりゃあ、本気でなかったら、男としては一度引くしかあるまいと思う。寝てしまえばその後の人生が決まってしまうのだと言われれば。

　だが、馬ば鹿かにする気にはならなかった。

　下手すると恋こいがコンビニで手に入りそうな今日この頃。生しよう涯がい一度きりの恋だから、安売りせずに相手を厳選しようという姿勢は、好ましいと思えたのだ。

（にしてもな……方向性が大分間ま違ちがってるけどな）

　コンサバティブな服装は、ファッション誌からそのまま抜ぬけ出だしてきたかのようだが、選んだ色が甘あまったるいせいで、多方向に色気を振ふりまいてしまっている。

　それが今、歓楽街で男を釣つる餌えさになっていた。

「ねえねえ、お姉さん、今から一いつ緒しよに飲まねえ？」

　下心丸出しで群がるゴキブリの中、先せん陣じんを切って、二人組の若い男が声をかけている。

「ほら、カラオケ行こうよ、カラオケ」

　カラオケと言いつつ、指差すのはカラオケと看板の出たラブホテルだ。二人がかりで何をする気だろうか。

（そりゃあ犯罪だろ）

　見て見ぬふりはできなかった。うんざりしつつも上原は、ミサと男たちの間に体を割わり込こませて会話を遮さえぎる。

「あー、これ、おれの連れなんで」

　群がる男にそう宣言すると、「噓をつくな」という目で見られる。

　無視してミサの腕うでを摑つかむ。そのまま立ち去ろうとしたとき、当のミサに手を振ふり払はらわれた。

「ちょっとお、あんたみたいなフツメンくんが彼かれ氏しのわけないじゃん」

　さすがにイラッとする。

（めんどくさ。勝手に食われてろ）

　踵きびすを返したものの、泥でい酔すいするまで飲ませたのは上原だ。責任の一いつ端たんが自分にあるのを思い出して立ち止まった。

　そのとき、

「うわっ──何すんだ、この女！」

　声をかけていた男が悲鳴を上げる。

「？」

　上原が振り返ると、ミサが男の足にゲロをぶちまけている。見事に命中して、男は真っ青だ。

「うっ……きもちわる……っ」

　まだ吐き足りないのか、うずくまるミサを見て、殺虫剤ざいを撒まかれたゴキブリのように、一気にいなくなる。

　酔よっぱらいの介かい抱ほうという厄介事と秤はかりにかけたら、逃にげたくなったのだろう。

　結局自衛できているミサを見て、妙みように愉ゆ快かいになる。

　だが、笑っている場合ではないだろう。

（自じ業ごう自じ得とくっすけどね）

　上原はミサに近寄ると、脇わきの下したに手を入れて立ち上がらせる。

「あ～～～～～、もー、ダメ」

　ひとまずトイレを探す。だがこんな深夜に開いている店など、ほとんどない。

（あーあ、しょうがないっすよね、これは）

　小さくため息をついた上原は、ネオンの眩まぶしい目の前の建物に入ることにした。




「あ～、服が汚よごれる～……高かったのに～。シミになる～～」

　トイレに半分顔を突つっ込みながらミサが呻うめいている。

　むしろその状態で服の心配ができるのがすごいと思う。ザルは伊だ達てじゃないらしい。

　と思っていると、ミサはブラウスを脱ぬぎ捨すてる。そしてスカートも。

（……この女……！）

　どうやら上原のことは、置物くらいにしか思っていないらしい。

　色気も何もない状態だけれども、さすがに目のやり場に困り、バスタオルをミサの肩かたにかけ、とりあえずバスルームを出る。

　散乱した服を拾って椅い子すにかけておく。

　タグを見ると、そこそこ有名なブランド品。汚れるのを嫌きらう理由も、まあわかる。

　冷蔵庫から水を出してあおる。ビールもあったが、さすがにこれ以上酔っている場合ではない。どれもこれもぼったくり料金だが、この際仕方ない。

　部屋の大部分を占せん領りようしている、キングサイズのダブルベッドの上でしばし待っていると、シャワーの水音が聞こえてきた。

　どうやら風ふ呂ろに入るつもりらしい。吐き気が落ち着いたのかもしれないが、朦もう朧ろうとしているのに実行できるのは、それだけ習慣づいているのだろう。

　すげえなと思いつつ、

「だいじょうぶっすか？」

　と問いかける。

　答えはなく、代わりに響ひびく水音。

　ため息をついてスマホを立ち上げて待つ。

　メールをチェックし、ニュースサイトを一ひと巡めぐりしたところで、上原は時計を見て不安になる。先ほどから既すでに十五分ほど経過していた。

「溺おぼれてないっすよね……」

　溺でき死し体たいでもできあがっていたら大おお事ごとだ。

　仕方なく風呂を覗のぞくと、案の定バスタブの縁ふちに寄りかかってぐったりしている。だが、単に寝ているだけのようでほっとする。

「ほんっと迷めい惑わくきわまりないよなこいつ」

　ミサの濡ぬれた頭をガシガシと拭ふいていると、だんだん腹が立ってくる。

　この気の抜き方は、いくらなんでも成人男性に対して失礼だと思う。

　どうせあんた、食う度胸なんかないでしょう？　と言われている気がするのだ。

　だが、上原にないのは度胸ではなく、覚悟だ。この女の人生は、通りすがりにいただくほどの軽さではない。

　見ないようにと目を背そむけたままバスタオルに包んだ体は、小さくて、華きや奢しやだった。横抱だきに抱かかえると見た目通りにひどく軽かった。

（ちゃんと食ってるのか？）

　ミサをベッドに寝かせる。服を着せてやろうかと思って、風呂から拾ってきたのはいいが……、さすがにハードルが高すぎてやめることにする。

（あ──……なんか……さすがにきついこれは）

　全く好みではない女だ。それでも健全な男として、当然欲情はする。

「置いて帰るかな」

　と思って精算を試みるが、この施し設せつはどうやらその性質上、一度でも部屋を出ると退出扱あつかいになるらしい。

　一緒に出るしかなさそうだと、精算機の説明を読んで絶望する。

（なんでこんな女のために、こんな思いしなけりゃいけねえんだよ──）

　うざい、と口にした上原は、だが、ミサを睨にらみつけようとして目を見開いた。

　先ほどは髪かみで隠かくれて見えなかった寝顔が顕あらわになっていたのだ。

　化け粧しようを落とすのも風呂と同じく習慣なのだろうか。ミサは化粧っ気のない顔で、まるでこどものようなあどけない寝顔を晒さらしていた。

　その顔が、上原の中の不満から劣れつ情じように至るまでの、悪感情を押おし流ながす。

　丸い頰ほおには赤みがさしている。

　普ふ段だんは化粧で隠しているのかもしれない。鎧よろいを脱ぎ捨てた肌はだは、桃もものように甘そうで、だけどなんとなく触ふれがたい清らかさがあった。

　目元も化粧を落とすとかなり印象が変わる。派手な印象が消え去り、素そ朴ぼくではあるけれども、純じゆん粋すいに可愛らしい。

　しばし見とれてしまう。

（なんかゴテゴテに着き飾かざってるけど……こっちの方が、絶対可愛いんじゃねえの）

　女性の外見をさほど重要視していない上原でもそう思う。

　というのも、女の外見ほど誤ご魔ま化かしが利きき、信用ならないものはないと信じているからだ。

　だが今、ミサは誤魔化しの利かない状態で素のままを晒している。

（そのまんまにしてりゃあ、あんたの望み通りの男、捕つかまるんじゃねえの？）

　そんな思いが湧わき上あがるが、本当に彼女が男を捕まえたところを想像すると、なんだかもやもやとしたものが胸を覆おおうのがわかる。

　その感情がなんだか気がついたが、本日の前半のハイライトが頭に浮うかび上あがると、素す直なおに認められない気になった。

　ただ、このまま別れるのはあまりにも惜おしい。

「とりあえず、様子見るっすかね。……正せい攻こう法ほうじゃあ、無理だろうしな。何しろ、この女は一ひと筋すじ縄なわではいかないし、おれ、『フツメンくん』だから」

　鏡に映った自分の顔は、苦笑いを浮かべている。

「まずは多少強ごう引いんでも、相手にさせないと……。ちょっとやそっとじゃ、無視されそうだしな」

　上原はその晩、頭を絞しぼって、自由に飛び回る蝶ちようを捕まえるべく、罠を張ったのだった。
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「ねえねえ、これ、やっぱちょっと恥はずかしいんだけど。めっちゃ無防備だし、ヨダレたれてない!?」

　ミサがふくれっ面つらで上原のスマホを奪うばおうとしている。

　素す顔がおを見られることを最初嫌いやがっていた彼女だけれど、この頃ごろはもう平気になったようだ。

「めっちゃ可愛いっすよ、これ」

　最初、こう言うと、ものすごくびっくりした顔をしたなと思い出す。

　言われ慣れているだろうにと不思議だったが、ミサは自分が可愛くないと思い込んでいた。いや、正確には外見については可愛いという自覚があったけれども、どうせ外見しか褒ほめてもらえないのだと卑ひ屈くつになっていた。

　外見には自信があっても、内面に自信がないという、ある意味とてももったいない生き方をしてきたのだ。

（こんなに可愛いのにな）

　赤らんだ頰が、そして何より頰を膨ふくらました仕草が可愛らしいと本気で思う。

　だからこそ、彼女が自信を取とり戻もどすまで。

　取り戻したあとも、一生。

　上原は彼女が可愛いと言い続けようと、心に決めている。





《完》
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　ファッションビルの人ひと気けのない非常階段は、一見すると四月の陽光に暖められて居い心地ごこちがよさそうだと思った。

　だが、そのうららかな空気を一いつ瞬しゆんにして変えてしまうのは、ミサの目の前でニヤニヤと笑う男二人。

　ミサはいつもの癖くせで、男の鑑かん定ていを始める。

　整った顔立ち、流行のファッション。どちらも一いつ般ぱん的てきにはイケメンと言われる部類だと冷静に観察する。

　背はウエハラよりは低いが割と高い。つまりミサは視界を遮さえぎられ、そして周囲からもミサは隠かくされてしまっている。

「うざいし」

　ミサは言い放った。

「可か愛わいい子が、そんなこと言わない方がいいと思うよ？」

　こういうとき、あと五センチでもいいから身長があったらなと男たちの顔を睨にらみながら、ミサはため息をついた。

（あーあ）

　今日はウエハラとのデートだった。

　あんなことになったのは、半月前のこと。

　二人の関係が劇的に変わってから間もない。まだまだ距きよ離り感かんに慣れず、いまいちどう過ごしていいかわからないものの、確実に楽しい時間だった。──さっきまでは確実に。

　だが、ウエハラと街をぶらぶらしていたら、ちょっと店を覗のぞいた隙すきにはぐれてしまった。そして、彼を捜している間に、チャラい男二人組にナンパされてしまったのだった。

　ナンパ自体は昔からよくされていたのだが、今日の相手は若い。

　ウエハラと付き合うようにしてから、無理なく似合う恰かつ好こうをするようになり、数すう歳さい若く見えると言われるようになった。

　しかも今日は膝ひざ丈たけのシャツワンピースにニット帽ぼう、足元はエンジニアブーツ。

　オフはアメカジのウエハラに合わせてみたのだ。オフィス仕様と比べて随ずい分ぶんカジュアルだし、余計にかもしれない。

（手でも繫つないでたらよかったかな）

　あの男は大だい胆たんなくせに、案外照れ屋なのかもしれない。それがこの頃ごろのミサの推測である。

　というか、ミサから攻せめると、一歩引いてしまうところがある。

　先ほどもミサから手を重ねてみると、驚おどろいたように目を見開いて、誤ご魔ま化かすように笑ったあと手を引っ込めてしまった。

　その仕草が妙みように新しん鮮せんで、頭上にある顔が若じやつ干かん赤らんでいたような気がしたので、気は悪くしなかったけれど。

（自分から攻めるときは、こっちが引くくらいの猛もう攻こうを仕し掛かけるくせに……、不思議だよね）

　そんなことを考えながら、隙を見て逃にげようとすると、男の一人がミサの顔の横に手を突ついた。

（はぁ？　未いまだに壁かべドン？　今さらときめくとでも思ってんの？）

　苛いら立だちが増して、ミサは心の中で柄がら悪わるく毒づいた。意中の相手でなければ、こういうのは不ふ愉ゆ快かいなだけだった。

「連れがいるって言ったと思うけど？」

　目の前の腕うでに嚙かみついてやろうかと思う。睨み上げると、勘かん違ちがい男は言った。

「でも連れん絡らく取れねえんだろ？　じゃあ、いいじゃんいいじゃん、おれたちと遊ぼうよ」

「連絡が取れないからあんたたちと遊ぶ？　なんで？　その理り屈くつおかしいよね？　頭悪そう。っていうか頭悪い。とにかく、退どいて」

　本気でイライラする。ミサは電話をかけようとスマホを取り出すが、男の一人に取り上げられてしまった。

「ちょっと返してよ」

　手を伸のばすが、二十センチの身長差は大きかった。男が手を上に伸ばすととても届かない。

　ミサが飛び上がってスマホに手を伸ばそうとするのを、男は面おも白しろがり、からかうように手を振ふる。

「背ぇ、ちっちゃい子って可愛いよな」

「背徳的な感じがして、楽しそう」

　男たちは何を考えているのか、鼻の下を伸ばしている。整っている顔が台無しだとミサはうんざりした。

（あー、どいつもこいつも）

　ちょっとイケてるやつに限ってこうだ。凄すさまじくイケてる男はこうはならないというのに、中ちゆう途と半はん端ぱな自信がまずいのだろうか。

「キモい」

　ぼそっと言うと、何か聞き間違えたかのように、顔だけイケメンその一が眉まゆを寄せた。

「今なんて言った？」

　にやにやとしていた顔だけイケメンその二が問うので、もう一度はっきりと言ってやる。

「キモいって言ってんの。彼かれ氏しいるって言ってんでしょ。さっさと返せ」

「でもさあ。あんたの彼氏よりおれたちと遊んだほうが楽しいだろ？」

　男たちは気にしない。本当にどうしてミサの周りにはこういう男ばかりが湧わいて出るのだろう。

（おしゃれするとダメなのか？）

　だからといって地味な恰好しかできないのは嫌いやだと思う。

　ミサだって乙おと女めだ。ウエハラに可愛いと言ってもらいたい。

　せっかくのデートを台無しにされて、腹立ちまぎれにミサは吠ほえる。

「全然。あんたたちくらいの顔の男なんて、そのへんにゴロゴロいるし、何天てん狗ぐになってるわけ。勘違い男が一番気持ち悪いんだよ」

「はあ？　ちょっとこの子何言ってんの」

　ようやくミサの言葉が届いたのか、男たちの顔に怒いかりが走る。しまったと思ったがもう遅おそい。

　焦あせったミサが悲鳴でも上げようかと思ったときだった。

「ミサ」

　頭上──男たちの頭のさらに上から低い声が降った。

　顔を上げたのと、ミサのスマホが男の手から消えたのは同時だった。

「ウ、ウエハラ！」

　ミサが呼び返すと、彼はわずかにげんなりした顔をした。だがすぐに表情を厳しくすると、男たちを睨んだ。

「あんたら、おれの彼かの女じよに手ぇ出すのやめろ」

「はぁ？」

　男二人は不愉快そうに振り返って、ウエハラの体格のよさに怯ひるむ。しかし、次の瞬しゆん間かん、

「ちょ、ちょっとあんたの彼氏って、これ？　まじ？」

　イケメンが半笑いの顔で見上げる。

「なんか文句あるっすか？」

　ウエハラがじっと見下ろすと、二人は互たがいの顔を見合わせる。

「ってか全然釣つり合あいとれてなくねえ？　美び女じよと野や獣じゆう？」

　ゲラゲラ笑い出す二人に、ミサはとうとうキレた。

　自分の被こうむる迷めい惑わくは耐たえられるが、彼まで巻き込んで、しかも馬ば鹿かにされれば黙だまっていられなかった。

「ウエハラはあんたらの百倍はいい男だし」

「それなんの冗じよう談だん──マジうける」

　さらに笑う男たちに、ミサは殴なぐりかかりたくなる。

　だが、ウエハラの手が振り上げたミサの手を押さえた。彼は全く気にしない様子で、

「あんたらには彼女を満足させられねえと思うっすよ。たとえ二人がかりでも、絶対手に負えねえから」

　と余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべると、ミサの手を握にぎって歩き出した。




　ビルの外では、程ほどよく冷えた空気が足元を流れていた。

　歩道に植えられているハナミズキが、青い空を背景に咲さき誇ほこっている。最高のデート日和びよりだと思うと余計に頭にきた。

（あー、もう、せっかくのデートが台無しじゃん!!）

　無言で歩いていたミサが、地じ団だん駄だを踏ふむように足踏みをすると、ウエハラが笑う。

「カッカしなさんな。馬鹿の相手して怒おこるとか、エネルギーの無む駄だ遣づかいもいいとこ」

「でも、めっちゃムカつくし。なんでウエハラひと言言ってやらないんだよ」

　ムキになってミサは言い返すが、ウエハラはごきげんな顔で言った。

「おれはあんたのひと言もらえて超ちようラッキーって感じ」

　雑ざつ踏とうの中でウエハラは手を繫ぎ直すと、ミサの手を引っ張って歩きはじめた。

　指の間に自分の筋張った指を通して密着させる。

　その行こう為いはミサに彼との夜を呼び起こさせる。昼の光の中で抱だき合あっているような気分になり、手にひどい汗あせをかく。

（だ、だから、なんで自分から来るときはこんな大胆なわけ……！　あー、『黙っておれについてこい』ってやつ？　これだから九州男児は……）

　グチグチと心の中で文句を言いつつも、手から伝わる感かん触しよくがだんだん不満を消していく。

　アスファルトの熱を車の排はい気きが巻き上げる。熱気に満ちた大通りを手を繫いで歩く。

　その間、ウエハラの親指は、ちっともじっとしていない。

　親指と人差し指の間を辿たどったり、手のひらを引ひっ搔かいたり──と、意味ありげないたずらを繰くり返かえす。

　言葉を失ったままミサは、それでも文句も言わずにウエハラに手を引かれていた。

　商業エリアから少し離はなれると、ホテルが立ち並ぶエリアが広がる。看板を見るたびに頰ほおだけでなく体も熱くなる。

（わああ、何考えてんだ、わたし！）

　妄もう想そうを振ふり払はらいつつも、思わずミサが喉のどを鳴らしたとたん、ふとウエハラは口元を緩ゆるめる。

「めっちゃやらしいこと考えてるっすね」

「な、何言ってんの、この馬鹿ウエハラ」

　図星で真っ赤になったミサは思わず手を振り払った。すると、ウエハラは納なつ得とくいかないとでもいうように口を尖とがらせた。

「あー、やっぱダメっすね」

「何が」

「彼氏なんだから、やっぱ名前で呼ばないと。さっきのはダメな例。せっかく恰好よく助けに入っても『ウエハラ』って言われたら台無しっすよ。おれはちゃんと呼んだのに」

　言われてミサは、先ほど彼が彼女の名前を初めて呼んだことに気づいた。

（あ、そういえば、いつも『あんた』とかなのに）

　思ったより動どう揺ようしていたのだろう。

　恋こい人びととして絆きずなが深まった瞬間を、さらりと流してしまっていたことが、ひどくもったいなくてがっかりする。

「聞きき逃のがした。もう一回呼んで」

　だがウエハラはニヤリと笑って躱かわした。

「ダメっすよー」

「ケチ」

「そーいうときはあんたから言えばいいんすよ」

「『あんた』に戻もどってる！」

「嫌なら、早く言うっすよ。ほらほら、『りょうへい』たった五文字。簡単っす」

　ミサは「り」と口を開きかけたが、どうも照れくさくて喉に引っかかる。

「人目が気になるっすか？」

　笑うウエハラの目は、シティホテルの看板を見上げている。ゴシック体の『ご休きゆう憩けい』の文字に、ミサは思わず時計を見て冷ひや汗あせをかく。

「まだ二時だよ。真っ昼間」

「たまにはいいんじゃないすかね」

　ウエハラはミサの手を持ち上げる。そして異常にひどい手汗を指で拭ぬぐう。

「それとも、夜まで持つ？」

　いたずらっぽく覗き込まれる。

　その顔は確かにフツメンだ。だがひどく好みに思えるのは、何かの魔法にかかっているのだろうか。

　ぼうっとなるミサの耳元でウエハラはとどめのひと言を落とした。

　おれは待てない。

　その言葉に、ミサはあっという間に陥かん落らくした。
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「前にさあ。新しい営業に心当たりあるって言ってなかったか、おまえ」

　夕方のオフィスには人ひと気けがない。

　社長は娘むすめの保育園送そう迎げいで、後こう輩はいのデザイナーは時短勤務で既すでに退社済み。営業は外回りから直帰だ。それをいいことに、寄り道をしている元上司の声に上うえ原はらは顔をしかめる。

「あー、そういやそういうこと言ってましたっけ」

「おまえから言い出したんだろ？　人手不足が結構深刻なのはおまえが一番わかってるはずだ」

「聞いてみたけど、あてが外れたっていうか」

「さくらの育休もあるし、人員補ほ塡てんしないとまずいんだよ」

「片かた桐ぎり、育休あんまり取らないって言ってましたよ」

「え、まじで！」

　島しま田だは、妻の旧きゆう姓せい呼びを訂てい正せいすることさえ忘れたようだ。慌あわてぶりに呆あきれる。

「また意い思し疎そ通つうできてないんすか。どうせ取るのが当たり前とか思い込こんでたんすよねー。あいつが家でじっとしてると思います？　社長と同じタイプっすよ。もう保育園くらい考えてるんじゃないんっすか？」

「まじか……」

　頭を抱かかえる島田を横目に、上原はＰＣのディスプレイに向かい合う。

　とにかく無む駄だを削けずりに削ったシンプルなデザインは、商業ビルに納品するもの。

　ステンレス製のプレートに印刷したら映はえるようにと考えている。上原の得意とするオフィス向けのピクトサイン（トイレのマークのようなもの）だ。

　少し視線を逸そらすと、隣となりの席には木製プレートが置かれている。

　そちらは学校向けの柔やわらかいデザインで、可か愛わいらしいイラストのサインが描えがかれていた。後輩のデザイナー、片桐──島田さくらの仕事だった。

「ってか、そうするつもりなら、人じん員いん補ほ塡てんしないとまずいのはデザイナーっすよ。営業は竹たけ中なかくんがいるっすよ」

　竹中は外回りに出ている。だが前任の島田に比べると押おしが弱い。

　真面目だけが取とり柄えの汗あせっかきな彼は、ヒイヒイ言いながら自転車で近場を回っているはず。

「なんかなー、あいつ、さくらに色目使ってないか？　さくらはなんつうか、そこんとこ鈍にぶいから」

「馬ば鹿かっすか」

　上原は切って捨てた。今、心配するべきは受注量の減少だ。

「おまえ上司に向かって」

「元上司っすよー。口出ししすぎっす。あとは社長に任せればいいんじゃないすかね」

　正論を吐はくと、ようやく島田は黙だまり込んだ。

　だが、静かになった、とコーヒーを口に含ふくんだとたん、

「おまえが紹しよう介かいしてくれるのって、ミサちゃん、だと思ってたんだけどなあ」

　突とつ如じよ図星を指されて、上原はコーヒーを噴ふきそうになる。

　彼かの女じよのことについては、以前飲んだとき以来、口からも、顔からも、何も出していないはずだった。しかも匿とく名めいでの話だったはず。だから、その名前がさらっと出てくることに驚おどろいた。

「なんでですか」

　なんとか咽むせるのを免まぬかれた上原を気にせずに、島田は飄ひよう々ひようと続ける。

「いや、なんとなく。女子なら安心かと思ってさ。さくらの同期生だし、あの押しの強さと、バイタリティは営業向きだろ」

「……」

（うっわ……相変わらずこの人、タチわりい）

　鈍いのか鋭するどいのかわからないと、上原は心の中で文句をつける。

　大会社の社長令息で、誰だれが見てもイケメンで、凄すさまじく仕事もできるくせに、肝かん心じんなときに重大なポカをする（主に恋れん愛あい面）せいで、ちょっと頼たよりない男に成り下がっている。

　だからこそ、なんとなく油断を誘さそう。放っておけない。育ちがいいというのはこういうことなのだろうと思う。

「だとしても、スカウトなら自分でしてくださ──」

　と口にしかけた上原は途と中ちゆうで口をつぐむ。なんとなく、島田がミサを口説くというその絵え面づらが気に食わなかったのだった。

　上原は自分に自信がないわけではない。だが、人の心というのは揺ゆれるものだ。だからこそ、あえて危険を冒おかす必要はない。

「いや、片桐に頼たのめばいいんじゃないっすか」

　我ながらいい案だと思ったのは、ミサが、上原がさくらのことを好きだとかなんだとか、信じ込んでいたようだから。

　ミサは自分で仕事を探すと言っているし、余計な干かん渉しようはしないつもりだった。

　だから、別にスカウトを受けようが受けまいがどちらでもいい。というか、彼女は多分断る気がする。

　だが、二人の間にしこりを残さないのが、今後のためにはいいと思ったのだ。

（この際、仲良くしてもらった方がいいんすけどね。多分ずっと付き合わないといけない相手だし）

　島田との付き合いは、おそらく一生続くだろう。──と思えるくらいには、上原は彼のことが好きだった。兄は一人いるけれども、もう一人の兄のように慕したっているのだ。

　それに、ＳＨＩＭＡＤＡの社長は島田の姉である。つまりさくらは社長の義ぎ妹まいなのだ。上原が勤め続ける間は縁えんが切れない相手だった。

　アットホームな会社だし、家族ぐるみでの付き合いも多い。となると、仲良くしておくに越こしたことはない。

　だが──。

「あいつ、友達作れないっすからね……」

　ポツリと呟つぶやくと、島田は「さくらには友達多いよ？」と首を傾かしげた。
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　その提案を持ち出されたとたん、ミサは即そく答とうした。

「やだよ」

「あー、やっぱそうっすか」

「やっぱってなに？　っていうか、片桐さんに会えとか、何企たくらんでんの？」

「いわゆるスカウトだよ。人手足りねえの、うちの会社。話だけでもって上が言うからさ。同期だから話しやすいだろうと思って」

「天敵だよ」

「そうっすか？　話してみたら案外気が合うと思ったんすけどね」

「正反対だって。合うわけないし」

「まー、自分のことは自分じゃわかんないか。まあいいっす、今回は適当に断っとくから」

　ウエハラは意味ありげに言うと、肩かたをすくめる。なんだか含ふくみを持たされて腹立たしい。ミサは小さな反はん撃げきを繰くり出だす。

「それに、スカウト？　って……わたし、あんたと一いつ緒しよの会社で働くのはやだし。カッカして血圧上がりそう」

「あー、おれに見とれて仕事になんないってやつっすか」

「っ！　どこから、その自信が湧わいてくるわけ……！　育てた親の顔が見てみたいよ!!」

「じゃあ、見に行くっすか？　早く連れてこいって言われてるし」

「は？」

　いつもの応おう酬しゆうからの、いきなりの展開にミサは固まった。

「おれんちに先にくる？　それから、おれがあんたんちに行けばいいっすかね」

「…………」

　ミサは動どう揺ようする。

（これは……！）

　確かに誕生日にプロポーズされて、指輪までもらっている。そして、ＯＫの返事も、その日のうちに半なかば強ごう引いんに言わされた。

　だが、交際期間も短いせいか、まだふわふわとした気持ちで恋こい人びと気分を継けい続ぞく中だったのだ。

　よく考えると、プロポーズのあとは結けつ婚こんが待っている。

　当たり前のことなのだが、半同どう棲せいをしていて、いつでも会えるため切実さはなかった。

　だから、今初めて事態が現実味を帯びた気がしたミサは、にわかに焦あせった。

「あー、ミサって、おれのこと本気じゃなかったんすね」

「ちが、違うし！」

　そういうんじゃない。だけど態度がそう言ってしまっていることに気がついて、ミサは胸が苦しくなった。ウエハラが、傷ついたんじゃないかと考えただけで、ダメだった。

「じょーだんすよ。……そんな顔しなさんな」

　ミサは、自分がどんな顔をしているかわからなかった。ただ、ウエハラの顔が陰かげっているから、自分がひどい顔をしていることだけはわかった。

　頭を抱えられ、腕うでの中に囲われる。

　こうされるとホッとして、とたんに目め頭がしらが熱くなる。

「ごめん──ちょっと焦っただけ」

　小さな呟きに、思わず顔を上げようとしたけれど、ウエハラの腕は緩ゆるまない。

　顔を見られたくないとき、彼はこうすると、ミサはなんとなく察している。

　やがて腕が緩み、顔を上げたときには、彼の顔にはいつもの笑え顔がお。何事にも動じない、ふてぶてしい笑顔をしていた。

「ま、いつでもいいっすよ。ミサがそうしたくなったときで」

　たまらなくなって、ミサはそのまま彼の腹にタックルするように抱だきついた。

「今週末りょーへいんとこで……！　で、来週末はうち！　電話しとくから」

「……あー」

　彼は一いつ瞬しゆん顔を歪ゆがめたかと思うと、再びミサを胸に閉じ込め、無言でミサの背中を撫なでる。

　大きな手で、まるで子供をあやすような仕草に、心底ほっとしつつも、ミサは今、彼の顔が見てみたいと必死で顔を上げようとする。

　だが、次に腕が緩んだときには──。

「ほんっと、あんた、可愛すぎて、ヤバい」

　そんな言葉に頭が真っ白になる。そして、顔が近すぎて、表情を読むことなどできなかったのだった。
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「サイズ、ないんですか？」

　そんな馬ば鹿かな、とミサは思った。体は多少厚めだけれども、そんなに大きくないはずだ。

「サイズがないっていうか、似合わねえのが問題って感じだよな」

　ウエハラが呟つぶやき、担当者が助かったというように曖あい昧まいな笑えみを浮うかべた。

「腕うでや肩かた幅はばに合わせられると、どうしてもぶかぶかになってしまわれるので……」

　何回目かのブライダルフェア。ドレスの試着もできるということで、張り切ってやってきたのだけれど、案内をしてくれた担当者はまだ若く経験が浅そうだった。

　ミサはウエディングドレスとカクテルドレスを既すでに試着してみて、気に入ったものをキープしている。ウエハラと並んで写真に撮とってもらおうと思っているのだ。

　だが、ウエハラの衣い装しよう選びは思った以上に難航した。

　サイズがないのだ。花はな嫁よめが主役ということもあるのだろうけれど、試着で置いてあったメンズの衣装は、Ｓサイズから３Ｌサイズまでだった。

　身長に合わせる場合は２Ｌでいいのだけれど、胸と腕が入らないということになってしまう。

　ならば胸囲に合わせて服を選ぶと、他がぶかぶか。

　そういえばスーツはセミオーダーしないとダメだったと思い出す。

「いつものことっすよ」

　ウエハラは頓とん着ちやくせずにブカブカの３Ｌを着てしまった。肩と腕はぴったりだけれど、腰こし回りが緩ゆるそう。まっすぐに落ちてくるラインを見ると、なんだか力りき士しが無理をしてスーツを着ているみたいだと思った。

　試着とはいえ、不満だった。そして本番でも同じ問題に突つき当あたることを思うと、なんだか憂ゆう鬱うつになってしまう。

　仕方なく、そのまま写真撮さつ影えいに移る。簡単なヘアメイクも施ほどこされたおかげで、鏡に映る自分は自分で言うのもなんだけれど、可か愛わいらしい。このまま本番でもいいのではないかという仕上がりだ。

　だけど振ふり向むくとどこかあか抜ぬけないウエハラがいて、残念な気持ちが湧わき上あがる。

（あー……なんか、すごくもったいない!!）

　ミサの鬱うつ屈くつに追い打ちをかけるような言葉が、どこからか聞こえてくる。

「うわ、花嫁さんの方めっちゃきれい。だけど……」

　口をつぐんだのはミサが眼力を最大にして睨にらんだからだろうか。だけど、空耳のように続きが聞こえた気がした。

『美び女じよと野や獣じゆうじゃん』

（ちょっと黙だまりなさいよね！）

　ウエハラが聞いていないだろうかとヒヤヒヤする。

　美女と野獣──そんな言葉は、付き合い出してから聞き飽あきるほどに浴びせられていたのだった。
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「ねー、りょーへい」

　どこか暗い顔をしたミサが背中に抱だきついてくる。

「おー？」

　ブライダルフェアから帰ってきてからどこか様子がおかしい。

　ここのところ、いくつか会場を回っているけれど、今日は試食もできてドレスも着られてご満まん悦えつのはずだった。

　ミサは、性格は一いつ般ぱん受うけしないタイプだが、愛らしい外見をしているせいで、どんなドレスも似合う。

　試着をしていると大たい抵ていがモデルさん？　と勘かん違ちがいするくらいにはきれいに仕上がるのだ。

　美人というのは、ドレスを選ぶのも逆に大変だなと思いながらも、誇ほこらしさを込めて見とれていた。

　今だけしかできないデートだから、いろいろな場所に連れて行きたいと思っている。来週は海の中道にあるホテルの試食会だ。

　スマホのスケジュール帳をチェックしていると、ミサは上うえ原はらの背中に抱きついたままぽつんと呟いた。

「あのさあ、海外で二人っきりで式を挙げるってのもありじゃないかなって」

「はぁ？　何を突とつ然ぜん」

　上原は首を傾かしげた。今まで一度も出てこなかった話だ。

「……いきなり、何？　どうかしたか？」

　首だけで振り向くと、ミサは頰ほおを膨ふくらまして、今にも泣きそうな顔ですねている。

　これは真ま面じ目めに話を聞かなければならない感じだ。上原はミサの腕を解くと、彼女を抱き上げて膝ひざの上に座すわらせた。

　だがミサは黙り込んでいる。覗のぞき込むとさらに唇くちびるがこどものように尖とがった。

「おれに、言えないことっすか」

「…………」

　ミサは目を伏ふせる。言う気はないようだ。

　その反応を見て、先ほどの彼女の言葉にヒントを求めることにした。

　そして、

（二人っきりでって……人目のないところ……あぁ……昼間のことか）

　納なつ得とくする。

　どうしてその組み合わせ？　と周囲の視線が問うていることなどとうに知っている。

　上原的にはなんでもないこと。自分の価値は自分が一番よく知っているからだ。

　だから、人の目など気にしなければいいのに。

「おれが横にいると恥はずかしいっすか？」

　確かに外見だけなら、他にもっと似合いの男がいるだろうと思う。

　例えば──自分の元上司の島しま田だなど、現代の王子様とも言えそうな、わかりやすい王道イケメンだ。

　元々のミサの好きなタイプはああいう男なのだろうというのは知っている。自分がそこから大きく外れた男だということも。

「違う！」

　嚙かみつくように否定される。

「逆だよ。わたしさ、りょーへいのこと、馬鹿にされるのが嫌いやなの」

「誰だれも馬鹿にしてないっすよ」

「けど！　あんなふうに、似合わないみたいに言われるの、どーしても嫌なんだよ。あんな目で見られるんなら、結婚式も二人でする。誰も呼びたくない」

　顔を真っ赤にして泣くのをこらえるミサを見て、上原は胸の中がほっと温かくなるのを感じる。

（あー……ヤバいな、ほんと、こいつ、ほんとに）

　可愛い。可愛くてたまらない。

　普ふ段だんがツンケンしている分、余計に思うのだろうか。

　たまらなくなって、力加減を忘れて抱きしめたくなる。だが、触ふれた体は折れそうに細い。いつも壊こわしてしまうのではないかと不安でたまらないのだ。

　ぐっとこらえて腕で囲うだけに留とどめると、ミサは甘あまえるように胸に頰を寄せてくる。

「りょーへいがいれば、それでいいよ」

　こんな女が必死で守ろうとしている自分は、どれだけ幸せ者なのだろう。

　そして、だからこそ、守ってやらないといけないと、上原は思う。

　似合わない、釣つり合あわない、そんな言葉など、上原は全く気にしない。傷つきなどしない。

　逆に羨うらやましいだろうと舌を出したい気分なのに、それが伝わらない。どうすればいいのか上原は考える。

（んー……つまりは、お似合いだと言わせればいいんだろうな）

　心からそう言ってくれそうな人間に心当たりがあった。

　ただし、会わせるのには別の問題が浮ふ上じようしそうな気もしたが、この際面めん倒どう事ごとは一気に片付けるのも手だと思う。
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　西通りの端はしに、行きつけの店があった。といっても、上原のではない。上原の元上司である島田のお気に入りの店だ。

　アジア料理メインの多た国こく籍せき料理の店。出てくるものはしゃれていて、それでいて美う味まい。そしてリーズナブルだ。

　イケメン御おん曹ぞう司しは選ぶ店も気が利きいているが、上原にはアルコール度数的に少々物足りない。

　奥おくのテーブル席には引きつった笑顔のミサと上原、二人を囲むようにして、島田と島田の嫁よめのさくら、そして年ねん齢れい不ふ詳しようの美女と中肉中背の頼たよりなさそうな男が一人。

「はーい、じゃあ、上原くん、婚こん約やくおめでとうー！」

　美女が大声を張り上げると、島田夫ふう婦ふがかんぱーいとグラスを持ち上げた。美女は島田の姉で、上原が勤める株式会社ＳＨＩＭＡＤＡの社長──河こう野の真ま由ゆ美み。

　河野は「ほらぁ、下したっ端ぱは金は出さなくていいから、しっかり声出しなさいよ」と目の前の男、営業の竹たけ中なかをいたぶっている。まだ新人なので下っ端と言われてもしょうがない。

　今日は、社長自みずから、上原とミサのためにパーティを開いてくれたのだ。

　アットホームな職場だと思う。

　上原の職場というのは、社員四名の小さなデザイン事務所。

　ピクトサインの描えがかれたプレートが商品だが、それを売り込むのが営業の仕事。親会社である、インテリア全ぜん般ぱんを取とり扱あつかう島田美装に戻もどる前は、島田がそれを一手に引き受けていたが、今考えるとなかなかにやり手だったと思う。

　穏おだやかで、押おしの弱そうな外見をしているのだが、それを裏切るスマートさだった。

　三年前に立ち上げたばかりのＳＨＩＭＡＤＡで営業のノウハウを独自に身につけた彼は、今は島田美装でそのスキルをいかんなく発揮して出世しているらしい。嫁情報だから、多少盛っているだろうが。

　そんなことを考えていると、

「上原さ～ん、どうやってこんな美人捕つかまえたんですかあ、ずるいっすよ、まじ自分だけずるいっす」

　いつの間にかできあがった竹中が、絡からみ出した。

　ふと見ると、彼の目の前には空のグラスが二つ。

「社長ー、こいつ酒さけ癖ぐせ悪いんですから飲ませたらダメっすよ」

　ため息が出る。というより、飲んではいけないのは竹中だけじゃない。島田姉弟きようだいにも飲ませてはいけないと経験から知っている。

　姉は笑い上じよう戸こで絡み癖があり、島田は愚ぐ痴ちっぽくなる。ＳＨＩＭＡＤＡのメンツはそろって酒癖が悪いのだ。

「啓けい介すけさんもダメですよー？」

　出産予定日が十月末で、大きなお腹なかをした禁酒中のさくらが、おかわりをしようとした島田の手を摑つかんでいる。

「いいだろ、もう一いつ杯ぱいくらい」

　と反はん抗こうするが、首をしっかり横に振られるとしょんぼりと手を引っ込めた。この様子では、島田は一生嫁の尻しりにしかれるつもりらしい。

　酒が強いのは自分たちだけか。ふと横を見ると、ミサの顔が強こわばっていた。原因はすぐに思い当たる。

（あー、竹中のヤツが余計なこと言ったから──）

　触れてはいけないところにあっさり触れられたせいで、ミサの機き嫌げんはだだ下がりのようだった。

　だが、こんなふうに馴なれ初そめを訊きかれるのはごく普ふ通つうのこと。初対面の人間にとっては、ほとんど自じ己こ紹しよう介かいだと思う。いちいち気にしていたら埒らちが明かない。

　どうするべきか、逡しゆん巡じゆんしていたそのとき、まだずるいずるいと言っている竹中をさくらが叱しかる。

「うるさいよ竹中くん。ミサちゃんみたいな子捕まえたかったら、上原さんくらいの懐ふところの深さを身につけないとダメだって。ずるいとか言ってる時点で全然ダメ」

　ミサの目が軽く開く。

「あー、さくらちゃん、そんなこと言ったら、けいちゃんがすねるからダメよぉ。この子、懐深くないからぁ」

　社長がケラケラ笑いながら制止するが、既にけいちゃん──島田の目が笑っていない。

　この元上司は心が挟せまいので、嫁が他の男を褒ほめるのが気に入らないのだ。

　だがさくらは意に介かいさない。

「最初びっくりしたけど、ミサちゃん、見る目あるなあって思ったんだよねえ」

　さくらはそのまま楽しげにミサに話しかける。

　片かた桐ぎり──島田さくら。モテる島田が珍めずらしくつまんねえ女連れてきたなあ、と思ったのが、今思うととても失礼な第一印象だった。

　さくらは、ミサと大学の同期生。ミサが言うには天敵らしいが、反そりが合わないのもなんとなくわかる。女子力というものが皆かい無むだったさくらだ。女子力全開のミサからすると価値観がわからなかっただろうし、逆もしかりだ。

　だが、本質的なところが似ているなあと、二人を見ていて上原は思う。

　どこがだと両方に怒おこられそうではあるけれど、二人とも、自分にものすごく正直で、芯しんがある。こうと決めたら譲ゆずらない頑がん固こさがある。

　ガッツがあるといえばいいのだろうか。

（だからこそ、こうして一度しっかり話をする機会を設もうけてみたかったんだよな）

　企たくらみがうまくいきそうで、ふっと口元が緩みかけたとたん、

「上原さんのいいところは、ＳＨＩＭＡＤＡのみんなはよくわかってますから。わたしは上原さんが、ミサちゃんのどんなところを好きになったのか知りたいなあって思うんですよね。あ、美人っていうのはわかってるので、なしで！」

　さくらが落とした爆ばく弾だんに上原はビールを噴ふきそうになった。何を言い出すこの女。惚気のろけろとでもいうのだろうか。

　そう思って睨むと、さくらがニヤニヤと笑っていた。目が、照れろ照れろと言っている。これは普段のシゴキに対する仕返しか。

「おれも聞きたい」

　島田もからかいの目をして妻に乗じる。こっちは生意気な上原に対するお仕置きか。

「そんなの、中身もめっちゃ可愛いからに決まってんじゃないっすか」

　こういうのは照れたら負けだ。

　ドヤ顔で言うと、二人共つまらなそうに口を尖らせる。

　社長は「さっすがあ」と愉ゆ快かいそうに笑い、竹中が「ああー、やっぱりずるいっすよー」と言っている。

　胸がすく思いだったが、それでもどこかムッとしている自分が不思議で心の中を探さぐる。

　そして気づく。気に入らないのは、さくらがミサのどこが好きなのかと聞いてきたことだった。

（あー……なるほど）

　ミサがこの手の質問にどうして腹を立てているのかが、ようやく本当に理解できた気がした。

　問われたことで彼女が傷つかないかが心配になるのだ。

　そして、この女がどれだけ可愛いか。周囲に理解されないのが悔くやしいと思うのだ。

　いつも怒ってしまうミサを思い出すと、腹の底から湧き上がるものがあった。

　ミサは「からかうのはやめてくださいよ～」と言いながらも、どこか嬉うれしそうな顔をして上原を見つめてきた。

『上原さんのいいところはよくわかってますから』

　上原を認めているという、そのひと言が彼女の心を解ほぐしたのだろう。さくらが世辞を言うタイプではないというのも大きいはずだ。

　すごくわかりやすいと思って苦笑いしていると、ミサが小さく呟いた。

「案外こういうの嫌じゃないんだね。自分のことみたいに嬉しいんだ」

　気づかさせてくれたさくらは、おそらく無意識で言ったのだろうが、感謝したいと素す直なおに思った。
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「さくらさあ、○○先生っていたの覚えてる？　あの先生、学生と結けつ婚こんしたらしいよー」

「えっ、先生って四十過ぎだよね。二十歳くらい歳とし上うえにならない？　それって犯罪じゃあ……」

「だよね！　犯罪だよ。わたし、この間先生にそう言ったら困った顔されちゃったけど」

「あー、ミサちゃん、直接言っちゃうんだ？　すごいね、でも言いたくなるかもなあ」

　ミサとさくらはそのまま母校の女子大の話題で盛り上がっている。

　打ち解けるのはあっという間だった。そして女子だけの話というのは、あけすけでひどい内容だとも思う。

　上原は島田をちらりと見る。島田はやれやれといった様子で苦笑いをしているが、きっと同じ気持ちなのだろう。

（気が合うと思ってたんだよなあ）

　上原にとっては、母のような──と言うときっと殺されるので──姉のような社長。兄のような存在の島田。そしてその嫁で、なんとなく妹のようなさくら。ついでに頼りない弟のような竹中。

　上原はあの小さな事務所が大事だった。

　だから家族の顔合わせ的な会合がうまくいって、ひどくホッとしていた。

　ふと思いついて島田を振り向いた。

「島田さん」

　上原が居住まいを正してそう言うと、島田はニコリと笑って「なんだ？」と言う。

「まだ結構先になりそうなんすけど、折り入って頼たのみがあって……」
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　結果として、衣装は和装に落ち着いた。

　体格のいい男ほど紋もん付つき袴はかまが似合うのだと、ミサは、当日見事にそれを着こなしたウエハラを見てひどく満足していた。

　対するミサは、白しろ無む垢くに綿わた帽ぼう子しという花嫁姿だった。

　東区にある有名な神社は、上原家が事あるごとに参さん拝ぱいしているところだった。それを聞いたときに、ここで挙式したいなとミサは思ったのだが、そのひらめきが衣装の問題まで片付けてくれた。

　ウエディングドレスでの挙式にこだわりがなかったかというと、それなりにあった。だけど、ウエハラが一番かっこよく見える方法をミサは選んだのだった。

　雅が楽がくの流れる厳げん粛しゆくな空気の中で、三さん三さん九く度どの盃さかずきをかわす。ウエハラと目が合う。

　ミサは幸せに浸ひたった。

　ああ、ウエハラは、やっぱり最高のイケメンだと。




　だが──披ひ露ろう宴えんではウエハラの希望もあってカクテルドレスを選んだため、必然的に新しん郎ろうもタキシードになる。

　サイズを念入りに直したので、似合っていないわけではない、わけではないけれど──先ほどの紋付袴でいてくれたら、みんなに見せてあげられたのに、と悔しかったのだ。

　それでも、せっかくのハレの日だ。

　ミサの招待客は大学の同級生と親族のみ。

　ウエハラも会社の三名、それから友人と親族のみという小さな披露宴だった。来らい賓ひんが皆みな知り合いというくらいのパーティ。だから堅かた苦くるしくなることもなく、入場からして野次が飛ぶ勢いで、和わ気き藹あい々あいと進んでいく。

　ミサは最高の笑顔で対応していた──が、波乱は歓かん談だんの時間に入ったときに起こった。

「──ねえねえ、ミサさんって、上原のどこがよかったわけ？」

　ウエハラの友人の何気ない言葉が響ひびき渡わたったとき、笑顔にピキン、とヒビが入ったのが自分でわかった。

「はあ？」

　思わず地が出たが、酔よいもあるのか鈍にぶい友人は続けて言った。

「ミサさんみたいな美人が相手とは知らなくって。このウエハラがって思うと、意外でさあ」

（友人なら、りょーへいのいいところ、知ってろよ!!）

　腹の底に押し込めていた憤いきどおりが、一気に膨れ上がるのがわかる。

　彼の言葉が会場全体の総意のような気持ちになってしまう。

「……それ、どういう意味です？」

　存外に冷たい声が出ると、ようやく友人その一は失言に気がついたようだった。一気に青ざめる。

　今、頭に載のせているティアラが角に見えているのではないかとミサは思った。

　だが、直後、背中に声がかかる。

「はいはい、おれが超ちよう可愛い嫁さんもらうからって、おまえら嫉しつ妬とすんなよなー。選ばれた理由？　そりゃあ、全部に決まってるし。めっちゃ惚ほれられて言い寄られて、仕方なくオッケーしてやったっていうか？」

　ふざけた口調にカチンとくる。

（はぁ!?　このおめでたい席で馬鹿にされて、何を能天気なこと言ってるんだよ！　っていうかみんな見てる前で言うのか、それを！）

　とたん、怒いかりの矛ほこ先さきがウエハラの方へと方向転てん換かんした。

「りょーへい、勝手なこと言わないで。全部のわけないでしょっ!?　っていうかわたしが一方的に好きみたいに言わないでよね！」

　するとウエハラはしてやったりという笑みを浮かべる。ミサはハッとした。

（かっかしなさんな。全く気にしてないし）

　そんな声が聞こえた気がして、ミサは怒りが解けていくのがわかる。同時に、凍こおりついていた場の空気まで和やわらいだのがわかった。

（あー……台無しにするところだった……危なかった）

　すんでのところで、ウエハラが機転を利かせてくれたことがわかる。

　ほっとしながらミサの方の親族席を見ると、彼らも今のやりとりに肝きもを冷やしたのだろう。丸く収めたウエハラを、そろって好ましげな目で見つめている。

（知ってたけど……知ってたけど、やっぱり、りょーへいは……かっこいい）

　ミサは、妙みように誇らしい気持ちになる。そして、彼を手に入れることができた自分を褒めてやりたいと思うのだった。




　主しゆ賓ひんの挨あい拶さつはＳＨＩＭＡＤＡの社長が引き受けてくれていた。島田がするのだろうかと思っていたミサは意外だったが、島田には友人枠わくとして中ちゆう盤ばんのスピーチをお願いしていたのだ。

　彼がマイクを持ったとたん、ミサの大学の同級生が「ひゃあ～、イケメン！」などとざわめくのがわかる。

　髪かみを軽く上げたせいで整った顔立ちがはっきりとわかる。しかも正装しているため、余計にイケメン度が上がって、ミサでも眩まぶしく思うくらいだ。

（残念ながら、既き婚こん者しやですがねー）

　隣となりの席のさくらを見て思いつつも、主役の座を奪うばわれたような気がして、挨拶は別の人に頼めばよかったのに。そう思う。

　だが、司会者が、

「それでは、新郎のご友人、島田様にご挨拶をいただきます」

　と言った直後、島田は立ち上がり、

「『イケメン御おん曹ぞう司し』の島田です」

　と自己紹介をして、ミサは口に含ふくんだ水を噴きそうになる。

　会場にもしーん、と反応に困ったような妙な沈ちん黙もくが落ちる。それを見とどけたあと、島田はにっと楽しげに笑って口を開いた。

「──というのは冗じよう談だんですが、上原くんによくそうからかわれるんです。そして大抵の人が第一印象で僕をそう思うそうです。そんなふうに見えた方が都合がいいことが多いので、訓練してキャラクターを作っているから、当然といえば当然なんですけれど。……ですが、実のところ、上原くんだけは僕のことをそう思ってはいません。真面目しか美点のない男、そう思われてますし、実際、その通りの男です」

　どっと笑いが起こり、ウエハラが「ったく食えない人だな」と苦笑いをする。

「……というエピソードからもおわかりかもしれませんが、上原くんの取とり柄えは、とにかく人をよく見ている、それに尽つきます。皆様も心当たりがあるのではないでしょうか？　思っていても口に出さないようなことを言い当てられたり。僕なんかしょっちゅうですが」

「いや、島田さんは顔に出やすいだけですよ」

　ウエハラが図ずう々ずうしくも口を挟はさみ、さらに会場が沸わいた。

「だから、僕は彼がミサさんを選んだことを最初意外だな、と思ったのです。見た目に絶対騙だまされない彼だからこそ、こんな美人を連れてきたのが不思議だったんですね。ほら、男性で覚えがある方が多いかもしれませんが、『きれいな薔ば薇らには棘とげがある』とか言いますし。だけど、上原くんは、実はミサさんが美人なだけじゃないって、見抜いてたってことだったんですよね」

　島田がミサを見て爽さわやかに笑い、その昔、彼にアプローチしたことのあるミサは気まずさを感じる。

　それは、不思議だろうと思う。島田には本来の自分を完全に隠かくして、持てる女子力を全開で迫せまっていたのだから。今思うと、あんな女に真面目な島田が落ちるわけがない。

（だけど、あの遠回りがあったからこそ、わたしはりょーへいと出会えたんだよね）

〝本当の自分〟をウエハラに見つけてもらえてよかったと、巡めぐり合わせに感謝したくなる。

　くすり、といたずらを仕し掛かけるかのように笑うと島田は続けた。

「以前、上原くんにミサさんを好きになった理由を訊く機会がありましたが、彼は『中身もめっちゃ可愛い』と冗談のように言いました──ほら、上原くん、いつもドヤ顔で言うじゃないですか？　だけど、あれは掛かけ値ねなしの本音だったんだろうなと思うと、すごく微笑ほほえましい気分です。……あ、なんだ、やっぱり図星？」

　とたん、「上原さんも可愛い～」などと酔っぱらった竹中が野次り出すが、ウエハラはむっつりと黙っているだけ。

　その耳が赤くてミサは目を瞠みはる。

　やり込められたのが悔しいのか──それとも。

「──上原、本当におめでとう。本当におまえにお似合いの奥さんで、おれは嬉しい。これからもうちの会社を引っ張っていってくれ。ミサさん、上原をどうぞよろしくお願いします」

　社長が拍はく手しゆを始め、さくらと竹中が続く。拍手が伝でん染せんし、会場を埋うめ尽つくす。

　ウエハラの困こん惑わくした顔を見たのは久々だった。

　ミサは島田がただのぼんくらではないと見直す。

　そして、あの小さな会社にウエハラが愛着を持っているわけを察して、ほっと心が温かくなるのを感じた。

　こんな温かい職場で働けるウエハラを羨ましいと思う。

（そういえば社員募ぼ集しゆう中ちゆうって言ってたっけ……）

　心をくすぐられていると、ウエハラが隣で大きくため息をつく。そして、「ったく、イケメン御曹司はこれだから」とぼやいた。
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　初めましての方も、お久しぶりの方も、作品をお手に取っていただきありがとうございます。

　今作はビーズログ文庫×カクヨム「恋愛小説コンテスト」で奨しよう励れい賞しようを受賞した作品を改稿したものです。

　デビュー作は少女小説で、普段は少女小説をたくさん読み書きしているのですが、現代恋愛物を書くのも好きなのです。新しいジャンルに挑戦する機会をいただけて本当に感謝しております。




　ただし、イケメンに限る──という少し前から流行のフレーズをタイトルにいただいた物語です。

　ドラマや漫画などでありますよね？　朝起きたらイケメンが隣に寝ていた、みたいな場面。これ、相手が普通の男だったら訴そ訟しようだよ……と、そんな発想から物語がスタートしたのですが、じゃあ本当のイケメンって一体どんなだろう？　と考えてみました。

　男は顔じゃない、と言うだけは簡単なんですが、じゃあ顔以外に何がよかったらフツメンを選ぶのだろう……と考えたときにウエハラくんが生まれました。

　いつもはイケメンばかり書いている作者ですが、このウエハラくん、顔は普通ですが、きっとどのヒーローよりもかっこいいのでは？　と思っていたりします。




　今回、こうして書籍にしていただくことになりまして、まず悩んだのがウエハラくんのビジュアルでした。

　自分にセンスが無いことを知っているので、デザイン的なものは基本担当さんにおまかせしようと思っているのですが、ウエハラくんが万が一にもキラキラ王子様になってもらっては困る……！　と意見を出しました。

　本当はキラキラ王子様大好物なんですけれど、この作品に限ってはウエハラくんが王子様のような外見を持っていては話が成り立たないと思うのです。

　最初の頃、顔を隠してみてはなどの案を出しましたが、想像してみると味気ないですし、わたしとしても折角の機会なので、やはりウエハラくんをイラストで見てみたいと思いました。ひとまず、わたしの頭の中にいたウエハラくんのビジュアル（某柔道選手なのですが）をそのまま伝えてみることに。ですが、レーベルを考えるとさすがに冒険しすぎだと思いました。

　担当さんといろいろ意見を交わしつつも、いまいちイメージがぼやけたまま。

　キャラデザが暗あん礁しように乗り上げるかと思われましたが、しかし担当さんはさすがでした！

「フツメンだけどかっこいいキャラはいる！」とデザインをまとめて見せてくださったのです。

　青あお井いみと先生のラフを見せていただいたら、あ、これウエハラくんだ。ミサちゃんから見たウエハラくんだ！　と、わたしの中でのイメージが自然に更新されました。




　Ｗｅｂで読んでくださった方、むしろ柔道選手でいいのにと思われる方もいらっしゃるかもしれませんが、このカバーイラストの外見であのセリフを言われたらと思うと、素敵だと思いませんか！　わたしは思います！

　ぜひ、容姿も素敵で中身も素敵な、完かん璧ぺきなウエハラくんを楽しんでいただけたらと思います!!




　イラストを担当してくださった青井みと先生、担当様、校正者様、デザイナー様、本づくりに携たずさわってくださった方々……本当にありがとうございました。皆様のお力で、素敵な本ができました。

　Ｗｅｂからの読者の方、お友達作家の方。いつもお付き合いありがとうございます！　このお話がこうして本になったのも皆様の応援のおかげです！

　本を取ってくださった方。数ある本の中からこの作品を手に取っていただきありがとうございます。

　楽しんでいただけたら幸いです！

　またお会いできる日を願っております！








山やま本もと風ふ碧み


















　プロローグは刺激的に　電子特別お試し版　（著：ａｙａｎｅ　イラスト：弓槻　みあ）
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　男は指を絡め、女の耳元で囁ささやく。

　決してくちづけはしない。

　唇くちびるを重ねずとも、女の身も心も支配している。

「俺が欲しいか」

　喉のどの渇かわきを潤うるおすように、女が唇を寄せる。

「一夜限りの恋人でいい……。お願い……抱いて」

　露あらわになる白い肌……

　男はその肌に吸い寄せられるようにくちづける。

　名も知らぬ女と、かりそめの恋……




　──プロローグは刺激的に。
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　──四月初旬、都内、某出版社──

　俺の目の前で、小生意気な編集者がパラパラと原稿を数枚めくり、パタンと閉じた。

「只ただ野のさん、出だしからインパクトに欠けますね。読者を惹ひき付ける力がない。はっきり言って、あなたの作品はつまらない。どうせ書くなら、大人向けの恋愛小説を書いたらどうですか？」

「恋愛小説……ですか？　俺は歴史小説しか書けません。特に戦国ものは得意分野です。戦国武ぶ将しようといえばなんといっても織お田だ信のぶ長ながでしょう。戦国の世は実に奥深い」

　編集者は苛いらついたように前髪を搔かき上げた。胸ポケットから煙草たばこを取り出し口にくわえると、ライターで火を点つけ、脚あしを組む。

　丈の短い黒いタイトスカート。白い太ふと股ももと赤いハイヒールが目の前にちらつく。

　こいつは女だ。しかも俺よりも若い女。

「読者は刺激的な恋を求めてるんだよね」

　フーッと煙草の煙けむりを吐き出し、つまらなそうに右手の人差し指で原稿用紙の端をいじっている。

　世の中に禁きん煙えんマークが蔓延はびこる時代に、編集者が作家の目の前で白い太股をちらつかせ喫きつ煙えんするのか。こいつの上司は部下にどんな教育をしているんだ。

「刺激的な恋？」

「昔、地方新聞で受賞した経験がおありだとか。それ何年前ですか？　はっきり申し上げて、作品を商業化したいならプロローグはインパクトのある刺激的なものにしないと。一瞬で読者の心を摑つかまないと、どんなに素晴らしい作品でも今の若い子は飛び付かないですよ」

「飛び付かなくて結構」

　俺はスクッと立ち上がる。自分の原稿を乱暴に摑み編集者を睨にらみ付けた。

「刺激的な小説だと？　この俺に官かん能のう小説を書けというのか」

　冗じよう談だんは顔だけにしろ。小説のプロローグとお笑いタレントの摑みを一緒にするな。

「誰もそこまで言ってませんよ。こちらはアドバイスしたまで。今回は残念ながら採用出来ません。お引き取り下さい」

「こちらから願い下げだ」

　──その後、都内にある出版社を数社訪問したが、どこにも相手にされず、原稿を読まれることもなく受付で門もん前ぜん払ばらいされた。




　只野直なお人と、三十歳。職業は作家。サラリーマンがスーツを着用するように、作家の俺は、亡き母が仕立ててくれた着物を着用している。

　二十二歳で初めて執しつ筆ぴつし、地方新聞の公こう募ぼに応募。見事大賞を受賞した経歴がある。

　紙面には大型新人作家誕生と持て囃はやされ、当時大学生だった俺は企業の内定を辞じ退たいし、意い気き揚よう々ようと作家の道に進んだ。

　大学時代、友人のいなかった俺。受賞の翌日は注目の的となり大勢の学生に囲まれるかと思いきや、地方新聞だったためか殆ほとんどの学生は、俺の華はな々ばなしい作家デビューを知る由よしもない。

『只野君凄すごいね。小説で受賞したんだって？　いつか一緒に仕事ができたらいいね』

　唯ゆい一いつ、話し掛けてきたのは見ず知らずの学生。

『誰だお前？　俺が少し有名になったからといって、馴なれ馴なれしい口をきくな。お前は乾かん燥そうワカメか』

　後日俺はネット上で奴やつに『偏へん屈くつ只野』と異名をつけられ、その書き込みはあっという間に世間に拡散された。

　俺のどこが偏屈なんだ。

　増える乾燥ワカメじゃあるまいし、有名になった途と端たん、ムクムクと見ず知らずの『友達』や『親しん戚せき』が増殖する方がおかしいだろ。

　この一件で俺はますます大学で孤立する。それでも作家として生計を立てていけると信じていた。

　しかしその後、何編公募に応募してもかすりもしない。受賞どころか、最終審査にも残れない。数年が経過し痺しびれを切らした俺は、直接出版社に持ち込むことにしたが、たいていはこの有あり様さまだ。

　受賞してすでに八年か……。

　同世代の者は、大学卒業後、就職した会社で役職につきバリバリ仕事をしているはず。




　──最後に立ち寄った出版社。

　編集部に案内されテーブルに座り、出されたお茶を飲みながら担当者を待つ。

「只野？　只野直人君だよね？」

　誰だよ、お前？　偉そうに。やけに馴れ馴れしいな。

　そこにいたのは、俺に『偏屈只野』と異名をつけた張本人だった。

「セシリア社の一かず樹き二に太た郎ろうです。ニタだよ、只野君懐なつかしいなぁ」

　ニタ？　そんな愛あい称しよう知らないよ。

　奴は俺に名刺を差し出す。名刺には『セシリア社　第一編集部編集長　一樹二太郎』と印刷されていた。

　コイツが……この出版社の編集長!?

「いつか只野君と一緒に仕事がしたいと思っていたんだ」

　この俺と？　『偏屈只野』の烙らく印いんを押したくせに、どの面つらさげて言ってる。

「セシリア社の代表取とり締しまり役やく社長は俺の父なんだ。父の職業柄、学生時代君が受賞したことを教えてくれたんだよ」

　……なるほど。父親が出版業界だから、地方新聞の公募で受賞した俺のことを知ってたのか。大学名も公表されていたから、息子むすこと同じ大学で興味深かったのだろう。

　俺はコップの置かれたコースターを抜き取り、ボールペンで『作家、只野直人』と手書きし、一樹に差し出す。

「あいにく名刺は持ち合わせていない」

「どうも……。君は相変わらずだね。只野君、まだ持ち込みしてるんだ。もうどこかの出版社の専属で、担当がついてると思ってた」

　相変わらず失しつ敬けいな奴だな。

「芥あくた川がわ賞しようや直なお木き賞しようのノミネートが発表されるたびに、君の名前が掲けい載さいされていないか探したものだ」

　完全に俺をバカにしてる。

　一樹は俺の原稿を数頁ページ読み、パタンと閉じた。どうせ、ボツだと言いたいのだろう。

「これは預からせて下さい。只野君、実は今月大人の女性をターゲットにした、紅べにローズ文庫が創刊されます」

「紅ローズ文庫？」

「略りやくしてベニロ」

　一樹は自信満々に胸を張り、にんまりと笑みを浮かべる。何がベニロだ。何でも略せばいいってもんじゃない。

　大体、俺に恋愛小説は無む縁えんだ。しかも女性向け。そんな得にもならない情報は必要ない。

「ちょうど才能豊かな作家を探していたところだ。只野君は恋愛小説は書かないのかな」

　編集長という立場を利用した完全に上から目線。腕組みをし見下したような一樹の眼まな差ざしに、俺はつい口を滑すべらせる。

「恋愛小説だと？　俺に書けないモノはない」

　正直恋愛小説など一度も書いたことはないが、一樹の挑戦的な態度に思わず見み栄えを張った。

「ですよね。只野君、紅ローズ文庫から小説を出版しませんか？」

　書き下ろし……ってことか？　俺の反応を試しているのか。

「まずはセシリア社の女性向け週刊誌で連載し、好評ならば秋頃の出版で如何いかがですか？」

「女性誌で連載？」

　まさかの商談。

　八年もの間、書き溜ためた作品が何ひとつ相手にされなかったのに、一頁も書いていない作品が、出版社に売れた？

「週刊誌なので、毎週原稿をいただく形になりますが、執筆するお時間はありますか？」

　俺は作家だ、他に仕事はしていない。強しいてあげるなら、家事と家庭菜園くらい。時間なら掃はいて捨てるほどある。

「弊へい社しやで担当をつけますよ。是ぜ非ひ書いていただけませんか？　おーい、相あい武ぶ」

　一樹に名前を呼ばれた女性が、スッと立ち上がる。スレンダーで容よう姿し端たん麗れい。いかにも仕事が出来そうなキャリアウーマンだ。

　先程訪問した某出版社の小生意気で派手な編集者とは、雰ふん囲い気きが全く異なる。

「はい、編集長」

「相武、こちらは只野直人先生、俺の学生時代の友人だ」

　俺が、先生……？

　初めて呼ばれた。ちょっと気持ちいい。

「私は週刊ｐａｍｙｕぱみゆの小説部門を担当しております、セシリア紅ローズ文庫の相武みやこと申します。宜よろしくお願いします」

「訂正しておくが、彼とは同じ大学に在ざい籍せきしていただけで、決して友人ではない」

「えっ？」

　彼女は困ったような眼差しで、一樹を見つめた。

「はははっ、只野先生はちょっと変わってるんだ。学生時代に地方新聞の公募で大賞を受賞された優秀な方だから。週刊ｐａｍｙｕに只野先生の恋愛小説を連載し、ベニロで秋刊行予定だ」

「ｐａｍｙｕで連載ですか？　失礼ですが、只野先生の代表作は？」

「相武、只野先生に失礼だよ。取とり敢あえず、担当はお前に任せる。来月から連載開始するからな。只野先生、スケジュールは大丈夫ですよね？」

　来月って、いきなり連載するのか。

　一樹もチャレンジャーだな。そんなに俺の作品が欲しいのか。ならば、その要よう望ぼうにこたえてやろう。

「問題ない」

「では、来週までに急ぎプロットを作成してもらえますか？」

「問題ない」

「さすがだね。あとは相武から詳細を聞いてくれ。相武、頼んだぞ」

「はい、編集長」

　彼女はキャビネットから書類を取り出した。

「セシリア社には複数のグループ企業があります。出版関連では月刊誌、週刊誌、男性誌、女性誌と多た種しゆ多た様よう。セシリアＳＦ文庫、セシリアコミック、セシリアプリティ文庫、セシリアセクシー文庫等からは、数々のベストセラー作品を世に送り出しました。こちらがセシリアグループのパンフレットです」

「なるほど」

　一樹の父親がこのグループ企業の代表取締役社長とは驚きだ。

「こちらが契約書となります。これから印いん税ぜい等に関して説明させていただきますね」

　彼女は書類をテーブルに置き、淡たん々たんと契約書を読み始めた。俺はそんなことよりも、恋愛小説のプロットをどう書けばいいのか、頭を悩ませている。

「只野先生、何かご質問はありますか？」

　質問か、それならば山ほどある。まずは一樹の話で盛り上げ、本題に入るとしよう。

「一樹は既き婚こん者しやか？」

「はい」

　数秒で終わってしまった。

「君は既婚者か？　それとも恋人はいるのか？」

「は？」

　軽けい蔑べつの眼差し。別に編集者をナンパしたいわけではない。プロットの参考までに聞いただけだ。

「只野先生、私は独身ですが、担当と作家の恋愛は禁止されておりますので、そのようなお話は……」

「俺はそんな目的で聞いたのではない。恋人がいるのかと問うたまでだ」

「一応……恋人はいますけど。それが何か？」

「ならば問題ない」

「どうも……。契約に関しての話を続けさせていただきます」

　彼女は仕切り直し、説明を続けている。

　透き通るような白い肌、澄すんだ美しい瞳ひとみ、男を惑まどわす魅み惑わく的てきな唇くちびる。美人だが凜りんとしている。

　ダメだ、美人を目の前にしても何も閃ひらめかない。寧むしろ完璧過ぎてつまらないのだ。

「この内容で問題なければ、こちらに署名捺なつ印いんをお願い出来ますか？」

　取り敢えず、サインしてから考えよう。

　俺はボールペンを手に書類にサインをする。

「ありがとうございます」

「君はオフィスラブの経験は？」

「あの……私の恋愛遍へん歴れきを只野先生にお話しする必要はないかと」

「問題ない」

　ガードの固い女だ。

　何かヒントをくれてもいいだろう。

「作品のプロットに関しては、来週早々提出していただけますか？　出来ればプロローグと一章の原稿もお願いします」

「来週？　連載は来月からだろう」

「そうですが、ｐａｍｙｕは週刊誌なので、のんびりしている暇ひまはありません。校正や校こう閲えつの時間もいただかないと、書き下ろしをノーチェックで掲載するわけにはいきません。もし未発表の完結作品があればそちらでも構いませんが、連載は十二回の予定なので各章四百字詰めの原稿用紙二十五枚となります。全体の文量は三百枚です。書き下ろしであれば期日は必ず守って下さい。宜しくお願いします」

　未発表の完結作品なら山ほどある。ただし恋愛小説ではない。戦国時代の武将達の生き様を、ミステリアスなタッチでリアルに描いている作品ばかりだ。

　この俺に、来週までに恋愛小説のプロットと一章をよこせと？　書けるはずがないだろう。それが書けるくらいなら、俺はとっくの昔に恋愛小説作家として脚きやつ光こうを浴びている。

「それでは只野先生、読者が胸キュンするような作品を楽しみにしています。本日は貴重なお時間をありがとうございました。原稿はパソコンで送っていただいても、ファックスで送っていただいてもどちらでも構いません。こちらがアドレスになります」

　パソコンやファックス？

　送り先を誤ったらどうするんだ。そんなもの使用したこともない。

「俺は原稿用紙にしか書かない」

「わかりました。ご連絡下されば、私がご自宅まで取りに伺うかがいます。それで宜しいですか？」

「問題ない」

　いや、問題だらけだ。

　そもそも胸キュンとはなんだ。さっぱりわからない。
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　セシリア社をあとにし、俺は最寄り駅から世せ田た谷がやに向かう。

　世田谷には先祖代々受け継いだ実家がある。母は三年前、父は二年前に相あい次ついで亡くなり、一人息子の俺は古い屋敷と両親の残してくれた遺い産さん全てを相続した。

　お陰かげで多額の相続税を支払うはめになったが、作家として未いまだ無収入の俺は、残った預金を切り崩し細ほそ々ぼそと生計を立てている。

　世田谷駅前にあるスーパーＫＡＩＳＥＩかいせいは、俺の家から徒歩五分。

　入り口で、赤いカゴを取り店内に入る。

　食事の支し度たくは一人分だから苦ではない。剪せん定ていをしていない木の生おい茂しげる庭の片隅に家庭菜園を作り、季節の野菜を作っているから、食費も殆どかからない。




　初めて俺の作品が出版社に売れた。

　まだ何も書いていないが、取り敢えず売れた。

　今夜は祝杯だな。たまには牛肉でも買って、すき焼きでも作るとするか。

　すき焼き用の食材と牛肉を摑みカゴに入れる。すき焼きといえば新しん鮮せんな卵だ。卵の棚に近付いて手を伸ばし、パックを取る。Ｌサイズにするか、Ｍサイズにするか若じやつ干かん迷う。

　俺の隣で、脚きや立たつに上った女性店員が値札を貼り替えている。どうやらタイムサービスに突入したらしい。

　一パック幾らになるんだ？　モタモタしてないで、早く貼ってくれよ。

「お客様、あわわ、危ない!!」

「は？」

　声のする方を見上げたと同時に、頭上から女が降ってきた。

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを掛け、長い髪をひとつに束ねた地じ味みで冴さえない女だ。

「きゃあー」

　こともあろうに、脚立を踏み外したドジな女は卵の陳ちん列れつ棚だなに激げき突とつし、俺の頭上に卵のパック諸もろ共とも落下した。パックの中の卵は割れ、床に薙なぎ倒された俺は生卵でネバネバだ。

　床に這はいつくばる女の顔から眼鏡が転げ落ち、束ねた髪がハラリとほどけた。

　生卵を被かぶった女。頭から黄き身みが垂れ下がっている。毎日スーパーで見掛ける冴えない風ふう貌ぼうの女だったが、眼鏡を掛けていないと黒目がちの大きな瞳が際きわ立だちまるで別人に見えた。何の変へん哲てつもない白い卵が、床に落ち木こっ端ぱみじんに割れたと同等の衝しよう撃げきだ。

「お客様、申し訳ございません！　申し訳ございません！」

　女は慌てて立ち上がろうとするが、生卵に足を取られ、氷上でツルツルと滑っている未み熟じゆくなスケーターのようにも見える。

　そうこうしているうちに、周囲に人が集まってくる。俺が最も苦手とする好こう奇きの眼差し。これはドッキリカメラでも、バラエティ番組の収録でもない。

「きゃっ」

　ぬるっとした感触。不意に女と俺の手が触れる。

「御み園そのさん、何やってるんですか！　お客様、申し訳ございません。クリーニング代をお支払い致します。事務室までお越し下さい」

「問題ない」

　俺は滑らないように足を踏ん張り立ち上がる。

「お客様！　申し訳ございません。後日お詫わびに伺います。お名前を……」

「作家の只野だ」

「作家……？」

「作家だ。俺の名は只野直人、失礼」

　彼女は俺の背後で男性店員に怒ど鳴なられている。卵を頭から被り、顔を真っ赤にして、まるで卵かけご飯のようだ。

「……くっ……くく」

　思わず声が漏もれた。愉ゆ快かいだ。

　この世に、あんなドジで冴えない女が存在するとは。

　彼女に恋人はいるのだろうか？

　彼女はどんな風に男と恋をするのだろう？

　彼女はどんな顔で男に体を許す？

　どんな顔で男に抱かれる？

　──作家としての興味。これは欲よく望ぼうではない。

『プロローグはインパクトのある刺激的なものにしないと』

　小生意気な編集者の言葉を思い出す。

　刺激的か……。

　ストーリーが浮かばないなら、疑ぎ似じ恋愛をすればいい。そうだ、その手があった。

　タイトル『生卵の女』いや違うな。『卵オンナ』『ネバネバのオンナ』、悪くない。だが、果たして恋愛小説に相応ふさわしいタイトルだろうか？

　俺は卵のパックをひとつカゴに入れ、赤ワインを摑みレジで精算を済ませた。レジの店員と客が俺を異い様ような眼差しで見ている。

「あの……お客様。失礼ですが、頭に卵の殻からが……」

「俺は作家の只野だ。問題ない」

　俺はたった今、卵から頭を突き出した雛ひなのように、恋愛小説作家として生まれ変わった。
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　最悪だ……。

　早退した私は直すぐにシャワールームに飛び込む。

　クンクンと鼻をひくつかせると、プーンと卵の生なま臭ぐさい匂においがした。

　人材派は遣けん会社に登とう録ろくし職を転々とし、スーパーＫＡＩＳＥＩに派遣されて半年が経過した。けれどミスばかりする私に、契約更新は望めないかも。

　世田谷駅前にあるマンション。１ＤＫプラスＳ（サービスルーム）。現在私はここでルームメイトと共に暮らしている。ルームメイトは相武みやこ、同どう郷きようの幼なじみだ。

　ルームメイトといえば聞こえはいいが、現状は親からの仕送りをストップされて家賃が払えずアパートを追い出された私が、みやこのマンションに転がり込み、月二万の家賃で三さん畳じようのサービスルームを間借りしているに過ぎない。




　大学進学と同時に故こ郷きようを飛び出し上京。当時はまだ夢と希望に溢あふれ、東京へ行けば夢は叶かなうと信じていたんだ。

　就しゆう活かつが始まり、出版社への就職を目指して何度もトライしたけど……全て撃げき沈ちん。夢は夢でしかないと半ば諦あきらめかける。

　そんな私を見かねて、特に志望する企業などなかったみやこが、私を元気づけるために大手出版社・セシリア社の採用試験に付き合ってくれた。みやこ曰いわく『自分は一次試験で惨ざん敗ぱいする予定』だったらしい。だが、奇き跡せきは起こる。一次試験、二次試験と難なん関かんを突破したのは、出版社に興味のないみやこの方だった。

　運命の神様は意地悪だ。こんなことなら、友達と一緒に採用試験なんて受けなければよかった。

　自分の才能のなさと運のなさに打ちのめされ、私はそこで夢を手放す。

　結局、私は大学卒業後も就職出来ず、人材派遣会社に登録。現在に至っている。




　みやこよりも私の方が帰宅時間は早いため、夕食作りは私の担当。

　人も羨うらやむ美人で恋多き女のみやこは、酔ようと男性をお持ち帰りする習性があり、そうなると当然居い候そうろうの私はネットカフェでお泊まりすることとなる。

　いくら個室とはいえ、狭いマンション内でみやこと男性が戯たわむれていると思うと、独身で男性経験なしの私には刺激が強過ぎるから。

　強いて言わせてもらえるなら、せめてお持ち帰りする時はメールで事前に知らせて欲しい。

　同居人に連絡することも出来ないくらい、泥でい酔すいして帰宅するみやこ。無理な要望だということは十分わかっているが、情事に溺おぼれる二人と薄い壁を隔へだてて眠ることは、拷ごう問もんに等しい。

　シャワーを浴びて、部屋着に着替えキッチンに立つ。

　スーパーでぶつかった男性のカゴの中身は、すき焼き用の牛肉と鍋なべの材料だった。ボサボサの髪、顎あご髭ひげ、着物に下げ駄た。お祭りでもないのに着流しなんて、明らかに異い質しつだ。

　以前から風変わりな人だと思ってはいたが、まさか作家だったとは。

　あの人、有名な作家なのかな？　どんな作品を書いているのかな。

　そんなことを考えながら夕食を作る。今日のメニューはクリームシチュー。

　昨日作ったマカロニサラダにゆで卵を混ぜ合わせてアレンジし、レタスやトマトの生野菜と一緒に器に盛り付ける。

　ゆで卵は私が壊した卵のパックに残っていた相あい棒ぼうたち。あのまま廃はい棄きするのは心苦しくて持ち帰った。

　みやこは何を作っても黙って食べてくれる。作り手としてはとても有あり難がたい。

「まひる、ただいま」

「みやこ、お帰り」

「あー疲れた。今夜はシチューなんだ。美お味いしそう」

　みやこはキッチンの鍋に顔を近づけ、クンクンと鼻を鳴らす。まるで、腹ぺこの仔こ犬いぬみたいだ。

「着替えておいで。食事の用意しとくから」

「うん」

　みやこが部屋着に着替えている間に、私はダイニングテーブルに食事を整える。

「まひる、脱だつ衣い所じよ生ゴミ臭くない？　腐くさった匂いがする。また何かしでかした？」

「ごめん。卵なんだ。あとで洗せん濯たくするから」

「卵？　今度は何したの？」

「生卵を頭から被ったの」

「え？　自ら？」

「スーパーでタイムサービスの卵の値札貼り替えてて、脚立から足を踏み外したの。バランス崩して陳列棚に激突、卵と一緒に床に撃沈。最悪だよ」

「相変わらずドジだね。怪け我がしなかったの？　それで大量のゆで卵なんだ」

「店長に怒鳴られて買い取りしたの。だから、当分卵料理だからね」

「はいはい。卵好きだから、毎日でもいいよ」

　みやこは優しいな。やっぱり持つべきものは友達だ。

「今日さ、変な人が編集部に来たんだ。ボサボサの髪に着流しで、最初ホームレスかと思っちゃった。でも住所見たら、世田谷在住。しかもここから超近いの。まひるのスーパーで見たことない？」

「あっ……」

　まさにビンゴ。その風貌なら、あの人しかいない。

「作家、只野直人」

「そーそーソレ！」

　互いが同時に、相手を指差す。みやこはゲラゲラと笑う。

「どうして彼が作家だと思ったの？」

「自分でそう言ったから。実は脚立から落ちて、その人の頭上に卵をぶちまけたの」

「まじ？　彼、激げき怒どしたんじゃない？」

「全然……。寧ろ薄うす気き味み悪いくらい。だって笑ってたんだよ」

「卵ぶちまけられて笑ってたの？　信じらんない。実はね、編集長の学生時代の友人らしいの。だからｐａｍｙｕでいきなり連載だって。編集長の指示だから逆らえないけどさ、見るからに恋愛小説を書くタイプじゃないよね」

　恋愛小説……？

　人気女性誌ｐａｍｙｕで連載するくらい、あの人……有名な作家さんなんだ。

　どうしよう……そんな人に私は卵をぶちまけた。

　お詫びに行かないと……。あとからどんなクレームをつけられるかわからない。

　もしあの失態をＳＮＳで呟つぶやかれたら、すぐに拡散されて私はクビだ。

「みやこ、只野先生の住所知ってる？」

「知ってるけど、どうして？」

「お詫びに伺いたいの」

「お詫びか……。学生時代『偏屈只野』ってアダナがあったらしいから、早く行った方がいいかもね」

「偏屈只野？」

「編集長曰く、気難しくて性格が捻ひねくれていて頑がん固こで強ごう情じよう。コテンパンに貶けなすくせにそれでもｐａｍｙｕの連載に大だい抜ばつ擢てきするなんて、学生時代よほど親しかったか、何らかの弱みを握られているかどちらかだね」

「彼が才能豊かな人だからじゃない？」

「そうかな。そんな風には見えないけど。来週プロットもらう予定だから、それで判断するわ」

「みやこは男には甘いのに、仕事には厳しいのね」

「仕事と遊びは別よ。編集長の友人だからって妥だ協きようは出来ないわ」

　こうして遠えん慮りよなく何でも話せるのは、みやこだけかもしれない。

　私は人ひと見み知しりだし、他人と会話するのも苦手。口くち下べ手ただし要よう領りようも悪い。特に男性は苦手。面と向かうとテンパって何を話せばいいのかわからなくなる。

　この性格が、出版社に採用されなかった大きな理由かも。

　文章を書くことや本を読むことは昔から好きだったけど、思い通りにはなかなか生きられない。




　食事の途中、みやこの携帯電話が鳴った。みやこは電話に出ると、少し甘えた口調になる。

　相手はきっと男だ。電話の相手に表情は見えないのに、なんであんなに色っぽいのかな。

　みやこは話をしながら指先で皿のシチューを掬すくう。唇を少し開け、舌で指先についたクリームシチューを舐なめる。

「そんなに逢あいたいの？　それとも……私を抱きたい？」

　私の目の前で、そんなセリフがよく言えるな。しかも、食卓だよ。

　みやこは突然テーブルをバンッと叩く。

「ゲラはそうなってたはずよ。セリフを差し替えなくていいから。そんなことでいちいち電話しないで。あなたが担当者でしょう。いつまでも私を頼らないで校正は責任もってやりなさい。あとは宜しく」

　……なんだ。仕事の話か。

　ちょっとドキドキした。

　みやこは夜も……結構激しいから。

　みやこの声で、深夜目覚める時もある。

『食欲と性欲は、生きていく上で不ふ可か欠けつ。胃袋も体も満たされてこそ、いい仕事が出来る』

　これが、みやこの持じ論ろん。

　私には……未だに、その持論が理解出来ない。
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「主人公は肉食系の女、男好き。いや違うな。歳は二十七～二十八。勿もち論ろん独身、男性経験なし。地味で不器用、存在感なし。その女性が男により女として開花していく」

　早朝、俺は机の上でスラスラと万年筆を走らせる。

「相手の男は三十歳独身。顔よし、性格よし、職業人気作家。まずい、これでは俺そのものだ。ちょっとアレンジしよう。顔はイマイチ、性格は捻ひねくれ、女性からも嫌われている。唯ゆい一いつ自慢出来ることは、夜はテクニシャン。女は一度寝るとその男から離れられなくなる。職業は会社員。うむ、いいだろう」

　俺とは真逆だ。

　舞台はオフィス。

　セシリア社の一かず樹きが興味を持つような、インパクトのある主人公がいい。

　プロットはもともと苦手だ。プロットを作成しても、書いているうちにストーリーは主人公によってどんどん変わっていく。作家はその主人公を紙の上で上う手まく操るだけ。

　歴史小説ならば、俺の頭の中で主人公が勝手に刀を振り下ろし殺さつ戮りくを繰り返す。

　だがこれは恋愛小説だ。女を斬きり殺すわけにはいかないし、魅力的な主人公に設定してもピクリとも反応しない。

　まるで静止画のように、俺の頭の中で動き出さないのだ。

「一章、出会い。二章、ふれあい。三章、肉体関係。困ったな、三章で終わってしまう。確か連載は十二回。創作意欲が一向にわかない。だから恋愛小説はつまらないのだ」

　万年筆を机の上に放り投げ、退たい屈くつ凌しのぎにパソコンを開く。

　パソコンは殆ほとんど使用したことがない。ネットで歴史的文ぶん献けんを検索し、小説の参考資料にするくらいしか利用価値はないと思っていた。

　だが、今は違う。藁わらをも摑つかむ思いで、ポチポチと右手の人差し指で慣れないキーボードを叩く。

「れんあいしょうせつのかきかた、変換」

【恋愛小説の書き方】

「いや、違うな。いせいとのつきあいかた、変換」

【異性との付き合い方】

　画面に表示されたのは、アダルトなタイトルばかり。

「セックス入門、美び熟じゆく女じよの口く説どき方。は？　熟女？　違う。俺はそんなことを知りたいわけじゃない」

　画面をスクロールしていると、【桃もも色いろ恋愛カウンセラー】の文字。

　桃色？

　桃というだけで、女によ体たいを連想する。

【桃色恋愛カウンセラー　当サイトの管理人、桃色。

　桃色が女性視点であなたの悩みにお答えします。男性、恋愛初心者大歓迎。女性の気持ちを理解し、あなたも素敵な恋をしませんか？

　これで意中の彼女も、刺激的な恋の虜とりこ】

「いかにも、詐さ欺ぎ紛まがいな誘い文句だ。クリックすれば有料アダルトサイトか出会い系サイトにリンクするに決まっている」

　だが画面に浮かぶ『刺激的な恋の虜』というフレーズから、俺は視線を逸そらすことが出来ない。

　このサイトの管理人は、男なのか女なのか？　女性視点ということは、女なんだよな。

　試しにクリックしてみるか。

　いや、悪質有害サイトだったら……。

「くだらない」

　立ち上がり、台所でホットミルクに砂糖を入れる。カップを持って再び机に座り、肘ひじをついたはずみでサイトをクリックしてしまった。

　ピロンと軽快な音が鳴り、ピンク色の画面が目の前に広がる。

【ようこそ、当サイトへ。あなたは１００２８人目の訪問者です。】

「アクセス一万人以上？　世の中には随ずい分ぶんモテない男がいるもんだ」

　画面には裸の女体も性的な動画も広告もない。取とり敢あえずアダルトサイトではなさそうだ。

【悩みごとは、気軽に相談してね。桃色】

　気軽にか。入会金や相談料はいるのか？

　画面には【無料】の文字。

『タダより怖いものはない』

　亡き両親の遺ゆい言ごんだ。確かに何の苦労もなく、多額の遺産を相続し、かなり痛い目に遭あった。

【秘密厳守】

　過去の相談内容は画面に一切掲けい載さいされていない。

　ネット上で秘密厳守が成り立つのか。情報漏ろうえい、拡散、セキュリティに万ばん全ぜんなんてない。

　だが、興味深い。一度開いてしまったのだ。試しに何か打ってみるか。

　俺の名前は……当然偽ぎ名めいだな。

【はじめまして。群ぐん青じよう色いろです。】

　ピロン……

【群青色さんはじめまして。】

　数秒後、すぐに返信があった。なんという早はや業わざ。

【気になる女性にどう声を掛ければいいですか？】

【女性は意外とストレートな言葉に弱いものです。『ずっと気になっていた』『ずっと好きでした』等、はじめての告白なら、ナチュラルな方が好感度アップですよ。】

　ナチュラル……。そんな言葉、この弾はじけた世の中にまだあったのか。

【参考にします。】

【また来てね。桃色】

　これっぽっちのやり取りで、まるで恋人気取りだ。

　カウンセラーというより、まるでキャバクラのホステスみたいだな。
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　午前九時。玄関のチャイムが鳴る。

　こんな時間に一体誰だ。

　俺の家にはセールスと宗教の勧誘しか来ない。近所付き合いなど、一切していないのだから。

　仕方なく玄関に向かい、引戸を閉めたまま磨すりガラスに映るシルエットを眺ながめる。

　体つきから、どうやら訪問者は女性らしい。念のために、引戸越しに声を掛ける。

「誰だ」

「おはようございます。スーパーＫＡＩＳＥＩかいせいです。昨日は大変失礼致しました。お詫わびに伺うかがいました」

　スーパーＫＡＩＳＥＩ？　昨日のお詫び？

　例の生卵の女か？　だとしたら、俺に危害は加えないだろう。

　鍵かぎを外し引戸を開けると、彼女が緊張した面持ちで立っていた。手にはスーパーの袋が握られている。

「只ただ野の様、昨日は大変失礼致しました。お怪け我がはありませんか？」

「ない」

　気まずい沈黙が流れる。もう話すことはない。

　……だが、待てよ。彼女は俺のイメージする小説の主人公だ。

　恋愛小説のためにも、俺は彼女と付き合わなければならない。

　──桃色のアドバイス……。

【ナチュラルな言葉】

　そうだ、ナチュラルだ。

「ナチュラル」

　自信満々に口にしたのに、彼女はノーリアクション。

「ぇ？　……あのこれ、良かったら召し上がって下さい」

　生卵の女が大量に卵を持ってきた。卵が好きすぎて自宅で鶏にわとりでも飼っているのか。

　彼女が無類の卵好きだということはよくわかった。小説の参考までに彼女の恋愛感や男の好みが知りたい。

「君の好みは」

「ＳＭですね。小さい方が好き」

　ＳＭ？　小さい方がいいのか？　人は見かけによらぬもの。初対面でＳＭはまずいだろう。いくら刺激的な恋の虜とはいえ、過激過ぎる。

　大体俺はノーマルだ。それにサイズは至って普通だ。他人と比較したことはないが若じやつ干かん勝っている気もする。彼女の要望には応こたえられない。

「鞭むちや蠟ろう燭そくを好むのか」

　彼女が一瞬ギョッとし、何な故ぜか蠟燭のように直立不動で固まっている。

「昨日のことは深くお詫び申し上げます。鞭とか……暴力は勘かん弁べんして下さい」

　暴力？　俺が女に暴力？

　振るうわけがないだろう。今まで一度も人を殴なぐったことはない。人を殴ると自分の手が痛むからだ。

【ストレートに告白すれば】

　桃色のアドバイスだ。どんな反応をするか試してみるか。

「ずっと気になっていた」

　彼女が目をぱちくりしている。

「ずっと好きだった」

　彼女の手から、卵の入ったビニール袋が落下する。グシャリと足元で卵の割れる音がした。はずみでビニール袋が破れ、中からダラリと卵が垂れる。

　なんということだ。たった二言で彼女のハートを射止めたというのか？

「……すみません。すみません」

　彼女は熟うれたトマトのように頰ほおを真っ赤に染め、落下した卵を見て取り乱している。

　恋愛カウンセラー、桃色。奴やつは恋愛のスペシャリストかもしれない。

「今のセリフ、どう感じた？」

「えっ？」

　彼女は跪ひざまずき、垂れた卵をティッシュで拭き取る。割れた卵でベトベトになった指先。俺ならば触れたくない。

「嬉しいと思ったのか？」

「……只野様のことはよく存じていないので」

「嬉しくないのに、卵を落としたのか？」

「ドキッとして……。故こ意いではありません。玄関を汚してすみません」

　ドキッとした？

　あんなセリフでドキッとしたのか？　女を口説き落とすなんて意外と簡単なのかもしれない。

　ならば、ここからはアドリブだ。あらゆる角度から彼女を観察したい。

「俺と寝ろ」

　パンッと頰を叩かれ、鼓こ膜まくがビリビリと振動している。

　これは小説の筋書きだ。

　男のセリフをイメージしたまで。主人公はテクニシャンなのだから。

　早とちりな彼女の手には、生卵がベッタリついている。その手で殴られた俺の頰には、タラリと白身が垂れている。

　最悪だ……上手くいっていたのに。

　アドリブを入れた途と端たん、この様ざまだ。

「只野様、申し訳ありませんでした。失礼します」

「君、君……。今のはアドリブだ」

　失敗してしまった。しかしスムーズにことが運ぶと、俺の小説は三章で完結してしまう。

　こんなアクシデントも恋愛小説にはアリだな。まずは彼女を引き留めないと。

「実は君に頼みがある」

「私に頼み？」

「俺と付き合ってみないか」

「は？」

　今度は大丈夫だ。同じアドリブでも、きっと上手くいくはず。

　この俺が頼んでいるのだ。断るはずはない。

「申し訳ありません。仕事があるので失礼します」

　彼女は俺に背を向けスタスタと遠ざかる。

『ずっと好きだった』そのセリフには反応したのに、『俺と付き合ってみないか』には無反応。

　一体どこが気にいらないのか、俺には皆かい目もく見当もつかない。

　ただわかっていることは、生卵の女は無類の卵好きということ。

　鶏みたいな女がどうすれば刺激的な恋の虜になれるのか、さっぱりわからない。




　玄関を片付け、割れてない卵を冷蔵庫に入れ、座敷に戻りプロットを作成する。

　プロローグはどう書けばいい。戦国時代ならば合戦の場面から書くのも悪くはないが、恋愛小説で主人公をいきなり殺すわけにはいかない。それではサスペンスになってしまう。

「困ったものだ」

　ヒリヒリと痛む頰に触れる。『俺と寝ろ』と言って殴られた。これは生き真ま面じ目めで尚なお且かつしらふの女にはＮＧ。

　だが酔えば女も開放的になる。一夜限りの恋を楽しむのは、男だけではない。寧むしろ生真面目な人間ほど酔えば羽は目めを外すものだ。

　──そうだ、主人公が酒を飲めばいいんだ。

　プロローグはホテルでの情事。だがイメージが摑めない。酒を飲んだだけで、果たして女は男に抱かれたいと思うのだろうか。どうすれば恋愛小説のプロローグになるんだよ。

　俺はパソコンに視線を向ける。

　──そうだ、桃色だ。彼女なら俺に良きアドバイスをくれるはず。

【桃色恋愛カウンセラー】を開く。

　迷わず、お気に入り登録をした。これからもアドバイスを乞こうためだ。

【群青色です。彼女に『俺と付き合ってみないか』と申し込み、相手にされませんでした。何故無反応なのかわからない。】

　入力したものの、待てど暮らせど返信はない。

　注意書きをよく見ると【当サイト、相談は二十四時間入力可能ですが、即時回答ではありません。】とある。

　なんだ、早朝は運が良かっただけか。即時回答でないのなら期待はできないな。

　桃色は神的存在ではなく、明らかに副業のようだ。

　桃色の本職は心理カウンセラーに違いない。だから勤務時間外に、無む償しようで悩める者達の相談に乗っているのだ。桃色は人間的にも素晴らしい逸いつ材ざい。ゆっくり回答を待つしかない。

　このまま書けない恋愛小説に時間を費やすよりも、好きな歴史小説を書いた方が効率的だ。

　カリカリと万年筆を動かし、一心不乱に戦国の世を書き綴つづる。

　気がつけば、いつの間にか周辺は薄暗くなっていた。部屋の照明をつけ、時計に目を向ける。

　織お田だ信のぶ長ながに没ぼつ頭とうしていたため、昼食を食べていなかった。

「もう夕飯時か。弁当でも買いに行くか」

　徐おもむろに立ち上がり、下げ駄たを履き徒歩数分のスーパーＫＡＩＳＥＩに向かった。




　店内に入ると、今朝謝罪に訪れた彼女が陳ちん列れつ棚だなに卵のパックを並べていた。

　どれだけ卵が好きなんだ。やはり前世は鶏に違いない。卵を見ただけで、殴られた頰が連鎖反応を起こしピリピリ痛む。

　午後六時半を過ぎると、ＫＡＩＳＥＩの弁当や惣そう菜ざいは半額になる。まだ時間があるため、俺はぐるぐると店内を歩き時間を潰した。

「いらっしゃいませ。お兄さん、お弁当が安いよ」

　半額シールを貼りながら、販売員が俺に声を掛ける。

「わかっているから、半額シールを待っていたのだ。それに俺はお兄さんではない。作家の只野だ」

「失礼しました。ごゆっくりどうぞ」

「俺は多忙を極めているんだ。ゆっくりしている暇はない」

　白いエプロン姿の販売員と揉もめていると、後方から声がした。振り向くと私服姿の彼女が立っていた。

「……只野様？　いらっしゃいませ。何か商品に問題でも？」

　販売員はあからさまに『助かった』という顔をし、俺の前からそそくさと逃げ去る。

「君か、そう言えば君の名前を聞いていなかったな」

「御み園そのと申します」

　参考までに、もう一度彼女のリアクションを脳内にインプットしたい。

「ずっと気になっていた」

　このセリフに女性は心を揺さぶられるのだ。現に彼女も……。

「そうですか、幕の内弁当は当店でも人気商品なんですよ」

　いや、そうではない。

「ずっと好きだった」

「私も幕の内弁当は好きです。今夜は一人だから買って帰ろうかな。もしご希望ならレンジで温めましょうか？」

　同じセリフでは、どうやらときめかないようだ。

「問題ない」

　いや、問題ある。確か彼女は今『今夜は一人だから』と発言した。

　すなわち、いつも一人ではないということになる。

　小説の主人公は、独身で男性経験なし。すなわちバージンという設定だ。

　彼女の地味な風ふう貌ぼうから独り身だと思っていたが、既き婚こん者しやなのか？

　彼女が弁当にスッと左手を伸ばす。薬指をじっと観察するが、指輪はない。

　ということは男と同どう棲せいしているのか。

　俺の描いていた主人公のイメージが、ガラガラと音を立てて崩くずれる。

　彼女が……バージンでないと困るのだ。

「あの……何か？」

　そうか。恋人がいたから俺を相手にしなかったんだ。

　いやまて、それならば主人公の設定を変更すればいい。主人公は同棲している男がいながら、新たな恋に溺おぼれていく。

　それでいこう。……その前に、もっと観察したい。

　酒を飲むと彼女はどう変化する？　彼女が乱れる様を見てみたい。

「君は酒をたしなむのか？」

「お酒ですか？　多少……。お酒の売り場ならあちらになりますが……ご案内しましょうか？」

「俺と今夜飲まないか」

　彼女は幕の内弁当を手にしたまま、こちらに視線を向けて驚いたようにパチパチと数回瞬まばたきをし、無言で右手に持っていたカゴに弁当を入れた。

　これは俺の誘いを拒きよ絶ぜつしたという意味か？

　いや、そうではない。職場だから周囲の目を気にして、即答出来ないのだ。

　無言のまま、二人でレジに並ぶ。購入したのは同じ幕の内弁当だ。

　レジの店員が彼女に話し掛ける。

「まひるちゃんお疲れ様」

「お先に失礼します」

　下の名前はまひるというのか。御園まひる、悪くない。

　スーパーＫＡＩＳＥＩを出ると、彼女は俺より距離をあけ後ろを歩く。男より数歩後ろを歩くなんて、今時珍めずらしい奥ゆかしい女性だな。

　やはり小説の主人公は彼女しか考えられない。

　立ち止まると、彼女も立ち止まった。俺は振り返り、彼女に話を切り出す。

「君、彼と別れてくれないか？」

「彼？　……あの、只野様はスーパーのお客様です。ご迷惑をお掛けしたこと、只野様に手を上げたことは深くお詫び致しますが、お客様とプライベートでのお付き合いは出来ません」

「不ふ祥しよう事じを詫びるというのなら、一度でいい、一緒に食事をしてくれ。それで全て水に流す」

「食事……ですか？」

「この幕の内弁当でも構わない」

　俺はスーパーの袋を持ち上げ、彼女に見せる。

「わかりました。食事をご一緒すれば許して下さるのですね」

　意外と簡単に彼女は俺との食事を承しよう諾だくした。これは案外上手くいくかもしれない。

　彼女は男と同棲している。彼女の自宅に上がり込むことは不可能だ。スーパーから俺の家は近い。

　そうなると……俺の屋敷しかないな。

　これで彼女の生せい態たいを詳しよう細さいに観察することができる。
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　作家只野直なお人とは、風変わりで偏へん屈くつな人。

　みやこからそう聞いてはいたが、その相手から告白されるとは思わなかった。

『ずっと気になっていた』

　そう言われた時、鼓こ動どうがトクンと跳ねた。

『ずっと好きだった』

　思わず持っていた卵を落とし、再び迷惑を掛けてしまう。

　お詫びに行ったのに、何をやってるんだろう。

　只野さんは私のことをずっと見ていたのかな？

　もし純粋にそう思ってくれているのなら、とても光こう栄えいだ。

　そう思ったのも束つかの間ま、只野さんは豹ひよう変へんした。

　いきなり『俺と寝ろ』と命令したり、『俺と付き合ってみないか』と言ったり、その異様な眼まな差ざしに戸と惑まどい、思わず身の危険を感じて頰を叩いてしまった。

　如い何かなる状況でも、お客様を叩くなんて言ごん語ご道どう断だんだよね。

　逆上した只野さんが暴ぼう挙きよに出たらどうしよう。怯おびえる私の目の前で、只野さんは呆ぼう然ぜんとしている。

　その時、ふと感じた。この人、もしかしたら私と似ているのかも。

　偏屈というより、口くち下べ手たで不器用で、対人関係が苦手なのでは？

　もしくは、本当に変態じみているかのどちらかだ。




　午後六時過ぎ、フラリと入店してきた只野さん。着流しでぐるぐると店内を歩き始める。

　その一風変わった風貌に、初めて遭そう遇ぐうしたお客様は皆戸惑っていた。

　いや、はっきり言えばアブナイ人間だと、動物的直感を感じ避さけて歩いている。

　今夜みやこは飲み会だ。飲み会イコールお持ち帰り。

　その方程式が正しければ、今夜私はネットカフェ難なん民みんとなる。

　そんな時、只野さんに食事に誘われた。一人きりで食事をするなら、只野さんと一度くらい一緒に食事をしても構わないかも。

　別に深い意味はない。只野さんに好意があるわけでもない。只野さんが約束通り、私の不祥事を全て水に流してくれるなら。

　ただし、安全な場所に限る。
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「ここで食事を？」

「はい。只野様、このような場所は初めてですか？」

「ああ、噂うわさに聞いたことはあるが初めてだ。それと俺を呼ぶ時に敬けい称しようはつけないでくれ。俺は殿との様さまでもお代だい官かんでもない。イメージが狂くるう」

　誰もそんなこと思ってないよ。お客様だから敬称を付けているだけだ。

　ここは私がよく利用するネットカフェ。あとでみやこにメールして、今夜は男性と一緒かどうか確認し、一緒ならばこのまま宿泊すればいい。

「では只野先生とお呼びすればいいですか？」

「そうだな。その方がしっくりする。君はこのような場所によく来るのか？」

「はい。ここは飲食持ち込み可なので」

「成る程。住まいがあるのにここで飲食を？」

「たまに。一人ではないのでいろいろありますから」

　只野さんは気難しい顔で私の話を聞いている。

「男性と同棲してるのにネットカフェか」

　只野さんはぶつぶつと呟つぶやいている。『同棲』という言葉に私はぶるぶると首を振る。

　否定するつもりだったのに、思わず只野さんと目が合い、否定しない方が得とく策さくかもしれないと咄とつ嗟さに感じ肯こう定ていした。

「……同居人はいますが、お互い束そく縛ばくしない約束なので」

「成る程。同棲相手を部屋から追い出し、このような場所に追いやるとは。束縛しないとは、浮気も黙もく認にんということか？　君は男を見る目がないな」

　あなたを選ぶよりはマシだよ。それに本当は気心の知れた女友達だし。

　もし本当に恋人に浮気されたらショックで立ち直れない。

　私はそんなに大人じゃないし、精神的に強くもないから。

　入店してすぐテーブルに着き、只野さんはビニール袋から幕の内弁当を取り出すと、蓋を開けもぐもぐと食べ始めた。

　一体何を考えているのか、さっぱり摑めない人だな。戸惑いながらもビニール袋から弁当を取り出す。

「俺は作家だ」

　それはわかってますってば。

「作家もたまには行き詰まることもある」

　行き詰まる？　只野さん、行き詰まってるの？

「あの……何かお困りですか？」

「実は恋愛小説の連載が決まった」

「それはおめでとうございます」

　連載は知ってる。みやこから聞いているから。

「君は俺に何度も卵をぶちまけた」

「……すみませんでした」

　まだ根に持ってるの？　執しゆう念ねん深ぶかいな。

　一度食事に付き合えば、水に流すと言ったでしょう。

「これも何かの縁だ」

「は？」

「時々逢あってくれないか」

　私と？　個人的に？

「あの……私には同居人が」

「束縛しない相手なんだろう。相手が自由に浮気するなら、君が俺と付き合っても文句は言えないだろう」

「私が只野先生とお付き合いですか？　そんな大それたこと出来ません」

　ていうか、怖いよ。只野さんのこと何も知らないんだから。

「ずっと気になっていた。ずっと好きだった」

　このセリフ……一日に三度聞いた。

　本当に私のこと好きなのかな？

「今朝は失言を吐いた。女性と話すのは、苦手だ」

　それはヒシヒシと伝わってくる。言葉が断だん片ぺん的てきだから。

　小説みたいにときめくような告白じゃない。

　只野さん、本当に不器用なんだね。そんなに私のことを想ってくれてるの？

　ボサボサの頭……顎あご髭ひげ……だらしない風貌。決して魅力的ではない。

　でも……よく見ると優しい目をしているな。

「友達としてなら構いませんが……」

「友達？　大人の付き合いなのに友達ごっこをしろと？」

「あの……それが嫌なら……」

「別に嫌とは言っていない。君がそれで満足出来るなら、友達でもやむを得ない」

　良かった……。何とか、危険回避出来たようだ。




　その日、ネットカフェで食事をし、只野さんにはそのまま帰宅してもらった。

　メールでみやこが男性と飲んでいることを確認し、潔いさぎよくネットカフェに泊まることにした。深夜にみやこの情事を耳にし、こそこそマンションを抜け出す苦労を考えると、この狭せまい空間も苦にはならない。

　──ふと只野直人とはどんな人物なのか知りたくなった。パソコンを開き、『只野直人』で検索をする。

　あの只野さんが、どんな作品を書いているのか興味があったから。

　だけどネット上に、只野直人という作家も作品も表示されない。

「おかしいな。著者名は本名とは違うのかな」

　狭い空間でポチポチとパソコンを叩く。どんなキーワードを入力しても作家只野直人には辿たどり着けない。

　バッグの中の携帯電話が振動する。電話を摑んで画面に視線を向けると、メールの送信元は母だった。

【まひる、元気にしとる？　まだいい人はできんの？　定職にもつかんと、みやこちゃんにいつまでも迷惑掛けたらいけんよ。】

　またか。週に一度必ず同じ内容のメールがくるんだ。

　二十八歳の娘の行く末を案ずるのはわかるけど、私だって好き好んで独身でいたいわけではない。

　好きで契約社員をしているわけではないし、好きでみやこのマンションに転がり込んでいるわけでもない。今夜だって、好きでネットカフェに泊まっているわけではないのだ。

　でもこのメールを無視すると、必ず電話が掛かってくるんだよね。

　直接話をしたくなくて、仕方なく母に返信する。

【派は遣けん社員でも、仕事忙しいんよ。もう少し落ち着いたらみやこのマンション出る予定だから。】

【みやこちゃんのマンション出るん？　派遣の給料で生活出来るんね？　いい人はまだできんの？】

　本当にうざいな。定職なし、住すみ処かなし、恋人なし、と母から思われている。

　二十八歳にもなると、未経験でいることも恥ずかしい。

　──ふと、只野さんの顔が浮かんだ。

　只野さんの名前……ちょっと借りてもいい？

　ほんのちょっとだけ。母を黙だまらせるために。

【今日交際申し込まれたんよ。その人と付き合うことにした。三十歳で有名な作家。世せ田た谷がやの大だい豪ごう邸ていに住んどるセレブな人だから、心配せんで。】

　送信直後、すぐに電話が鳴った。

　シマッタ。黙らせるつもりが、母の気持ちに火を点つけたようだ。

『まひる、ほんまなん？』

　鼓膜がキンキンするくらい甲かん高だかい声。娘の恋バナに興奮している様子がありありとわかる。

『有名な作家って誰なんね』

「まだ言わん。有名な人だから、母さんが人にペラペラ喋しやべったら困るけぇね」

『世田谷に豪邸があるなんて、億おく万まん長ちよう者じや？　どこでそんな人を見つけたん？』

「そんなんどうでもええじゃろ。根ね掘ほり葉は掘ほり聞かんでや。恋人がいるんだから、もう煩うるさく結婚、結婚って言わんでね。お見合い写真ももう送らんでよ。じゃあ、切るよ」

『まひる、その人絶対逃がさんのよ。そんな人もう二度と捕まえられんよ。ええね』

　正直、只野さんとは親密になりたくはない。

　でも母には恋人だということにしておこう。

「わかった、わかった。もう切るけぇね」

『今度広ひろ島しまに連れて帰りんさいよ。母さんも父さんも挨あい拶さつせんといけんじゃろ』

「はいはい。そのうち紹介するけぇ。おやすみ」

　私は今ネットカフェなんだよ。そんなセレブと交際しているなら、こんなところに泊まったりしない。





[image: ]






　翌朝、携帯電話の目覚ましで起き床しようする。

　出勤する前に着替えたくて、ネットカフェを出てマンションに戻った。

　恐る恐るドアを開けると、土ど間まに男物の黒い革かわ靴ぐつがある。

　玄関にはみやこの上着、廊下にはスカート。みやこの部屋の前には破れたパンスト。

　蛇へびが脱だつ皮ぴしたみたいに、点々と洋服が落ちている。

　やっぱり……ね。

　みやこの洋服を拾い、脱衣所のカゴに入れる。物音を立てないように、みやこの部屋の前を忍しのび足で通り過ぎ、自分の部屋に入った。

　洋服を着替え、みやこ達が起きる前にマンションを脱出しなければ……。

　これではまるでコソ泥だ。







 この続きは現在配信中の『プロローグは刺激的に』にてお楽しみください


(C)ayane 2017
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